
備 考

　自然科学科 －

建築都市デザイン学部 建築学科
11 0 121

(15) (0)

7

(10)

3 1 0

(3) (2) (0)

東京都世田谷区
玉堤一丁目28番1号

収容
定員

学位又は称号
開設時期及
び開設年次

計 －60

年次
人

人 　　年　月
第　年次

604

第1年次

240 令和2年4月
     (Bachelor of

                Science)

(Department of

                  Natural Sciences)

(16) (7)

6 0 39

(0)(45)

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

大 学 本 部 の 位 置

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

設 置 者

大 学 の 目 的

所　在　地

理工学部
(Faculty of

            Science and Engineering)

年 人

学部の学科の設置

学校法人 五島育英会

東京都市大学 （Tokyo City University)

ﾄｳｷｮｳﾄｼﾀﾞｲｶﾞｸ

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｺﾞﾄｳｲｸｴｲｶｲ

東京都世田谷区玉堤一丁目28番1号

物理学・化学・生物学・地球科学・天文学及び数学といった自然科学に関する幅広い知
識の涵養により，総合的な見識と健全な判断力を醸成し，自然科学における様々な現象
を理学的視点により探究できる人材や広範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分
析能力を身につけた人材を育成することで，複雑化および多様化する社会に柔軟に対
応できる人材や科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する
人材を養成することを目的とする。

本大学は，学校教育法に基づき，豊かな教養を授け，深く専門の学術を教授研究し，
もって文化の向上に寄与するとともに，人類福祉の増進に貢献することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

240

学士(理学)

新
　
設
　
分

人 人 人

15

専　任　教　員　等

(-)
計

(6) (7) (18) (0) (94)

(6) (0) (0) (12) (0) (97)

-0

86 科目 21 科目

(0)

助　教 計

人 人教
員
組
織
の
概
要

18

(22)

(122)
平成31年4月届出済み

平成31年4月届出済み　　　　　　　　　　 都市工学科
5 5 0 0 10 0 97

(6)

人

理工学部　　　　　　 自然科学科
6 7 5 0 18 0 94

273 科目 124 単位

(5) (0)

学　部　等　の　名　称
教　授

人

兼 任
教 員 等助　手

理工学部自然科学科　 166 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，

名 称 の 変 更 等 ）

知識工学部
　自然科学科　（廃止）　（△60）
工学部
　建築学科　　（廃止） （△120）
　都市工学科　（廃止） （△100）
※令和2年4月学生募集停止

令和2年4月名称変更予定
　工学部→理工学部
　知識工学部→情報工学部
 
建築都市デザイン学部           （平成31年4月届出）
　建築学科　　　　　　  （120）
　都市工学科　　　　　  （100）

大学院総合理工学研究科
　自然科学専攻（M）　  　（15）（平成31年4月届出）
　自然科学専攻（D）　 　  （2）（平成31年4月届出）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

准教授 講　師



大学全体

0

(141) (100) (48) (2) (-)

-

平成31年4月学部名称変更届出

平成31年4月学部名称変更届出

平成31年4月学部名称変更届出

4 4 1 9

(0)

0

(8) (6)

6

0

(4) (4) (1) (0)

1 0

(245)

0

(12)

12

5 2

1

(5)

0

12 1214

5

(9) (1)

国際センター

(1)

0

(33)

12815

(0)

152

(0)

8

(6) (0)

(33) (0)

137

(0)

7

(12)

284

(2) (0)

6

0 80

0

(14)

68

6 10 2 0

　　　　　　　　 情報システム学科

　　　　　　　　 医用工学科

情報工学部　　　 情報科学科

環境学部　　　　 環境創生学科

7

0

(1)

(1) (290)

(0) (0)

2

(6)

総合研究所

(0)

5

(15)

38

0

(0) (111)

22

15

0 160

2

9

0

合　　　　計

0.00 ㎡

0.00 ㎡

(0.00 ㎡)

0.00 ㎡

(119)

1

(11) (8) (3)

5 0

(1)

(2)

8

(1)

(5) (2)

0

19 0 91

(19) (0) (91)

205

(0)

41

0 159

(5)

(0) (165)

　　　　　　　　 電気電子通信工学科

92,263.15 ㎡

33,538.80 ㎡

(90,888.74 ㎡)

125,801.95 ㎡

104,667.33 ㎡

合 計

06

(0)

0

(72)
計

176

そ の 他 の 職 員

(178)

共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

(90,888.74 ㎡) (0.00 ㎡)

0.00 ㎡230,469.28 ㎡

90,888.74 ㎡ 0.00 ㎡ 90,888.74 ㎡

(0)

0.00 ㎡ 230,469.28 ㎡

校　　　舎

専　　用

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地

都市生活学部　　 都市生活学科

84

(7)

0 0

(0)

1

137 99 47

245

(1)(0)

3

1

(15)

(5)

(9)

　　　　　　　 　エネルギー化学科
5

1

11

(8)

3

専　任　教　員　等

104,667.33 ㎡

199 室
　　　　　　5 室
（補助職員　0人）

　　　   　13 室
（補助職員　7人）

103 室

小 計 125,801.95 ㎡ 0.00 ㎡ 0.00 ㎡

そ の 他

実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

教
　
員
　
組
　
織
　
の
　
概
　
要

学　部　等　の　名　称

92,263.15 ㎡ 0.00 ㎡ 0.00 ㎡

(8) (4)

(0)

1 0 0

既
　
設
　
分

ものつくり支援センター

運 動 場 用 地 33,538.80 ㎡ 0.00 ㎡ 0.00 ㎡

教室等

講義室 演習室

(6)

18 0

　　　　　　　　 機械システム工学科
0

(250)

111

168

計

人 人 人

(137)

図 書 館 専 門 職 員
8 4

(205)

技 術 職 員
31 0 31

248

事 務 職 員

72

共通教育部

1

12

(0)

2

(12)

(68)

(7) (0) (0)

(1) (128)

0

(5)

0 112

(0) (112)

(0) (3)

(1)

(0)

(0) (98)

(38) (1)

10

3 0

(5)

(10)

(7) (8)

1

0

12

0

教　授 准教授

(2)

(127)

(5) (0)

(0)

0

(12)

(1)

9

(0)

人間科学部　　　 児童学科

メディア情報学部 社会メディア学科

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任

計

(0)

0

(1) (0)

0

(1) (0)

16

(1) (3) (0) (10) (0)

(16)

(0)

0

(0)

3

(2)

0

教育開発機構
1

06 6 0

(226)

(0)

0

98

(10)

1 0 0

0

(0)

(0)

(80)

(1)

0

(0)

8

(0)

0 226

10

(12) (0)

(0) (0)

0

0

1 9

5

(0)(6) (1)

0

0

1

(0) (11) (0) (159)

理工学部　　　　 原子力研究所
0

7

(3) (6)

(84)

-

0

1 1

31 室

(41) (-)

119

(0)

0

(3) (0)

(6) (10)

　　　　　　　　 環境経営システム学科

(9)

6 1

(151)

(22)(0) (0)

(1)

(5)

(0)

0 109

165

5 5 0

(0)

3 0

8

講　師 助　教 計

(160)

兼 任
教 員 等

151

1 0

(109)

             　　知能情報工学科
10 0 127

(5)

　　　　　　　 　原子力安全工学科
5

(0) (168)

助　手

11

理工学部　　　　 機械工学科
(18)

(9) (0) (152)

1

(2)



学科単位での特定不能な

ため、大学全体の数

－ －

－ －

－ －

－ －

工学部

　機械工学科 平成29年度入学定員増(15人)

　機械システム工学科 平成29年度入学定員増(20人)

　原子力安全工学科 平成29年度入学定員増(15人)

　医用工学科 平成29年度入学定員増( 5人)

　電気電子通信工学科 平成29年度入学定員増(15人)

平成31年度入学定員増(40人)

　エネルギー化学科 平成31年度入学定員増( 5人)

　建築学科 平成29年度入学定員増(10人)

平成31年度入学定員増(10人)

　都市工学科 平成29年度入学定員増(15人)

知識工学部

　情報科学科 平成29年度入学定員増( 5人)

　情報通信工学科 平成31年度より学生募集停止

　知能情報工学科 平成31年度入学定員増( 5人)

　自然科学科 平成29年度入学定員増(35人)

環境情報学部 平成25年度より学生募集停止

　情報メディア学科

環境学部

　環境創生学科

　環境経営システム学科

メディア情報学部

　社会メディア学科

　情報システム学科

都市生活学部

　都市生活学科 平成29年度入学定員増(10人)

人間科学部

　児童学科

東京都
世田谷区等々力
八丁目9番18号

神奈川県横浜市
都筑区牛久保西
三丁目3番1号

理工学部自然科学科

千円

図　書

－

150 － 465 0.98

1.14

4

4

平成25年度

平成21年度

－ 285

60

1.03

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料、寄付金、補助金、資産運用収入及びその他の収入

機械・器具

第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

理工学部自然科学科

図　書　館

第５年次

第３年次

面　積

第６年次

5,957千円

閲覧座席数

室　　　数

第１年次 第２年次

1.08

－

学士(工学)

16,190〔14,251〕
(16,190〔14,251〕)

平成25年度

平成21年度

360

学士(工学)

学士(工学)

昭和24年度

平成 9年度

昭和24年度

－ 400 学士(児童学)

4

第３年次 第４年次

学位又は称号
定　員
超過率

395

385

昭和32年度

編入学
定　員

1,380千円

－4

4 70

－ 千円

120

4

学士(工学)

学士(工学)

学士(工学)

1.03

開設年度

学士(社会情報学)

千円

－ 千円

4

1.05

平成21年度

90

4 －

1.08

1.04

1.08

1.04

平成25年度

465 0.98

420 1.06

－

学士(情報学)

学士(都市生活学)

90

360

－

－

1.13

昭和32年度

平成 9年度

45 －

平成25年度

1.00

4

－

計 2,954
（2,558）

40,153
(40,153)

9
（9）

643,507〔115,480〕
(625,333〔115,266〕)

19,934〔15,827〕
（19,934〔15,827〕）

8,834.99 ㎡ 1,191 席 567,036 冊

学士(工学)

学士(工学)

－

教員１人当り研究費等

所　在　地

千円

第６年次
学部全体

図書購入費には電子ジャー
ナル・データベースの整備
費（運用コストを含む。）
を含む。

開設前年度

平成19年度

19,934〔15,827〕
（19,934〔15,827〕）

16,190〔14,251〕
(16,190〔14,251〕)

平成14年度

440 1.10学士(工学)

205 1.03

学士(工学)

120 －

学士(工学)

学士(工学)

100

神奈川県横浜市
都筑区牛久保西
三丁目3番1号

－

平成19年度

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

平成20年度

平成19年度

－ 平成19年度

学士(環境情報学)

280

305 1.07

360

東京都
世田谷区等々力
八丁目9番18号

1.11

1.09

千円

千円

千円

学士(環境学)

学士(環境学)

165 1.04

千円

－ －

神奈川県横浜市
都筑区牛久保西
三丁目3番1号

110 －

60 －

75

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

160 － 630

－

図
書
・
設
備

体　育　館

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種

4 100

235 1.05

年 人 年次
人

人

4

4

倍

4

設 備 購 入 費

1,620千円 1,380千円

収容
定員

既
　
設
　
大
　
学
　
等
　
の
　
状
　
況

4

4

点

2,954
（2,558）

40,153
(40,153)

9
（9）

新設学部等の名称
標　本

学術雑誌
視聴覚資料

153,044千円153,044千円

600千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

4,773.11 ㎡
バスケットコート 2面
フットサルコート 1面

トレーニングルーム　2面
テニスコート　　　 12面

面　積

千円153,044千円

5,957千円 5,957千円 5,957千円

153,044千円 153,044千円

600千円

34,890千円経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

収 納 可 能 冊 数

専 任 教 員 研 究 室

90

18 室

新設学部等の名称

4

東京都市大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

1,380千円

経
費
の
見
積
り

区　分

643,507〔115,480〕
(625,333〔115,266〕)

〔うち外国書〕 点 点

4 － －

－

学生１人当り
納付金

第４年次 第５年次

大 学 の 名 称

1.04

100

1.03

4

4 80 －

大学全体

34,890千円

600千円

34,890千円 34,890千円

600千円

5,957千円



平成30年度入学生より

工学研究科から名称変更

平成30年度入学定員増( 3人)

平成30年度入学定員増( 6人)

平成30年度入学定員増( 6人)

平成30年度入学定員増( 3人)

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

平成30年度より学生募集停止

環境情報学専攻
　神奈川県横浜市
　都筑区牛久保西
　三丁目3番1号

都市生活学専攻
　東京都
　世田谷区等々力
　八丁目9番18号

修士(都市生活学)

平成21年度

平成21年度－ － －

博士(工学)

2

既
　
設
　
大
　
学
　
等
　
の
　
状
　
況

3

平成21年度

平成22年度

　生体医工学専攻
　　　　　　 　　(博士後期課程)

3

3

平成18年度

－博士(工学)

－－3　機械システム工学専攻
　　　　　 　　　(博士後期課程)

－

－ －

昭和41年度

平成21年度

平成21年度

昭和41年度

－

120 0.96

－

修士(工学)

　共同原子力専攻
　　　　　　 　　(博士後期課程)

0.50

－ － －

－ 21

－－

　環境情報学専攻
　　　　　　　　 　　(修士課程)

2

大学院環境情報学研究科

　システム情報工学専攻
　　　　　　 　　(博士後期課程)

－－－－

博士(工学)

　都市工学専攻
　　　　　　　 　(博士後期課程)

　都市工学専攻
　　　　　　　 　　　(修士課程)

－

博士(工学)

0.67修士(環境情報学)

8

20 40

　システム情報工学専攻
　　　　　　　　　　 (修士課程)

2 －

－

　環境情報学専攻
　　　　　　 　　(博士後期課程)

3 2 － 6 博士(環境情報学) 3.16 平成17年度

0.9912－62　都市生活学専攻
　　　　　　　　 　　(修士課程)

平成25年度

－

修士(工学)

修士(工学)

－

平成22年度

昭和43年度

修士(工学)

開設年度

－

博士(工学)

博士(理学)

昭和47年度

平成18年度

－

定　員
超過率

博士(工学)

30

－

－

0.66

修士(工学)

学 部 等 の 名 称 学位又は称号

修士(工学)

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　情報専攻
　　　　 　　　　　　(修士課程)

2

　電気・化学専攻
　　　　　　　　 　　(修士課程)

－

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

大学院総合理工学研究科

人 倍

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

昭和56年度

平成21年度

昭和43年度

3 4 － 12

大学院工学研究科

修士(工学)

平成13年度

　建築・都市専攻
　　　　　　　 　　　(修士課程)

　機械専攻
　　　　　　　　　 　(修士課程)

15 －

　生体医工学専攻
　　　　　　 　　　　(修士課程)

－

　情報専攻
　　　　　　 　　(博士後期課程)

3 8 － 18 0.16

3

博士(工学)

東京都
世田谷区玉堤
一丁目28番1号

所　在　地

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

－

　建築・都市専攻
　　　　　 　　　(博士後期課程)

0.71

21 0.32

　電気・化学専攻
　　　 　　　　　(博士後期課程)

3

収容
定員

2

情報基盤センター(横浜キャンパス)
目的　情報施設設備の管理運営
住所　神奈川県横浜市都筑区
　　　牛久保西三丁目3番1号
設置　平成9年4月
規模　建物  4,445.24㎡

昭和43年度

1.07

修士(工学)

修士(理学)

－ 18 博士(工学) 0.16

博士(工学)

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附 属 施 設 の 概 要

　
　総合研究所
　目的　特色ある研究の推進・支援
　住所　東京都世田谷区
　　　　等々力八丁目15番1号
　設置　平成16年4月
　規模　土地  3,659.00㎡
　　　　建物  4,212.89㎡
　
　原子力研究所
　目的　原子力の研究
　住所　神奈川県川崎市麻生区
　　　　王禅寺971番地
　設置　昭和35年4月
　規模　土地 84,234.00㎡
　　　　建物  2,715.77㎡

年次
人

66

60 －

1.14

人年

132

編入学
定　員

8

　共同原子力専攻
　　　　　　　　　 　(修士課程)

2

2

　機械専攻
　　　　　 　　　(博士後期課程)

3 8

66 － 132

2

修業
年限

入学
定員

2 54 108 0.86



 別記様式第2号（その2の1）

（用紙　日本工業規格A4縦型）　
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手

哲学(1) 1前 2 ○ 兼1

哲学(2) 1後 2 ○ 兼1

倫理学(1) 1前 2 ○ 兼1

倫理学(2) 1後 2 ○ 兼1

倫理学(a) 1後 1 ○ 兼1

倫理学(b) 1後 1 ○ 兼1

文化人類学 1後 2 ○ 兼1 集中

視覚芸術史(1) 1前 2 ○ 兼1

視覚芸術史(2) 1後 2 ○ 兼1

デザイン概論(1) 2前 2 ○ 兼1 ※演習

デザイン概論(2) 2後 2 ○ 兼1 ※演習

日本文学 2前 2 ○ 兼1

日本史(1) 1前 2 ○ 兼1

日本史(2) 1後 2 ○ 兼1

西洋史(1) 1前 2 ○ 兼1

西洋史(2) 1後 2 ○ 兼1

民俗学(a) 1後 1 ○ 兼1

民俗学(b) 1後 1 ○ 兼1

宗教学 1前 2 ○ 兼1

社会学(1a) 1前 1 ○ 兼1

社会学(1b) 1前 1 ○ 兼1

社会学(2a) 1後 1 ○ 兼1

社会学(2b) 1後 1 ○ 兼1

社会学入門(a) 1前 1 ○ 兼1

社会学入門(b) 1前 1 ○ 兼1

経済学(1a) 1前 1 ○ 兼1

経済学(1b) 1前 1 ○ 兼1

経済学(2a) 1後 1 ○ 兼1

経済学(2b) 1後 1 ○ 兼1

日本経済論(a) 3前 1 ○ 兼1

日本経済論(b) 3前 1 ○ 兼1

政治学(1a) 1前 1 ○ 兼1

政治学(1b) 1前 1 ○ 兼1

政治学(2a) 1後 1 ○ 兼1

政治学(2b) 1後 1 ○ 兼1

日本の政治(a) 2前 1 ○ 兼1

日本の政治(b) 2前 1 ○ 兼1

国際関係論(1a) 1前 1 ○ 兼1

国際関係論(1b) 1前 1 ○ 兼1

国際関係論(2a) 1後 1 ○ 兼1

国際関係論(2b) 1後 1 ○ 兼1

日本国憲法 1前･後 2 ○ 兼1

法学 1前 2 ○ 兼1

民法 1後 2 ○ 兼1

西洋経済史 1後 2 ○ 兼1

人文地理学(a) 1前 1 ○ 兼1

人文地理学(b) 1前 1 ○ 兼1

現代中国論 1後 2 ○ 兼1

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
科
目

人
文
学
系

社
会
科
学
系
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育学(1a) 1前 1 ○ 兼1

教育学(1b) 1前 1 ○ 兼1

教育学(2a) 1後 1 ○ 兼1

教育学(2b) 1後 1 ○ 兼1

スポーツ・健康論 1前･後 2 ○ 兼3

心理学(1a) 1前 1 ○ 兼1

心理学(1b) 1前 1 ○ 兼1

心理学(2a) 1後 1 ○ 兼1

心理学(2b) 1後 1 ○ 兼1

心理学概論(a) 1前 1 ○ 兼1

心理学概論(b) 1前 1 ○ 兼1

心理学入門 1前 2 ○ 兼1

社会とジェンダー(a) 1後 1 ○ 兼1

社会とジェンダー(b) 1後 1 ○ 兼1

国際化と異文化理解(a) 3後 1 ○ 兼1

国際化と異文化理解(b) 3後 1 ○ 兼1

日本文化の伝承(a) 1後 1 ○ 兼1

日本文化の伝承(b) 1後 1 ○ 兼1

論理学(1a) 1前 1 ○ 兼1

論理学(1b) 1前 1 ○ 兼1

論理学(2a) 1後 1 ○ 兼1

論理学(2b) 1後 1 ○ 兼1

ボランティア(1) 1･2･3･4 1 ○ 1 集中

ボランティア(2) 1･2･3･4 1 ○ 1 集中

教養ゼミナール(1) 1前･後 2 ○ 兼4

教養ゼミナール(2) 1前･後 2 ○ 1 兼6

教養特別講義(1) 1前･後 2 ○ 兼1

教養特別講義(2) 1前･後 2 ○ 兼1

基礎体育(1) 1前 1 ○ 兼4

基礎体育(2) 1後 1 ○ 兼4

応用体育(1) 2前･後 1 ○ 兼4

応用体育(2) 2前･後 1 ○ 兼4

Communication Skills(1) 1前 1 ○ 兼2

Communication Skills(2) 1後 1 ○ 兼2

Reading and Writing(1a) 1前 0.5 ○ 兼2

Reading and Writing(1b) 1前 0.5 ○ 兼2

Reading and Writing(2a) 1後 0.5 ○ 兼2

Reading and Writing(2b) 1後 0.5 ○ 兼2

Basic English Training(a) 2前･後 1 ○ 兼1

Basic English Training(b) 2前･後 1 ○ 兼1

Grammar(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Grammar(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Grammar(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Grammar(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Test Taking Skills(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Test Taking Skills(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Test Taking Skills(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Test Taking Skills(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

教
養
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

人
間
科
学
系

自
然
・

情
報
科
学
系

そ
の
他

外
国
語
科
目

体
育
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Test Taking Skills(3a) 2前･後 1 ○ 兼1

Test Taking Skills(3b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(3a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Reading(3b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(3a) 2前･後 1 ○ 兼1

Critical Listening(3b) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(3a) 2前･後 1 ○ 兼1

Communication Strategies(3b) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(3a) 2前･後 1 ○ 兼1

Academic English(3b) 2前･後 1 ○ 兼1

Literature in English(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Literature in English(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Literature in English(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Literature in English(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Culture(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Culture(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Culture(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Culture(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Language Sciences(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Language Sciences(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Language Sciences(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Language Sciences(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Society(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Society(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Society(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

Global Society(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

海外・特別選抜セミナー 1前･後 2 ○ 兼1

2前･後 1 ○ 兼1

2前･後 1 ○ 兼1

外
国
語
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

外国語特別講義(a)

共
通

外国語特別講義(b)

英
語
科
目
（

教
養
）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ドイツ語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

ドイツ語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

ドイツ語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

ドイツ語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

フランス語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

フランス語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

フランス語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

フランス語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

スペイン語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

スペイン語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

スペイン語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

スペイン語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

イタリア語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

イタリア語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

イタリア語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

イタリア語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

中国語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

中国語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

中国語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

中国語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

アラビア語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

アラビア語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

アラビア語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

アラビア語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

韓国語(1a) 2前･後 1 ○ 兼1

韓国語(1b) 2前･後 1 ○ 兼1

韓国語(2a) 2前･後 1 ○ 兼1

韓国語(2b) 2前･後 1 ○ 兼1

日本語表現(a) 2前･後 1 ○ 兼1

日本語表現(b) 2前･後 1 ○ 兼1

SD PBL(1) 1前 1 ○ 1 3 1 共同

SD PBL(2) 2前 1 ○ 1

SD PBL(3) 3後 1 ○ 1

微分積分学(1) 1前 2 ○ 1

微分積分学(2) 1後 2 ○ 1

線形代数学(1) 1前 2 ○ 1

線形代数学(2) 1後 2 ○ 1

微分方程式論 2前 2 ○ 1

ベクトル解析学 2前 2 ○ 1

フーリエ解析学 2後 2 ○ 1

数理統計学 2前 2 ○ 兼1

物理学(1) 1前 2 ○ 1

物理学(2) 1前 2 ○ 1

物理学(3) 1後 2 ○ 1

物理学(4) 1後 2 ○ 1

電磁気学基礎 2前 2 ○ 1

物理学実験 1前･後 2 ○ 1

外
国
語
科
目

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

自
然
科
学
系

P
B
L

科
目
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目

数
学
系
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

化学(1) 1前 2 ○ 1

化学(2) 1後 2 ○ 1

化学実験 1前･後 2 ○ 1 2 共同

生物学(1) 1前 2 ○ 1

生物学(2) 1後 2 ○ 1

生物学実験 1前･後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地学(1) 1前 2 ○ 1

地学(2) 1後 2 ○ 1

地学実験 1前･後 2 ○ 2 共同

情報リテラシー演習 1前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

コンピュータ概論 1後 2 ○ 兼1

プログラミング基礎 1後 2 ○ 兼1

数値解析 2後 2 ○ 兼1

技術者倫理 2前･後 2 ○ 1

インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 ○ 1 集中

インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 ○ 1 集中

海外体験実習(1) 1･2･3･4 2 ○ 兼1 集中

海外体験実習(2) 1･2･3･4 2 ○ 兼1 集中

金属加工(製図・実習含) 2後 2 ○ 兼1 ※講義

電気工学概論(実習含) 2前 2 ○ 兼1 ※講義

－ 7 58 0 5 5 4 0 0 兼7 －

理工学と生活 1後 2 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

工業概論 1後 2 ○ 兼1

原子力汎論 1後 2 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

量子力学入門 2後 2 ○ 1

論理的な問題解決の進め方 3後 2 ○ 兼1

自然科学科実験及び演習 2前 2 ○ 3 4 3 ※演習 共同,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

野外調査法及び実習(1) 2後 3 ○ 1 3 1 ※講義 共同

野外調査法及び実習(2) 3前 3 ○ 1 3 1 共同 集中

自然と数理 2後 2 ○ 1 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

現代科学論 2後 2 ○ 1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

博物館教育論 2後 2 ○ 兼1

博物館学(1) 2前 2 ○ 1

博物館学(2) 2後 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

博物館学(3) 3前 2 ○ 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

映像表現論 2後 2 ○ 1

博物館資料保存論 3後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ 集中

博物館展示論 3前 2 ○ 兼1 ※演習 集中

博物館学実習(1) 3前 1 ○ 1 兼1 共同 集中

博物館学実習(2) 3後 2 ○ 1 兼2 共同 集中

特別講義(1) 1･2･3･4 2 ○ 1

特別講義(2) 1･2･3･4 2 ○ 1 2 共同

特別講義(3) 1･2･3･4 2 ○ 1

自
然
科
学
系

理
工
学
基
礎
科
目

学
科
共
通

情
報
系
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学
教
養
系
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

力学 1前 2 ○ 1

力学演習 1前 1 ○ 1

波動・熱力学 1後 2 ○ 1

電磁気学 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

相対論入門 2後 2 ○ 1

分子構造論 2前 2 ○ 1

生命の化学 2後 2 ○ 1

分子物性論 2後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

分子の運動 3前 2 ○ 1

進化論 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

動物学 2後 2 ○ 1

植物学 2後 2 ○ 1

生命と物質 3前 2 ○ 1

微生物学 3後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地球変動論 2前 2 ○ 1

プレート・テクトニクス 2前 2 ○ 兼1

宇宙科学 2後 2 ○ 1

惑星科学 3前 2 ○ 1

古生物学 3前 2 ○ 1

地理学 3前 2 ○ 兼1

数学演習(1) 1前 1 ○ 兼1

数学演習(2) 1後 1 ○ 兼1

基礎論理回路 1後 2 ○ 兼1

離散数学 1前 2 ○ 兼1

集合と論理 2前 2 ○ 1

極限と位相 3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

基礎確率統計 1前 2 ○ 兼1

関数論 2後 2 ○ 1

代数学(1) 2前 2 ○ 兼1

代数学(2) 2後 2 ○ 兼1

代数学(3) 2後 2 ○ 兼1

幾何学(1) 2前 2 ○ 1

幾何学(2) 2後 2 ○ 1

幾何学(3) 2後 2 ○ 1

ルベーグ積分論 3後 2 ○ 兼1

関数解析学 3後 2 ○ 1

現代代数学 3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

計算物理学 3後 2 ○ 1

事例研究(1) 3前 4 ○ 6 7 5

事例研究(2) 3後 2 ○ 6 7 5

卒業研究(1) 4前 3 ○ 6 7 4

卒業研究(2) 4後 3 ○ 6 7 4

－ 18 114 0 6 7 5 0 0 兼35 －

－ 32 364 0 6 7 5 0 0 兼94 －

自
然

学位又は称号 　学士（理学） 学位又は学科の分野

小計（65科目） －

　理学関係

合計（273科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部自然科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

教養科目10単位以上，体育科目1単位以上（選択必修1単位を含
む），外国語科目8単位以上（必修4単位を含む），PBL科目3単位
（必修3単位を含む），理工学基礎科目30単位以上（必修7単位を含
む），専門科目60単位以上（必修18単位を含む）を修得するととも
に各コースのいずれかの要件を充たし，合計124単位以上を修得する
こと．

〔自然コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(物理学実験,化学実験,生物学実験,地学実験)8単位，ｺｰｽ
選択必修(化学(1),化学(2),生物学(1),生物学(2),地学(1),地学(2))
から6単位）
専門科目
（ｺｰｽ必修(野外調査法及び実習(1),博物館学(1),映像表現論,力学,
分子構造論,生命の化学,分子物性論,進化論,生命と物質,地球変動
論,宇宙科学)23単位，ｺｰｽ選択必修(波動・熱力学,電磁気学,相対論
入門,分子の運動,動物学,植物学,微生物学,プレート・テクトニク
ス,惑星科学,古生物学,地理学)から14単位）
〔数理コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(微分積分学(2),線形代数学(2),微分方程式論,ベクトル解
析学,フーリエ解析学)10単位，ｺｰｽ選択必修(物理学実験,化学実験,
生物学実験,地学実験)から2単位）
専門科目
（ｺｰｽ必修(集合と論理,関数論,代数学(1),幾何学(1),関数解析学,現
代代数学,計算物理学)14単位，ｺｰｽ選択必修(数学演習(1),数学演習
(2),基礎論理回路,離散数学,極限と位相,基礎確率統計,代数学(2),
代数学(3),幾何学(2),幾何学(3),ルベーグ積分論)から14単位）

                     （履修科目の登録の上限：24単位（半期））

1学年の学期区分 2期

1学期の授業期間 14週

1時限の授業時間 100分



 別記様式第２号（その３の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型） 

授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

教
養
科
目

人
文
学
系 哲学(1)

講義形式で行う．「政治学」や「心理学」といった学問は，学問名自体が研究対象を大まかに指し
示しているが，「哲学」はそうではない（「哲学」の「哲」はけっして研究対象を示しているわけ
ではない）．では，いったい哲学の「哲」は何を意味するのか．また哲学はそもそも何を研究する
学問なのか．前期の哲学の講義では，この根本的な問いに対する答えを，西洋哲学の源流である古
代ギリシャ思想に遡りつつ探り出してゆく．哲学は本来，単なる知的な好奇心から生まれたもので
はないこと，また学生にとって無縁なものではなくむしろ身近なものだということを理解するのが
目標となる．

哲学(2)

講義形式で行う．我々は夢の中で，現実ではないことを現実かのように経験し，しかもそれが夢だ
と通例気づかない．だとすると，今我々が経験することすべてが，実は夢の中の出来事である可能
性が生じてしまう．その結果，我々は，全ては疑わしいという疑念の底無沼に突き落とされる．こ
の底無沼から脱出するには，どうすればよいのか．一つの方法として想定されるのは，絶対疑えな
い確実なものを見つけ出し，それを足場に脱出を果たす方法だ．まさにこの方法で，疑念の底無沼
から帰還を果たしたのがデカルトであり，その際に彼が見つけ出した絶対確実なものが「私」に他
ならない．この講義では，デカルトの著作の内容検討を行いながら確認する作業を行う．「私」と
いう存在の成り立ちや，事物の存在が思いのほか自明ではないこと，また確実な知識を広げてゆく
には何が必要となるのかといった点について掘り下げ，理解することが目標である．

倫理学(1)

講義形式で行う．倫理学は，哲学の一分野であり，人と人との間に生成する価値，規範，善悪など
を考える学問である．本講義では，倫理学の基礎となる，私と他者の問題，そして両者を架橋する
言語の問題を中心に講義する．私の不思議，世界の不思議，言語の不思議を知ること，他者の何を
理解でき，何を理解できないかを考えること，そして，この講義で述べられたことは本当に正しい
のかを批判的に検討できるようになることが目標である．

倫理学(2)

バイオメディカル・エシックス(生命医学倫理)を講義する．生命が問われる現場では価値観・倫理
観が激しく対立することが多い．生命の問題を医学・医療関係者に任せきりにせず，日常生活の中
に置き直し，自らの問いとして考え直してみよう．医学と医療の違いを理解し，生命医学倫理の諸
問題に対して自分の意見をはっきりと述べられるようになること，また，自分とは異なる見解に対
しても正しく理解できるようになることが目標である．

倫理学(a)

古来、哲学者たちは「善／悪とは何か？」、「いかに行為すべきか？」という倫理的・道徳的問題
を扱ってきました。こうした問題は、私たちが生きていく上で多かれ少なかれ問わざるを得ない問
題です。しかし近年は、科学技術の発達により、さらに高度に枝分かれし専門化した文脈において
そうした問題が問われるようになってきました。この時代の要請に応える学問分野として登場して
きたのが応用倫理学です。この授業では、環境倫理学を扱います

倫理学(b)

古来、哲学者たちは「善／悪とは何か？」、「いかに行為すべきか？」という倫理的・道徳的問題
を扱ってきました。こうした問題は、私たちが生きていく上で多かれ少なかれ問わざるを得ない問
題です。しかし近年は、科学技術の発達により、さらに高度に枝分かれし専門化した文脈において
そうした問題が問われるようになってきました。この時代の要請に応える学問分野として登場して
きたのが応用倫理学です。この授業では、情報倫理学を扱います

文化人類学

講義形式で行う．文化人類学は文化を「ものさし」としながら，人類が持つ共通点と差異を見出そ
うとしてきた．本授業では人類学者の視点の取り方を，誤解や思い込みをも含んだ形で映像，文章
などを通して追体験していくことで，人類学という学問の歩みをともに踏み固めるとともに，現代
人類学の模索にまで踏み込んでみたいと思う．①文化人類学が議論を重ねてきた各種理論に触れ
る．②文化についての様々な視点の取り方を体験する．③文化の中にある存在としての自己を見出
す．以上が目標である．

視覚芸術史(1)

本授業は，講義形式で行う．芸術は，五感で経験されるものだが，ここでは視覚で認識される「視
覚芸術」を対象として，その歴史について講じる．視覚芸術とは，絵画と彫刻のみならず，建築や
デザインもその範疇に含まれる．近現代の視覚芸術の作品を理解していくことで，受講者が芸術に
興味を持てるように進めていきたい．また，生きる上で芸術は必要なのか，あるいは，「芸術とは
何か」という問いに向き合う姿勢を本講義で培うことも一つの目標としたい．

視覚芸術史(2)

本授業は，講義形式で行う．講義の前半は，視覚芸術の中の特に近代絵画と彫刻を中心としてその
歴史を講じる．17世紀の西洋社会における科学革命によって「近代主義（モダニズム）」がはじま
り，それによって18世紀の産業革命が起こったのだが，芸術の分野がそれを自覚するのは19世紀の
半ばといわれている．絵画におけるモダニズムの始まりである印象主義より講じていく．講義の後
半は，近代建築とデザインを中心としてその歴史を講じる．さまざまな建築やデザインの誕生の背
景を理解することで，受講者が今日の建築やデザインの問題を身近なものとして捉えられるように
なることを目標とする．

デザイン概論(1)

本講義は，演習を取り入れながら講義形式で行う．「デザインとは何か」という問いの一つの解答
を導けるよう本講義を行ないたい．そのため機能と形態の関わりを中心として，デザインという言
葉をあまり広くとりすぎないよう「もの」に即して考察していく．特に「椅子」に注目し，その歴
史的背景などを講じる．演習課題として，実際の椅子を実測し，さらにオリジナルの椅子をデザイ
ンし，その模型を製作する．私たちの生活の中でデザインが果たす多様な役割についても受講者と
ともに考えていきたい．本講義を履修するにあたり視覚芸術史(1)・(2)を履修済みのこと．

講義20時間

演習10時間

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

デザイン概論(2)

本講義は，演習を取り入れながら講義形式で行う．本講義は「デザイン概論(1)」と関連し，もの
のデザインについて講義していく．特に，ここでは「日本再発見」というテーマで，日本のデザイ
ンに着目し，伝統的なものから現代のものまでを見ていきたい．江戸時代までに日本は独自の「工
芸」を発展させてきた．これは，芸術というよりは，むしろデザインの領域として考えられる対象
なのである．そこで演習課題の一つとして，日本の伝統的な工芸品である屏風の模型を製作する．
また，デザインは，社会の動向と無関係ではないため，時事に即した問題についても随時とりあげ
る．本講義を履修するにあたり視覚芸術史(1)・(2)を履修済みのこと

講義20時間

演習10時間

日本文学

授業は，講義形式で行う．文学は，自分が生きてきた背景や培ってきた価値観等に基づいて総合的
に人間性を探究する営みである．人間には文学作品を読むことを通してしか学べないことがあり，
読書習慣は生涯の心の支えになる．この科目では，日本語によって書かれた文学を中心として，豊
かな教養を身につけるために，科学とは異なる，文学独自の人間の捉え方を学ぶ．また，読書習慣
を身につけるために課題図書をあげて一定期間に読んでもらうこととする．

日本史(1)

授業は講義形式で行う．本科目は日本の前近代史，つまり奈良，平安，鎌倉，室町，戦国，江戸の
各時代を取り上げる．各時代については，すでに小学校や中学校において必要最低限の知識がある
ため，それを講義で再確認した上で，近年，学界での研究進展が著しい「社会史」分野を取り上げ
たい．たとえば，奈良時代の官僚の実態，平安時代の貴族の暮らしぶり，室町時代の「百姓」，江
戸時代の武士の家計簿などを扱いながら，各時代に生きた人々の実相を理解する．以上を通じて，
日本とは何か，というテーマへの答えの一助になることを目標とする．

日本史(2)

授業は講義形式で行う．本科目は日本の近現代史，つまり，明治維新以降を取り上げる．すでに小
学校や中学校において必要最低限の知識があるため，それを講義で再確認した上で，近年，学界で
の研究進展が著しい「社会史」分野を取り上げたい．たとえば，清潔概念の導入，日清戦争と国民
国家の誕生，日露戦争と対外進出，大正デモクラシー，太平洋戦争，戦後の復興，日米安保体制の
成立などを扱いながら，各時代に生きた人々の実相を理解する．以上を通じて，日本とは何か，と
いうテーマへの答えの一助になることを目標とする．

西洋史(1)

授業は講義形式で行う．古代ローマから中世末期にいたるまでの西洋史を概観する．その際，都市
構造の変化を縦軸に，各時代の社会状況を横軸に据えながら，時代的推移を多面的に眺められるよ
うにする．また『グリム童話』の中のポピュラーな話（「長靴をはいた猫」や「ハーメルンの笛吹
き男」）を素材にしながら，その背後に隠された時代状況を読み解くことも試みる．以上のよう
に，古代ローマから中世末期にいたるまでのヨーロッパ前近代社会の変化を多面的に学ぶことを目
標とする．

西洋史(2)

授業は講義形式で行う．ルネサンス以降の西洋史を近代まで概観する．都市構造の変化（中世的都
市から大都会への発展）を縦軸に据えながら，各時代の社会状況を横軸に据えて，時代的推移を多
面的に眺められるようにする．また飲み物（コーヒー，茶，砂糖）やレジャー（産業革命に伴う鉄
道旅行の誕生）など日常的なものを素材にしながら，それと当時の世界情勢との関係も読み解くこ
とにする．以上のように，ルネサンス以降の近世・近代ヨーロッパ社会の変化を多面的に学ぶこと
を目標とする．

民俗学(a)

日本民俗学は自分自身を含む社会のあり方を、日本という地域を主な対象に眺めてきました。その
中で、特に大事にしてきたのが日常、つまり「当たり前の生活」でした。本科目では、人々の生活
感覚に繋がる二つの異なる時間幅である「一日」「一年」を軸に、民俗学が注目してきた人々の
「当たり前の生活」を紹介します。本講義においては、「朝」「昼」「夜」の三つの局面が何を意
味し、何をもたらしているのかについて考察と理解を目指します。

民俗学(b)

日本民俗学は自分自身を含む社会のあり方を、日本という地域を主な対象に眺めてきました。その
中で、特に大事にしてきたのが日常、つまり「当たり前の生活」でした。本科目では、人々の生活
感覚に繋がる二つの異なる時間幅である「一日」「一年」を軸に、民俗学が注目してきた人々の
「当たり前の生活」を紹介します。本講義においては、「春」「夏」「秋」「冬」の特徴と人間生
活への関わりを理解した上で、最終的に「人生」の道のりを考察します。

宗教学

授業は講義形式で行う．宗教における儀礼，祈り，祭儀，巡礼，神話などの機能を学びつつ，三大
一神教（ユダヤ，キリスト，イスラーム教）を中心に世界の主要な宗教の教義，思想，実践につい
て学ぶ．また，宗教に関する国際問題について学び，現代社会における宗教の位置づけについて考
える．その際，三大一神教を中心に世界の主要な宗教の基礎知識を身につけると同時に，今日の宗
教を取り巻く様々な国際問題について知り，自身の考えを述べることができることを目標とする．

社
会
科
学
系

社会学(1a)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのか。本講義では、社会学は社会のしくみを捉える
ひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り上げながら、そ
れについて学ぶことを目的とする。本講義では、社会学の古典的学者を紹介した上で、アイドルの
脱退＝卒業という現象、集合的記憶とノスタルジア、これらから時間を考察させ、本学と関わりの
深い渋谷と東急的郊外を取り上げることで、中心と郊外の関係性を問う。
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社会学(1b)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのか。本講義では、社会学は社会のしくみを捉える
ひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り上げながら、そ
れについて学ぶことを目的とする。本講義では、コミュニケーション、メディア、現代社会を取り
上げる。コミュニケーションについては「お笑い番組」を、メディアについてはインターネットと
SNSを、現代社会についてはカルチュラル・スタディーズを取り上げる。

社会学(2a)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのか。本講義では、社会学は社会のしくみを捉える
ひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り上げながら、そ
れについて学ぶことを目的とする。本講義では、社会学の古典的学者を紹介した上で、戦艦大和と
広島などをテーマにした歴史社会学を展開する。つまり、広島から歴史と記憶を、国道16号線から
都市空間を、さらには戦後の米軍基地文化とポピュラー音楽、戦後のアイドル文化を考えたい。

社会学(2b)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのか。本講義では、社会学は社会のしくみを捉える
ひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り上げながら、そ
れについて学ぶことを目的とする。本講義では、社会学の古典的学者を紹介した上で、宝ジェンヌ
に対する女性ファンとジェンダー問題、「秋葉原通り魔事件」と自己、地域に対するアイデンティ
ティを考えたい。

社会学入門(a)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのかを思考していく。本講義では、社会学は社会の
しくみを捉えるひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り
あげながらそれについて学ぶことを目的とする。この講義を通じて、社会学の古典において語られ
てきた見方を理解するとともに現代社会の諸現象や諸問題、そして私たちの身の回りの諸文化を分
析的に見る視点を養うことを目的としている。特に社会学に触れたことのない学生が多いため、で
きるだけ身近な事例を用いた説明を心がけていく。本講義では、時間、記憶、都市空間（渋谷を例
に）をキーワードにして、授業を展開する。

社会学入門(b)

社会学とは何か、何を明らかにしていく学問なのかを思考していく。本講義では、社会学は社会の
しくみを捉えるひとつの「ものの見方・考え方」とゆるやかに定義し、毎回様々なトピックを取り
あげながらそれについて学ぶことを目的とする。この講義を通じて、社会学の古典において語られ
てきた見方を理解するとともに現代社会の諸現象や諸問題、そして私たちの身の回りの諸文化を分
析的に見る視点を養うことを目的としている。特に社会学に触れたことのない学生が多いため、で
きるだけ身近な事例を用いた説明を心がけていく。本講義では、メディア論、ジェンダー、カル
チュラルスタディーズをキーワードにして、授業を展開する。

経済学(1a)

授業は講義形式で行う．経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミクロ経済学とマクロ
経済学に分けられる．本科目では，それらのうちのミクロ経済学を学習していく．近代経済学は経
済事象をモデル化して実際の事象を説明していく学問である．本科目で経済事象モデルを説明する
際には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中心にして直観的な理解ができるよう講義
していく．また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その用語の意味について解説してい
く．本科目はミクロ経済学のうち、交易と生産可能性、特化,絶対優位、比較優位等の理解を目標
とする．

経済学(1b)

授業は講義形式で行う．経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミクロ経済学とマクロ
経済学に分けられる．本科目では，それらのうちのミクロ経済学を学習していく．近代経済学は経
済事象をモデル化して実際の事象を説明していく学問である．本科目で経済事象モデルを説明する
際には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中心にして直観的な理解ができるよう講義
していく．また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その用語の意味について解説してい
く．本科目はミクロ経済学のうち、弾力性、価格規制等の理解を目標とする．

経済学(2a)

授業は講義形式で行う．経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミクロ経済学とマクロ
経済学に分けられる．本科目では，それらのうちのマクロ経済学を学習していく．近代経済学は経
済事象をモデル化して実際の事象を説明していく学問である．本科目で経済事象モデルを説明する
際には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中心にして直観的な理解ができるよう講義
していく．また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その用語の意味について解説してい
く．本科目はマクロ経済学のうち、国内総生産、実質GDPと名目GDP等の理解を目標とする．

経済学(2b)

授業は講義形式で行う．経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミクロ経済学とマクロ
経済学に分けられる．本科目では，それらのうちのマクロ経済学を学習していく．近代経済学は経
済事象をモデル化して実際の事象を説明していく学問である．本科目で経済事象モデルを説明する
際には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中心にして直観的な理解ができるよう講義
していく．また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その用語の意味について解説してい
く．本科目はマクロ経済学のうち、貨幣システム、総需要と総供給等の理解を目標とする．

日本経済論(a)

この科目は、日本経済について大学卒業者にふさわしい知識を身に付けるためのものである。日本
経済の現状と課題、およびそれを示す主要指標を学ぶ。最初に日本経済の現状と課題および歴史を
概観し問題意識を高める。そして戦前戦後の日本経済史（戦前の財閥、高度経済成長、石油危機、
バブルとその崩壊など）、財政政策（財政赤字と再建）、金融政策（日銀の役割）、地方経済の活
性化問題（東日本大震災と復興、シャッター通り）をテーマに講義する。おのずと講義の中心は戦
後の日本経済になることに留意されたい。
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日本経済論(b)

この科目は、日本経済について大学卒業者にふさわしい知識を身に付けるためのものである。日本
経済の現状と課題、およびそれを示す主要指標を学ぶ。最初に日本経済の現状と課題および歴史を
概観し問題意識を高める。経済政策の枠組みを学んだあと、財政、金融、地域、企業、雇用、エネ
ルギー、環境などの分野別考察を行い、最後に全体をまとめる。

政治学(1a)

授業は講義形式で行う．政治とは，私たち自身が当事者であるさまざまな問題を共同で解決しよう
とする営みである．人間の自由な活動は日々新たな問題を生み出す．政治学はそうした問題を理性
的に考え，解決や判断を行うための道具箱であると同時に，政治それ自体を批判的に理解するため
の手段である．政治学（１）ではまず，政治学の方法および基礎概念を簡潔に解説する．次に政治
学（１a）では，現代政治学の基本問題のいくつかを取り上げ，その歴史的な経緯を検討してゆ
く．このように，政治学の基本的な考え方を理解し，自身の関心のある問題について議論できるた
めの知識と能力を養うことを目標とする．

政治学(1b)

授業は講義形式で行う．政治とは，私たち自身が当事者であるさまざまな問題を共同で解決しよう
とする営みである．人間の自由な活動は日々新たな問題を生み出す．政治学はそうした問題を理性
的に考え，解決や判断を行うための道具箱であると同時に，政治それ自体を批判的に理解するため
の手段である．政治学（１）ではまず，政治学の方法および基礎概念を簡潔に解説する．次に政治
学（１a）の内容をふまえ政治学（１b）では，現代政治学の基本問題のいくつかを取り上げ，その
現状を検討してゆく．このように，政治学の基本的な考え方を理解し，自身の関心のある問題につ
いて議論できるための知識と能力を養うことを目標とする．

政治学(2a)

授業は講義形式で行い，その中で討論も含む．哲学者たちは古来より政治という営みの本質につい
て，またその在るべき姿について考察してきた．政治とは結局のところ権力者同志の闘争のことで
あるのか，それとも市民の自由な善き生が開花する場なのか．政府はどのような目的のもとで設立
され，その権力行使の限界はどのように画定されるべきか．政治学の目的は，政治という人間の営
為を分析・理解する一方で，政治の現実を変革する可能性を示すことにある．政治学（２）では、
政治学の基本的諸問題を，それらの問題を提起した古典的文献の講読を通じて検討してゆく．政治
学の基本概念を用いて自己の意見を表明し，他者と理性的な議林ができるようになることを目標と
する．

政治学(2b)

授業は講義形式で行い，その中で討論も含む．哲学者たちは古来より政治という営みの本質につい
て，またその在るべき姿について考察してきた．政治とは結局のところ権力者同志の闘争のことで
あるのか，それとも市民の自由な善き生が開花する場なのか．政府はどのような目的のもとで設立
され，その権力行使の限界はどのように画定されるべきか．政治学の目的は，政治という人間の営
為を分析・理解する一方で，政治の現実を変革する可能性を示すことにある．本講義は政治学の基
本的諸問題を，それらの問題を提起した古典的文献の講読を通じて検討してゆく．政治学（２b）
においては、（2a）の内容をふまえさらに時事問題を適宜取り上げ，その中で政治学の基本概念を
用いて自己の意見を表明し，他者と理性的な議林ができるようになることを目標とする．

日本の政治(a)

本授業は日本政治における選挙制度や政治・行政の役割といった、政治学における基本的な知識を
学ぶ。この科目は社会科学的な思考を学ぶことを目標とし、本授業を通じて政治現象に対する見解
を持てるようになることを目的とする。本講義では、戦後日本の政治史（終戦、55年体制、高度経
済成長、低成長、バブル、地方創成の必要、以上の段階での政治的推移）、選挙制度（大選挙区、
中選挙区、小選挙区）と有権者の行動、並びに選挙制度改革を取り上げる。

日本の政治(b)

本授業は日本政治における選挙制度や政治・行政の役割といった、政治学における基本的な知識を
学ぶ。社会科学的な思考を学び、本授業を通じて政治現象に対する見解を持てるようになることを
目的とする。本講義が扱うのは政党、国会の役割、官僚制、地方政治の有り様、利益団体、マスメ
ディアと政治の各項目である。

国際関係論(1a)

授業は講義形式で行う．国際関係論の基礎を幅広く学び，基礎知識をつける．国際関係論（１）で
は，国際関係と現代世界の国際秩序について，主に歴史的変遷と基盤となる理論を扱う．したがっ
て最新の国際情勢か現代的課題を扱うというよりは，国際関係を考える上で必要な基礎を身につけ
ることに主眼を置く．国際関係論（１a）において具体的には，主権国家体制の成立，第一次世界
大戦と戦間期の国際社会，第二次世界大戦と冷戦構造，国連，安全保障といった基礎を学ぶ．こう
して，国際関係の歴史的展開を理解し，国際政治の課題を理解し，変動する国際政治を読み解くこ
とを達成目標とする．

国際関係論(1b)

授業は講義形式で行う．国際関係論の基礎を幅広く学び，基礎知識をつける．国際関係論（１）で
は，国際関係と現代世界の国際秩序について，主に歴史的変遷と基盤となる理論を扱う．したがっ
て最新の国際情勢か現代的課題を扱うというよりは，国際関係を考える上で必要な基礎を身につけ
ることに主眼を置く．具体的には，国際関係論（１a）をふまえ、戦後における国連，安全保障と
いった基礎を学ぶ．こうして，国際関係の歴史的展開を理解し，国際政治の課題を理解し，変動す
る国際政治を読み解くことを達成目標とする．

国際関係論(2a)

国際関係論の基礎を幅広く学び、基礎知識をつけます。国際関係論（１）では、国際関係と現代世
界の国際秩序について、主に歴史から学びます。したがって最新の国際情勢か現代的課題を扱うと
いうよりは、国際関係を考える上で必要な基礎を身につけることに主眼を置きます。国際関係論
（２）は、現代世界の課題を主に扱い、そうした課題と、それに対するグローバルガバナンスの様
相、日本とのかかわりをみていきます。国際関係論（２a）では、グローバリズムとグローバルガ
バナンス 、国際社会の「正義」と公正、国際秩序と国連、国際貿易、先進諸国と地域統合、国際
協力と貧困削減、紛争と平和活動を扱います。
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国際関係論(2b)

国際関係論の基礎を幅広く学び、基礎知識をつけます。国際関係論（１）では、国際関係と現代世
界の国際秩序について、主に歴史から学びます。したがって最新の国際情勢か現代的課題を扱うと
いうよりは、国際関係を考える上で必要な基礎を身につけることに主眼を置きます。国際関係論
（２）は、現代世界の課題を主に扱い、そうした課題と、それに対するグローバルガバナンスの様
相、日本とのかかわりをみていきます。国際関係論（２b）では、地球環境問題と気候変動、人権
思想と人道主義、サイバーと宇宙、人権開発と人間の安全保障、現代世界の紛争と内戦、先進諸国
と地域統合の現在を扱います。

日本国憲法

授業は講義形式で行う．憲法は，日常生活で意識される機会は多くはないが，国家の基本法であり
非常に重要である．本講義では，国家の基本法である憲法の全体像を学ぶことを目標とする．憲法
についてより深く理解するために，まず，法と歴史について概観する．そのうえで，憲法とは何
か，その意義および成り立ち，憲法の基本原理，国家の統治機構の枠組み（司法権，行政権，立法
権），人権（精神的自由権，経済的自由権，社会権等）について，条文および判例を中心に学習す
る．必要に応じて，基本的な法律用語の意味についても説明する．

法学

授業は講義形式で行う．本講義では，法学についての基礎的なことがら概観したうえで，日常生活
において特に身近な法である民法について学ぶ．まず，民法の歴史および構造を概観したうえで，
個別のルール（総則，物権，債権総論，契約）について学習する．具体的設例の検討を通じて学ぶ
ことで，法の規定を理解するだけでなく，身近な出来事を法的に分析することができる能力（法的
思考力）も身につけることが目標である．民法のルールは相互に密接な関連があるため，例えば物
権について学ぶ回であっても，総則，債権などのルールに言及する場合がある．

民法

授業は講義形式で行う．本講義では，日常生活において特に身近な法である民法について学ぶ．具
体的には，債権総論，物権，親族，相続について学習する．具体的設例の検討を通じて学ぶこと
で，法の規定を理解するだけでなく，身近な出来事を法的に分析することができる能力（法的思考
力）も身につけることが目標である．民法のルールは相互に密接な関連があるため，例えば物権に
ついて学ぶ回であっても，総則，債権などのルールに言及する場合がある．

西洋経済史

授業は講義形式で行う．「大航海時代」を出発点にして，「コロンブスの交換」，ヨーロッパとア
メリカ大陸，アジアの経済的関係を概観した上で，オランダの隆盛原因，英蘭の東インド会社，産
業革命の実態と社会的影響力，世界システム論，産業構造の転換，消費型社会の誕生，スタンダー
ド・テクノロジーの登場，世界恐慌とニューディール政策などを講義する．これらを通じて，世界
交易を支配した覇権国家としてのオランダ，イギリス，アメリカ合衆国の盛衰を経済面から考察し
てみる．経済を軸にした「世界の一体化」の過程を理解することを目標とする．

人文地理学(a)

授業は講義形式で行う．地表面における人間の生活や活動のありようを，地域的同質性や差異と
いった空間的視点から考察する人文地理学という学問について概説する．人文地理学の重要な分析
手段である地図や，地域や分布や伝播などの人文地理学における主要概念の理解と応用を目指し
て，各種の具体的な事例を挙げながら解説する．①地表面に生起するさまざまな現象やその特性を
地域の条件や立地する環境との関わりから捉え，その特殊性や一般性を理解すること，②複雑に絡
み合う現代社会の問題について，地理学的な視点から説明したり，新たな問題を発見したりする能
力を養うことを目標とする．具体的には、境界、地域等について学ぶ。

人文地理学(b)

授業は講義形式で行う．地表面における人間の生活や活動のありようを，地域的同質性や差異と
いった空間的視点から考察する人文地理学という学問について概説する．人文地理学の重要な分析
手段である地図や，地域や分布や伝播などの人文地理学における主要概念の理解と応用を目指し
て，各種の具体的な事例を挙げながら解説する．①地表面に生起するさまざまな現象やその特性を
地域の条件や立地する環境との関わりから捉え，その特殊性や一般性を理解すること，②複雑に絡
み合う現代社会の問題について，地理学的な視点から説明したり，新たな問題を発見したりする能
力を養うことを目標とする．具体的には、言語・流行・情報・病気の拡散モデル、社会的相互作用
と空間：重力モデル等について学ぶ。

現代中国論

授業は講義形式で行う．中国の名目国内総生産（GDP）は2010年に日本を追い抜いて世界第２位と
なった．2020年代には米国を抜いて第１位になるとの予測もあり，「21世紀は中国の時代」「世界
の工場」といった中国経済の将来性が期待・注目を集めている．しかしその一方で，ここ数年の経
済成長は（日米欧諸国と比べれば依然として高成長ではあるものの）鈍化傾向にあり，汚職・腐敗
問題や環境問題，少数民族問題といった先行きへの不安要素が取り沙汰されることも増えている．
また，近年の日中関係は靖国神社問題や尖閣諸島問題などをめぐって摩擦が絶えず，1970年代初め
の関係正常化以来で「最悪の状態」との評さえある．本講義では，このような中国内外の現状や諸
問題について，様々な視点から検討してゆく．現代中国を理解するための基礎的な知識の習得を目
標とする．

人
間
科
学
系

教育学(1a)

授業は，講義形式で行う．人間は次世代の育成をつねに考え，そのために努力してきた．それゆえ
教育についての社会的な関心は大変強いのだが，教育それ自体について深く考える機会は多くな
い．この授業では，現代の教育問題を偏見や固定観念にとらわれず議論するための，教育に関する
事実や概念の正確な認識の習得を目指す．この講義では，おもに歴史上の思想家たちによる教育論
を検討していく．続いて海外の教育状況を考察していく．

教育学(1b)

授業は，講義形式で行う．人間は次世代の育成をつねに考え，そのために努力してきた．それゆえ
教育についての社会的な関心は大変強いのだが，教育それ自体について深く考える機会は多くな
い．この授業では，現代の教育問題を偏見や固定観念にとらわれず議論するための，教育に関する
事実や概念の正確な認識の習得を目指す．この講義ではこうした論を単なる知識の習得におわらせ
ず，現代の教育問題にどのように適用できるかを議論していく．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

教育学(2a)

授業は，講義形式で行う．近現代日本の教育について歴史的に考察していく．その出発点として，
いわゆる前近代の教育状況の検討からはじめ，基本的には時代順に現代教育の諸問題まで扱う予定
である．考察の対象は教育についての歴史的事実と思想だけでなく，教育と深く関わる言語や芸
術，社会論なども含める．近現代史に関しては今でも見解の分かれる論点が多数ある．それゆえ講
義では近現代の教育に関する具体的な知識だけでなく，現代の私たちが考え判断するための素材を
提供すべく，可能な限り偏りなく多くの議論を紹介していく．この講義では，おもに前近代から近
代にかけての教育について考察する．

教育学(2b)

授業は，講義形式で行う．近現代日本の教育について歴史的に考察していく．その出発点として，
いわゆる前近代の教育状況の検討からはじめ，基本的には時代順に現代教育の諸問題まで扱う予定
である．考察の対象は教育についての歴史的事実と思想だけでなく，教育と深く関わる言語や芸
術，社会論なども含める．近現代史に関しては今でも見解の分かれる論点が多数ある．それゆえ講
義では近現代の教育に関する具体的な知識だけでなく，現代の私たちが考え判断するための素材を
提供すべく，可能な限り偏りなく多くの議論を紹介していく．この講義では，第二次世界大戦後か
ら現代にかけての教育について考察する．

スポーツ・健康論

授業は，講義形式で行う．人間が生活する上で必要不可欠である「健康」がスポーツとどのように
関連しているかについて，様々な角度から考え，理解する事を目的とする．特に，近年の学生の体
力低下が著しい中，スポーツの重要性，現代社会と生活習慣病の関連，そして，スポーツの実践が
実際に生体にどのような効果をもたらすかなどを扱う．また，睡眠，栄養，喫煙，飲酒，ストレス
など生涯にわたって健康な生活を送るために必要な知識について深く解説する．

心理学(1a)

基本的には講義形式の授業であるが時に心理テストなど色々な体験課題を行う．この講義では，初
めに心理学の研究方法の基礎を学ぶ．そして心理学の基本領域の中で，「学習」という分野を中心
として学び，自己および他者の行動，またその変容について理解することを目的とする．ただ単に
心理学の知識を獲得することを目標とするだけではなく，授業中に行う心理テストやいろいろな課
題，また自分自身の体験と心理学の様々な理論を各自が結びつけることにより，より深く自分自身
を理解することを目標としている．

心理学(1b)

基本的には講義形式の授業であるが時に心理テストなど色々な体験課題を行う．心理学の基本領域
の中で，「欲求」や「動機づけ」の分野をを中心にして学び，自己および他者の行動，またその変
容について理解することを目的とする．ただ単に心理学の知識を獲得することを目標とするだけで
はなく，授業中に行う心理テストやいろいろな課題，また自分自身の体験と心理学の様々な理論を
各自が結びつけることにより，より深く自分自身を理解することを目標としている．

心理学(2a)

基本的には講義形式の授業であるが，時に心理テストなど，いろいろな体験課題を行う．人間の発
達と教育という心理学上の重要なテーマを中心として，遺伝，環境，自己認知の関連を理解するこ
とを目的とする．ただ単に心理学の知識を獲得することを目標とするのではなく，様々な発達心理
学の理論と自分自身のこれまでの発達のプロセスとを比較することによって，これまでの自分自身
の体験や成長過程をより深く理解できるようなることが目標である．この講義では，おもに知的発
達について考察していく．

心理学(2b)

基本的には講義形式の授業であるが，時に心理テストなど，いろいろな体験課題を行う．人間の発
達と教育という心理学上の重要なテーマを中心として，遺伝，環境，自己認知の関連を理解するこ
とを目的とする．ただ単に心理学の知識を獲得することを目標とするのではなく，様々な発達心理
学の理論と自分自身のこれまでの発達のプロセスとを比較することによって，これまでの自分自身
の体験や成長過程をより深く理解できるようなることが目標である．この講義では，おもにパーソ
ナリティや社会性の発達について考察していく．

心理学概論(a)

基本的には講義形式の授業である．「心理学」がひとつの科学としてどのように発展してきたのか
を，最新の知見を通して学んでいく．学習や認知心理学，人格心理学などのいろいろな分野・領域
の心理学に触れ，心の不思議さやその仕組みを理解し，自己や他者への洞察を進めていく．この授
業での体験を通して自己や人間に対する理解を深めることにより，生涯にわたる自己変革と豊かな
人間関係を築いていけるような学習者としての資質向上をはかることを目標とする．本科目では、
乳幼児に関する発達心理学、教育心理学、認知心理学、比較心理学といった観点から、心理学を講
義する。

心理学概論(b)

基本的には講義形式の授業である．「心理学」がひとつの科学としてどのように発展してきたのか
を，最新の知見を通して学んでいく．学習や認知心理学，人格心理学などのいろいろな分野・領域
の心理学に触れ，心の不思議さやその仕組みを理解し，自己や他者への洞察を進めていく．この授
業での体験を通して自己や人間に対する理解を深めることにより，生涯にわたる自己変革と豊かな
人間関係を築いていけるような学習者としての資質向上をはかることを目標とする．本科目では、
人格心理学、臨床心理学、応用心理学といった観点から、心理学を講義する。

心理学入門

講義形式の授業である．ここでは心理学における二つの対立するパラダイムについて概説する．一
つは，知性を「心」の内部に展開する表象活動に由来するもの，したがって人間が自身で作り出す
ものとみなす見方，もうひとつは知性を人間と環境の相互作用が生み出すもの，人間と環境が相互
的に構成するものとみなす見方である．前者は私たちには馴染みが深く，現代心理学の主流派の見
方で，そこから認知科学なども派生してきた．他方，後者はアフォーダンス心理学あるいは生態心
理学と呼ばれ，近代に特徴的な心身二元論を超越しており，今後，革新的理論として隣接領域にも
大きな影響を与えると期待されている．ここでは二つの見方がどのように異なるのか，アフォーダ
ンス理論の革新性とは何かについて学ぶ．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

社会とジェンダー(a)

基本的には講義形式の授業である．ジェンダーとは社会的に作られた性差のことを意味します．私
たちの社会には多くの種類の「性差」があり，今や，ジェンダーという概念は社会について考える
際の最も重要なキーワードの一つになっています．この授業では，ジェンダー概念や男女平等につ
いて学び，また現代社会のジェンダーに関する様々な課題を考えていきます．この科目を履修する
学生は，性差別について気付き，公正や平等といった価値を追求することが求められます．具体的
には，国連と日本の男女平等に向けての動き，女性差別撤廃条約，男性差別，性の多様性などを取
り上げます．

社会とジェンダー(b)

基本的には講義形式の授業である．ジェンダーとは社会的に作られた性差のことを意味します．私
たちの社会には多くの種類の「性差」があり，今や，ジェンダーという概念は社会について考える
際の最も重要なキーワードの一つになっています．この授業では，ジェンダー概念や男女平等につ
いて学び，また現代社会のジェンダーに関する様々な課題を考えていきます．この科目を履修する
学生は，性差別について気付き，公正や平等といった価値を追求することが求められます．具体的
には，ジェンダーの発達心理学，男女間のDV,　少子化対策，メディアなどを取り上げます．

国際化と異文化理解(a)

基本的には講義形式の授業である．国際化が進む現代社会では，様々な文化背景の人々と関わり協
力することが必須である．私たちの日常生活や子どもを取り巻く環境においても，異文化と多文化
共生について理解を深める必要性は高まっている．日本の文化や保育について再認識し，異文化間
で生じる問題と対処方法について理解を深めることを目指す．自分と異なる文化を持つ他の民族に
関心を寄せ，尊重し理解すること，さらに幼児期の発達上の問題をふまえて実際に関わる方法を探
る． 本講義では，言語，文化，コミュニケーション，宗教，生活規範などを取り上げる．

国際化と異文化理解(b)

基本的には講義形式の授業である．国際化が進む現代社会では，様々な文化背景の人々と関わり協
力することが必須である．私たちの日常生活や子どもを取り巻く環境においても，異文化と多文化
共生について理解を深める必要性は高まっている．日本の文化や保育について再認識し，異文化間
で生じる問題と対処方法について理解を深めることを目指す．自分と異なる文化を持つ他の民族に
関心を寄せ，尊重し理解すること，さらに幼児期の発達上の問題をふまえて実際に関わる方法を探
る．本講義では，異文化間摩擦，グローバルエデュケーション，多文化教育，異文化社会への適応
などを取り上げる．

日本文化の伝承(a)

日本文化の一つである「茶道」には華道・香道・能・狂言といった芸能など様々な伝統文化が活か
されている．この講義ではその茶道が現代でどのような役割を果たしているのか，また茶道の歴史
をさかのぼり茶道の真意・点前の意義・懐石の意味やマナー，茶室などの数寄屋建築といった衣食
住の重要性を学ぶ．茶道を中核として広く学ぶことにより日本文化をより深く理解し，現代に生き
る知恵を学ぶことを達成目標とする． 本講義では，茶道，茶の歴史，茶の種類，茶室などについ
て取り上げる．

日本文化の伝承(b)

基本的には講義形式の授業である．日本文化の一つである「茶道」には華道・香道・能・狂言と
いった芸能など様々な伝統文化が活かされている．この講義ではその茶道が現代でどのような役割
を果たしているのか，また茶道の歴史をさかのぼり茶道の真意・点前の意義・懐石の意味やマ
ナー，茶室などの数寄屋建築といった衣食住の重要性を学ぶ．茶道を中核として広く学ぶことによ
り日本文化をより深く理解し，現代に生きる知恵を学ぶことを達成目標とする．本講義では，茶室
の意義と名称，懐石と会席，お点前の意味，茶道とマナーなどを取り上げる．

論理学(1a)

講義形式で行う．論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出すこと）について研究する
学問である．そして推論には正しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を「ちゃんと」
導き出せている推論とそうでない推論があるが），それらがどのような点において区別されるのか
を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「タブローの方法」と呼ばれる方法の学習を通
じてその点を学ぶことになる）．また，そうした学習を通じて論理というものについての理解を深
めてもらうとともに，論理的に考える能力を養うことも目的とする．タブローの方法によって，一
階述語論理の範囲で推論の妥当性を判定できるようになることが達成目標である。論理学（1a）で
は、命題論理の記号言語、真理関数、真理値分析、トートロジー・矛盾・論理的等値、そして命題
論理のタブローについての解説を行う。

論理学(1b)

講義形式で行う．論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出すこと）について研究する
学問である．そして推論には正しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を「ちゃんと」
導き出せている推論とそうでない推論があるが），それらがどのような点において区別されるのか
を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「タブローの方法」と呼ばれる方法の学習を通
じてその点を学ぶことになる）．また，そうした学習を通じて論理というものについての理解を深
めてもらうとともに，論理的に考える能力を養うことも目的とする．タブローの方法によって，一
階述語論理の範囲で推論の妥当性を判定できるようになることが達成目標である。論理学（1b）で
は、述語論理の記号言語、量化と多重量化、解釈と真理値、妥当性と充足可能性、そして述語論理
のタブローについての解説を行う。

論理学(2a)

講義形式で行う．論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出すこと）について研究する
学問である．そして推論には正しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を「ちゃんと」
導き出せている推論とそうでない推論があるが），それらがどのような点において区別されるのか
を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「自然演繹」と呼ばれる方法の学習を通じてそ
の点を学ぶことになる）．また，そうした学習を通じて論理というものについて考えを深めてもら
うとともに，論理的に考える能力を養うことも目的とする．自然演繹と呼ばれる方法を学び，論理
というものについての理解を深めることが達成目標である．論理学(2a)では、様々な推論について
説明した後、論理結合子の否定、「かつ」「または」「ならば」の解説を中心に行う。

論理学(2b)

講義形式で行う．論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出すこと）について研究する
学問である．そして推論には正しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を「ちゃんと」
導き出せている推論とそうでない推論があるが），それらがどのような点において区別されるのか
を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「自然演繹」と呼ばれる方法の学習を通じてそ
の点を学ぶことになる）．また，そうした学習を通じて論理というものについて考えを深めてもら
うとともに，論理的に考える能力を養うことも目的とする．自然演繹と呼ばれる方法を学び，論理
というものについての理解を深めることが達成目標である．論理学（2b）では、命題論理、量化、
術後論理についての解説を中心に行う。
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授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

そ
の
他

ボランティア(1)

学生の自発的な意志により，個人が持っている能力あるいは労力をもって，災害，人権，福祉，平
和などの他人や社会に貢献する国内で行われる無償の活動，すなわち国内におけるボランティア活
動で得られた体験や知見を活動報告書などの所定の書式にまとめ，定められた手続きを行った上
で，その成果が顕著であると認められた者に対して，その活動時間数に応じた単位を認定する．た
だし，政治や宗教に関わるボランティア活動は含めない．

ボランティア(2)

学生の自発的な意志により，個人が持っている能力あるいは労力をもって，災害，人権，福祉，平
和などの他人や社会に貢献する国内で行われる無償の活動，すなわち国内におけるボランティア活
動で得られた体験や知見を活動報告書などの所定の書式にまとめ，定められた手続きを行った上
で，その成果が顕著であると認められた者に対して，その活動時間数に応じた単位を認定する．た
だし，政治や宗教に関わるボランティア活動は含めない．また，この科目はボランティア(1)の単
位を認定された者のみ履修可能である．

教養ゼミナール(1)

教養ゼミナールは，担当教員がそれぞれの専門性を活かしたテーマを設定し，学生が主体となって
調査・研究・発表・討議などを行う教養科目である．教養ゼミナールでは，少人数制教育のもと，
学部・年次を異にする学生間での意見交換や学びあいにより，異なる専門からの知的刺激を受けて
諸問題を複眼的に見る力を涵養し，より広い視野で自らの専門を見ることができる人間になること
を目指す．

教養ゼミナール(2)

教養ゼミナールは，担当教員がそれぞれの専門性を活かしたテーマを設定し，学生が主体となって
調査・研究・発表・討議などを行う教養科目である．教養ゼミナールでは，少人数制教育のもと，
学部・年次を異にする学生間での意見交換や学びあいにより，異なる専門からの知的刺激を受けて
諸問題を複眼的に見る力を涵養し，より広い視野で自らの専門を見ることができる人間になること
を目指す．この科目は，教養ゼミナール(1)の単位を認定された者のみ履修可能である．

教養特別講義(1)

グローバル化した社会で必要とされる人材には，狭い専門領域の知識を使いこなす専門力だけでな
く，確かな基礎学力の上に，国際的で多角的な視野と他者を尊重する姿勢を持ち，主体的に判断し
て現実問題に柔軟に対処できる総合力が求められる．そこで，物事を深く理解するための多面的な
視野の習得や個人の主体的な判断力の育成，国際的な視野を含めたバランス感覚の獲得，専門教育
に対応できる基礎的能力の育成，現代社会を生きるうえで不可欠なコミュニケーション能力の育成
などを目的として，担当教員がそれぞれの専門性を活かしたテーマを設定して，学生の幅広い知的
好奇心に応えるための講義をこの科目では実施する．

教養特別講義(2)

グローバル化した社会で必要とされる人材には，狭い専門領域の知識を使いこなす専門力だけでな
く，確かな基礎学力の上に，国際的で多角的な視野と他者を尊重する姿勢を持ち，主体的に判断し
て現実問題に柔軟に対処できる総合力が求められる．そこで，物事を深く理解するための多面的な
視野の習得や個人の主体的な判断力の育成，国際的な視野を含めたバランス感覚の獲得，専門教育
に対応できる基礎的能力の育成，現代社会を生きるうえで不可欠なコミュニケーション能力の育成
などを目的として，担当教員がそれぞれの専門性を活かしたテーマを設定して，学生の幅広い知的
好奇心に応えるための講義をこの科目では実施する．この科目は，教養特別講義(1)の単位を認定
された者のみ履修可能である．

基礎体育(1)

近年の学生の体力低下が著しい状況の中，基礎体育(1)は主に球技を通して個人の基礎体力と技能
を高めるとともに，集団の中での各々の役割を認識させることによって，コミュニケーション能
力，リーダーシップ等の社会性を養い，生涯スポーツとしての基礎を作るためのものである．種目
としては，ソフトボール，テニス，バレーボール，卓球等が開設され，これらの中から１種目を選
択し，選択種目毎に履修する．また，開設種目毎に体育館，グランド，テニスコート等に分かれて
実技を実施する．

基礎体育(2)

近年の学生の体力低下が著しい状況の中，基礎体育(2)は比較的運動量の大きい種目を通して個人
の基礎体力と技能を高めるとともに，集団の中での各々の役割を認識させることによって，コミュ
ニケーション能力，リーダーシップ等の社会性を養い，生涯スポーツとしての基礎を作るためのも
のである．種目としては，サッカー，テニス，バスケットボール，卓球等が開設され，これらの中
から１種目を選択し，選択種目毎に履修する．また，開設種目毎に体育館，グランド，テニスコー
ト等に分かれて実技を実施する．

応用体育(1)

応用体育は，２年次以上の学生に開設される授業である．活発な身体運動を通して，心身ともに調
和のとれた学生生活を充実させると共に，生涯にわたって健康で活力のある生活を送るための自発
的なスポーツ活動能力やスポーツ場面におけるマネジメント能力を育成するものである．学内で行
う通常授業ではバドミントン・テニス・ゴルフ・球技等が開設される．学外で行う集中授業では夏
期にゴルフ，冬期にスキー・スノーボードが開設される．

応用体育(2)

応用体育は，２年次以上の学生に開設される授業である．活発な身体運動を通して，心身ともに調
和のとれた学生生活を充実させると共に，生涯にわたって健康で活力のある生活を送るための自発
的なスポーツ活動能力やスポーツ場面におけるマネジメント能力を育成するものである．学内で行
う通常授業ではバドミントン・テニス・ゴルフ・球技等が開設される．学外で行う集中授業では夏
期にゴルフ，冬期にスキー・スノーボードが開設される．なお，応用体育(1)の単位修得者のみ履
修可能である．
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授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

外
国
語
科
目

Communication Skills(1)

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である．プレースメントテストを実施し，その結果を踏
まえ履修者を4レベル（基礎，初級，中級，上級）に分け，授業を行う．主にリスニングとスピー
キングの練習を通じて，レベルに応じた英語コミュニケーション能力の向上を目標とする．リスニ
ングに関しては，テキストの文字と音声を照合させながら，音声への抵抗感をなくし，話し言葉に
おける独特のリズムに慣れる．更にペアやグループワークを利用し，平易な英語を用いて，意思疎
通が図れるように練習する．原則，基礎から中級レベルまでは日本語を中心とした説明を行い，上
級クラスでは英語を中心として授業運営を行う．同じ必修科目のReading and Writing(1a),(1b)と
のリンクを図り，同一トピックを各科目で扱うなどして，四技能統合型授業を目指す．

Communication Skills(2)

Communication Skills(1)と同様，一年生全員を対象にした必修科目であり，４つのレベルに分け
た授業を展開する．英語でのコミュニケーション能力を更に向上させることを目標とするが，基礎
レベルでは基本的な表現を復習し，身近で日常の物事に関する簡単な情報交換を行う力を身につけ
る．初級レベルでは簡単な話を作り，聞き取る実力を身につける．中級レベルではより実践的な会
話力を高め，英語話者と緊張なく会話ができるための技術を修得し，自信をつける．上級レベルで
は更に上の英語運用力の開拓を目指し，自分の考えをより正確かつ流暢に表現できる能力の習得を
目指す．本科目は原則，日本語と英語を織り交ぜた演習形式で実施するが，上級クラスでは英語を
中心として授業運営を行う．同じ必修科目のReading and Writing(2a),(2b)とのリンクを図り，同
一トピックを各科目で扱うなどして，四技能統合型授業を目指す．

Reading and Writing(1a)

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である．プレースメントテストを実施し，その結果を踏
まえ履修者を4レベル（基礎，初級，中級，上級）に分け，授業を行う．平易な英語で書かれた
様々な内容の文章を読み，読解力を向上させ，論理的な思考力を養成する．リーディング演習を通
して語彙，文法，構文の基礎力を向上させ，文章の主題を十分に理解するとともに，読んで得た情
報について見解を表現できるようにする．また，トピックの背景を学び，異文化理解，知的好奇心
を高める．同じ必修科目のCommunication Skills(1)とのリンクを図り，同一トピックを各科目で
扱うなどして，四技能統合型授業を目指す．

Reading and Writing(1b)

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である．Reading and Writing(1a)と同じクラス編成
で，より発展的な英語学習を行う．平易な英語で書かれた様々な内容の文章を読み，読解力を向上
させ，論理的な思考力を養成する．リーディング演習を通して語彙，文法，構文の基礎力を定着さ
せる．さらに，文章の主題を正確に理解したうえで，伝わりやすい英語を使って，見解を論理的に
記述する練習を行う．また，トピックの背景を学び，異文化理解，知的好奇心を高める．同じ必修
科目のCommunication Skills(1)とのリンクを図り，同一トピックを各科目で扱うなどして，四技
能統合型授業を目指す．

Reading and Writing(2a)

Reading and Writing(1a)(1b)と同様，一年生全員を対象にした必修科目であり，４つのレベルに
分けた授業を展開する．様々な内容の英文を読み，それに関する見解を英語で書くことを練習し，
読解力と表現力の向上および論理的かつ批評的な思考力の養成する．リーディング演習を通して語
彙，文法，構文の英語基礎力に加えて，パラグラフや全体の構成を把握し，十分に主題を理解する
と共に，幅広い内容について，複数の見解を適切に関連づけ，自分の意見を詳しく記述するライ
ティング力を養成する．また，トピックの背景をより詳しく学びながら，異文化理解を深める．同
じ必修科目のCommunication Skills(2)とのリンクを図り，同一トピックを各科目で扱うなどし
て，四技能統合型授業を目指す．

Reading and Writing(2b)

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である．Reading and Writing(2a)と同じクラス編成
で，より発展的な英語学習を行う．様々な内容の英文を読み，それに関する見解を英語で書く練習
を重ねることで，読解力と表現力の向上および論理的かつ批評的な思考力を養成する．リーディン
グ演習を通して語彙，文法，構文の基礎力を固めつつ，英語の論理展開パターンを理解し，主題を
正確に読み取る力を強化する．さらに，複数のアイディアを適切に関連づけ，自分の意見を説得的
に記述するライティング力を養成する．また，トピックの背景をより詳しく学び，異文化理解を深
める．同じ必修科目のCommunication Skills(2)とのリンクを図り，同一トピックを各科目で扱う
などして，四技能統合型授業を目指す．

Basic English Training(a)

本科目では，初級レベルの学生を対象に，英語の基礎力を定着させることを目的とする。具体的に
は、基本的な語彙や基礎文法の確認をしていく。また，比較的短い読み物の読解や，学んだ語彙や
文法を用いたセンテンスライティングも行う。読む，書く、聴く、話すといった英語の4技能のう
ち特に基本的な英語を読む、書くといった2技能を中心に学んでいく。様々な教材を利用しなが
ら、英語の基礎力を身につけることによって、英語に対して苦手意識を持っている学生も含めて英
語への興味を持たせることを目指す。

Basic English Training(b)

本科目では、初級レベルの学生を対象に、英語の基礎力を定着させることを目的とする。具体的に
は、基本的な語彙や基礎文法を確認するとともに、平易な英語が聴き取れるようになるように、リ
スニング練習を重ねていく。読む、書くの2技能に加えて、聴く、話す、も含めた英語の4技能のす
べての基礎を固めていく。様々な教材を利用して、英語だけでなく英語圏の文化への興味を深めな
がら、学んだ内容を使って身近な事柄についての表現活動も行う。

Grammar(1a)

本科目では，既習の基本的な文法を確認し，復習することを目的とする．平易な英文を読む際に，
その理解の基礎となる文法力を養う．また，身の回りの出来事や個人的な経験について，日常生活
語彙を用いて文章で表現する際に必要な文法事項を取り上げ，学習した知識を正確な英文で表現で
きるような基礎力を養う．また，構文の知識を深めるために，文の分析を行い，文法および構文の
形式とそれが表す意味について検討を加えていく．

Grammar(1b)

本科目では、高等学校までに学んだ既習の基本的な文法を確認し、復習、理解することを目的とす
る。平易な英文を理解するために必要である基礎的な文法力を養う。具体的には、接続詞や関係代
名詞、関係副詞といった文構造をより複雑にする文法事項や、仮定法や条件文といった表現力をよ
り豊かにするために必要な文法事項を中心に文法問題演習を行う。さらに、構文の知識を深めるた
めに文の分析を行い、文法および構文の形式とそれが表す意味について検討を加えていく。
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授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

Grammar(2a)

本科目では，基礎的な既習英文法を体系的に捉え直し，アウトプットに向けて文法理解をより一層
深めることを目的とする。これまでに学んできたことを基礎として、日常的な出来事などの身近な
事柄に関して，英語で文章を正しく書く力を培う。具体的には、文法問題演習だけではなくセンテ
ンスライティングおよびパラグラフライティングを行い、今までに学習した英文法が平易な文にお
いてどのように機能するのか演習を通じて理解し，実際に使用できるようにすることを目指す。

Grammar(2b)

本科目では，基礎的な既習英文法を体系的に捉え直し，アウトプットに向けて文法理解をより一層
深めることを目的とする．今まで学習した英文法が，より複雑な文においてどのように機能するの
か演習を通じて理解し、実際に使用できるようにする。より専門的な内容に関する言い回しや論文
における文構造にも目を向ける。到達目標として、専門分野などの幅広い内容において，明瞭かつ
詳細なパラグラフを作ることができることを目指す。

Test Taking Skills(1a)

本科目では，TOEICなどの資格試験の受験経験があまりない学生を対象に，効果的に点数を獲得す
るためのスキルの修得を目指す．資格試験で頻出の文法事項を初歩から徹底的に復習することで文
法基礎知識の定着を図ると共に，語彙力を増強し，リスニング，読解力を養成する．リーディング
では，素早い読解に必要なスキミング，スキャニング力を，リスニングでは，短い設問のポイント
を素早く掴むコツをそれぞれ身につけていく．特にリスニングでは，イギリス，カナダ，アメリ
カ，オーストラリアなど，国によって異なるイントネーションやアクセントにも対応できるよう演
習を重ねる．

Test Taking Skills(1b)

TOEICなどの試験で得点を獲得するのは英語力のみならず、出題の特有な傾向をつかみ、万全の対
策を取る必要がある。効果的なスコアアップを狙うために、リスニング力を高めること。リスニン
グは適切に対策を取るとかけた時間に応じて点数が向上する。この時間ではリスニングを重視す
る。こうした対策に加えて、時間管理術の心得も大切。時間配分から問題の先読み、ペン先の動か
し方、効率的に時間を管理すること。さらにできない難問に見切りをつける方法も必要である。ひ
とつの問題でつまづき、最後までたどり着いたことが難しいことが避けたい。このような試験なら
ではの「捨てるスキル」も身につける。

Test Taking Skills(2a)

本科目では，問題演習をこなすことで，資格試験の問題の傾向やパターンへ対応力をしっかり身に
つけていく．曖昧な点についてはその都度きちんと理解し，疑問点は必ず解消するようにして，苦
手な箇所に重点をおきながら学習に取り組んでいく．高得点獲得に必要なスキルに焦点を当てなが
ら，英語学習の方法論や姿勢まで身につけることで，目標スコア到達の先に広がっている可能性を
意識し，学習意欲を高めていく．リスニングでは完璧に近い理解をめざし，リーディングでは速読
訓練により，問題の解答速度アップを目標にして，本番での対応力を身につけていく．

Test Taking Skills(2b)

本科目では、Test Taking Skills(2a)に引き続き、語学資格試験での高得点を目指した演習を中心
に授業を展開する。英語能力向上のために聞く、読む、話す、書くの4技能を効率よく、学習して
いく。レベルとしては各語学試験における中級以上のレベルの資格獲得を目指す。授業では、試験
に対応できるテキストを使用して、徹底的に問題演習を繰り返し、設問方式に慣れていくことも求
められる。受講に際しての制限は求めない。

Test Taking Skills(3a)

本科目では，主に海外の大学進学希望者を対象に，IELTS，TOEFLなどの資格試験での高得点取得を
目指す．授業では，英文の効率的な読み方・聞き方を本格的に修得し，「試験の各設問では何が問
われているのか」を確実に把握する． 語彙や文法問題が苦手な人には読解を再確認し，日常的に
英語に触れる機会のない人にはリスニング力を中心に効果的にスコアを伸ばせる授業をアレンジす
る．同時に，スコア達成に必要不可欠なレスポンス力，速読の秘訣，時間配分の育成も図り，早く
読む練習，正答率を上げるストラテジーを学んでいくことで，本番での対応力を身につける．

Test Taking Skills(3b)

本科目では、Test Taking Skills(3a)に引き続く内容の授業を行う。海外への大学進学希望者を対
象としているので、そのために必要な語学試験対策となる。こうした試験では海外の授業内容に模
した出題も多くあることから、授業の中で海外での授業形式等についても確認しつつ、英語力を高
める演習を行っていく。試験対策講座の最上級クラスであるため、最終的に各語学試験において留
学のできるレベルという意味での高得点を獲得することを目標とする。

Critical Reading(1a)

本科目では，平易な英文をたくさん読むことで、英文に親しみ、適切なスピードでストレスなく読
み進めるスキルと自信を養成する．精読とは異なるアプローチ（多読・速読中心）により，英語を
英語のまま理解する力を伸ばすと共に，読み物の内容や背景について考えようとする姿勢も身につ
ける．基本的なリーディングストラテジーを段階的に身につけ，直読直解につなげることを目標と
する．また、読んだ内容に対する考えを、平易な英語で発話する練習を行う。

Critical Reading(1b)

本科目では，平易な英文をたくさん読み，基本的な英語読解力の定着をはかる．英語を英語のまま
の語順で理解する力を前提として，読み物の内容や背景について分析する．基本的なリーディング
ストラテジーを段階的に身につけ，直読直解を更に定着させる．さらに，英語を通じて、多様な文
化を紹介することで、批評的思考の基礎となる、積極的に英文のメッセージを読みとろうとする好
奇心や，それに対して自分の意見を発信する意欲を養成する．
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授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

Critical Reading(2a)

本科目では，基本的な文法事項を学んだ学生を対象にし，雑誌記事や論説文，学術論文などを通じ
て，英語読解力を鍛え，論理的な議論や表現方法を学ぶ．多種多様な英文を読みこなしていくこと
で，語彙を増やしながら，定型表現などに触れ，英文の論理を読み解く力を養成する．パラグラフ
の構成を学び、１語ごとや１文ごとに集中するのではなく、文章全体としての構成や論理の流れを
捉える読み方を身につける。文章の主張やその背景を分析することで、アカデミック・スキルの基
礎となる論理的に考える力を養うことを目標とする。

Critical Reading(2b)

パラグラフを意識したリーディング経験を増やし、英語特有の表現方法や，日本語と英語との言語
構造や習慣の違いなど，言語に対する洞察を行うことで，より深い英文理解を目指す．ディスカッ
ションや英語で意見を述べるなど，スピーキングやライティングの技能も共に鍛えることで，文章
読解のより深いレベルを目指す．論理的に展開される英文を読む経験を通じて、学生自らも、ト
ピックに応じて、自ら疑問や論点を発見し、論理的な構成を意識した議論を展開することを目標と
する。

Critical Reading(3a)

本科目では，欧米の新聞記事やニュース，学術的な文章などを通じて，物事を深く理解するための
多面的な視野を習得する事を目標とする．英文の表面的な意味の把握だけでなく，筆者の主張や立
場，その背景にある社会事象や文化などもリーディングを通じて学ぶ．また，英語によるディス
カッションやライティングなど，リーディングを土台にしたうえで，コミュニケーションや表現力
などアウトプットのスキルも総合的に鍛えることを目指す．基礎的な英文を正確に理解し読みこな
す力があることが受講の前提となる．

Critical Reading(3b)

英文読解力を前提として、本科目では、英語を読むという行為を通じて、学生が自らの知的欲求を
満たし、自分に必要な情報を得て、多面的に思考を深める実践的方法を学ぶ。履修者の希望や授業
担当者の提案などにより、テーマを決め、履修者がより主体的に英文読解を進める。文章のなかで
論じられていることが、社会とどのように繋がっているのかを分析し、議論する。グローバル社会
のなかで、意見や価値観を自ら育て、柔軟な視点で学び続けていくための思考力や発信力を養成す
る。

Critical Listening(1a)

本科目では，初級レベルの学生を対象とし，特に聴解力養成に主眼を置いた授業を展開する．授業
では，英語と日本語の音声の違いを確認し，英語特有の発音やリズム，そして脱落，同化，弱化，
リエゾンなどの音声変化を体系的に習得しながら，英語を正しく聴き取る力を身に付けていく．そ
して，日常生活での簡単な会話表現を学びながら，ロールプレイやペアワークなどの演習を通し
て，英語でのコミュニケーション力を養うことを目指す．

Critical Listening(1b)

本科目は，初級レベルの学生を対象とし，英語による基礎的な聴解力を伸ばすことを目的とする．
具体的には，英語の音声の特徴（リズム，ピッチ，アクセント，音声変化等）を学んだ上で，英語
の音声インプットに多く触れ，英語を英語のままで適切に聴解する力を身につける．さらに，聴い
て理解した内容を発表したり，相手と伝え合ったりする活動を行う．それによって，聞くことに基
づく英語のコミュニケーション能力を伸ばすことを目指す．

Critical Listening(2a)

本科目では，主に映像作品や英語圏の音楽などの文化的な教材を活用して英語を学ぶ．リスニン
グ，ディクテーション，読みの演習を交えながら，英語特有の音声変化やリズムに慣れ，速いテン
ポの会話も聞き取れるようになることを目指すほか，シチュエーションに応じた英語表現を学んで
いく．そして，場面の再演，ロールプレイなどを通して，英語での発話力の向上にもつなげる．ま
た，授業で扱う文化的産物に表象された歴史や文化的背景，社会問題を知り，それに関する討論な
ども行いながら異文化理解を深め，批評的思考を養う．

Critical Listening(2b)

本科目では，英語圏の映像作品や音楽などの文化的かつ真正性の高い教材を通し，より実践的な英
語の聴解力を養うことを目的とする．そのために，英語のリズム，アクセント等の基本的な音声特
徴を確認した上で，異なる場面やシチュエーションでのスピーチや会話に触れ，英語による発話の
多様性について理解を深める．さらに，討論や発表を通し，各状況における発話の特徴や，使用さ
れる英語表現を学ぶ．学んだことに基づき，スピーチやペアワーク等の活動を行い，状況に応じた
コミュニケーション能力の育成を目指す．

Critical Listening(3a)

本科目でも，映像作品や音楽などの文化的な教材を活用しながら，さらなるリスニング力向上を目
指す．標準的な英語の発音だけでなく，様々な国で話される英語のアクセントにも慣れ，また，多
岐にわたる場面で発話される英語のニュアンスをくみ取り，それを実際に運用できる能力も養う．
さらに，扱う教材に関するリサーチプレゼンテーションや討論も行うことで，批評的に読み，聴
き，考える力も高めていく．授業は原則として英語で行われる．

Critical Listening(3b)

本科目では，異なる国々や人々についての教材を通し，世界で話される多様な英語を聴解する力を
さらに向上させる．具体的には，英米圏以外の地域の英語に触れ，発音，アクセント等の音声的特
徴を学ぶ．そして，多岐にわたる場面で発話される英語のニュアンスをくみ取り，話者の「いいた
いこと」を適切に聴解する訓練を行う．さらに，扱う教材に関するリサーチプレゼンテーションや
討論を行うことで，批判的思考力や異文化理解，異なる国々や人々への受容性を養う．授業は原則
として英語で行われる．
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授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

Communication Strategies(1a)

本科目は，初級レベルの学生を対象とした技能向上型の科目である．対話形式の演習により，英会
話を行う上で必要な基礎的な技術を身に付け，人前で臆せず話せるようになるための自信を培うこ
とを目標とする．4技能を統合した能動型授業活動を通じて，言語発話や内容理解の過程に目を向
け，学生自身の考える力も伸ばすことを目指す．そのため会話の演習に留まらず，リーディングや
ライティング活動を踏まえた討論等の授業活動を重視する．

Communication Strategies(1b)

Communication Strategies(1a)に引き続き，対話形式の演習を行い，英会話の基本的な技術を運用
する練習をさらに積んでいく．言語的な能力・技術の向上はもちろんのこと，身振り等の言語外の
要素からもその状況に適した対応をできるように演習を行い，コミュニケーション能力を身に着け
ることを目標とする．スピーキング・リスニングの能力向上のみならず，リーディング・ライティ
ングにも応用できる技能を高める演習も盛り込む．

Communication Strategies(2a)

本科目は，中級レベルの学生を対象とした技能向上型の科目である．多種多様な文化的・社会的事
項に目を向け，言語としての英語のみならず，英語圏の文化・社会的背景に対する理解を深めるこ
とを目標とする．本科目ではリーディングやライティング活動を踏まえた4技能統合型の能動学習
活動を促すことに加え，使用に注目した文法理解にも目を向ける．英語に関する教養や技能向上を
推し進めることで，上級クラス履修の足掛かりとする．

Communication Strategies(2b)

Communication Strategies(2a)に引き続き，対話形式に留まらず，様々な状況において英語でなさ
れるコミュニケーションでの内容理解および自己表現の能力向上を目標とする．コミュニケーショ
ンの能力の向上のためにはアメリカ合衆国やイギリスをはじめとする英語圏諸国諸地域の文化や社
会背景の理解も重要であるため，そうした知識も積み重ねながら言語能力の向上に努める．

Communication Strategies(3a)

本科目は，上級レベルの学生を対象とした技能向上型の科目である．対話形式の演習を通じて，効
果的な意見の伝え方や発話の言語構造に目を向けることで実践的な英語力向上を目指す．一般会話
に縛られた活動を飛び越え，自らの意見を説得力ある形で英語にて産出する演習を重ねる．ペア
ワーク・ディスカッション活動やスピーチ後の質疑応答等によって，よりアカデミックな考察力や
教養を培い，グローバルな社会人としてのスキルを身に付けることを目標とする．本科目はでは英
語の使用を原則とする．

Communication Strategies(3b)

コミュニケーション演習の上級クラスとして，引き続き効果的な意見の伝え方や発話王増の理解を
さらに深める学習を行う．日常会話だけでなく，アカデミックな内容を含めた状況でのコミュニ
ケーション能力を高めるため，より高度なレベルの語彙力や読解力を磨く内容の演習も行ってい
く．英語のみで授業を進めていくため，それに資する能力のある学生の参加を求める．

Academic English(1a)

今日，大学では学問領域を問わず，いかなる分野でも自らの考えを構成し，効果的に発表できるよ
うに、プレゼンテーションやパラグラフ・ライティングの能力が求められる。Academic English(1
a)では英語の基礎スキルを土台として，大学生に必要なリサーチ，プレゼンテーション，ライティ
ングのスキルの養成をねらいとする．テキストとオンライン教材を使ってグローバルな状況を意識
した授業を実施する．英語プレゼンテーション基礎として英文原稿作成のための文章構成，論の展
開，発表スタイル，また質疑応答の仕方について学ぶ。

Academic English(1b)

今日，大学では学問領域を問わず，いかなる分野でも自らの考えを構成し，効果的に発表できるよ
うに、プレゼンテーションやパラグラフ・ライティングの能力が求められる。Academic English(1
b)では，Academic English(1a)で修得した基礎スキルを土台として，英語レポートによる発表や英
語プレゼンテーションを通じてコミュニケーション能力を強化するための訓練を重ねる。受講者ど
おしで互いに評価し合い、視聴者としての姿勢についても学ぶ。

Academic English(2a)

Academic English(1a)(1b)で習得した・英語プレゼンテーションやパラグラフ・ライティングの能
力をさらに高めるため，課題テーマへのグループ・プロジェクトを取り入れる．そのプロセスでは
受講生が相互評価し合い，発表後に改善について議論を行う．効果的なプレゼンテーション技能の
修得，及びライティングによる表現力向上によって，さらに自己発信能力を高めることを目指す．
モデルプレゼンテーションを視聴し、テーマやパフォーマンスについてグループ・ディスカッショ
ンを重ねる。

Academic English(2b)

Academic English(2a)の継続に加えて、受講者が個人的にプレゼンテーションのためのテーマ設定
やそのためのリサーチを実施し、パラグラフ・ライティングによる発表原稿の作成をもとにクラス
発表を行う。オンライン教材よく利用されるTEDや学術雑誌・論文のサマリーなども教材として活
用し，実践的なコミュニケーション能力を習得することをねらいとする．
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授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

Academic English(3a)

海外留学やインターンの希望者や経験者，また将来，職業・研究等で高い英語コミュニケーション
能力を必要とする人向けの科目である。受講生の関心に合ったテーマをもとにプロジェクトを設定
し，そのプロセスでは英語による問題発見及び解決のためのディスカッションを重ねてテーマを探
求する．個人及びグループによる活動を混ぜ合わせながら，対話，交渉，問題解決に必要なコミュ
ニケーション能力の修得をめざす。授業は原則英語で行われる。

Academic English(3b)

海外留学やインターンの希望者や経験者，また将来，職業・研究等で高い英語コミュニケーション
能力を必要とする人向けの科目である。Academic English(3a)　でのアクティブ・ラーニングを継
続しながら、実践強化を目的に海外からの留学生やインターンとの協同学習を実施する。授業での
交流を通じて、グローバル意識を高め、積極的なコミュニケーション活動を強化することをねらい
とする。授業は原則英語で行われる。

英
語
科
目
（

教
養
）

Literature in English(1a)

本科目は，初級レベルといえる英語圏の絵本や，児童文学を含む平易な文学作品をはじめ，様々な
作品に多く触れることによって読解能力を伸ばすと共に，文学を知り，理解するための入門コース
である．英語圏だけでなく，英訳された他言語圏の文学を扱い，詩，戯曲，小説，自伝など，さま
ざまな文体と形式をもった作品を活用しながら，文学の土台となる知識を深める。また、文学作品
を自分なりに解釈し、それを他の学生たちと共有することで、多様な視点を知り、グローバルな社
会に積極的に参与するモティベーションを高める。

Literature in English(1b)

文学品の様々な形式をふまえたうえで、より多くの文章や作品に触れることで、文学を批評的に読
むことを学ぶ．文作品を聴くこと及び読むことによって理解し，文学作品に含まれるテーマ，登場
人物，視点，背景，シンボリズムなど，作品分析に欠かせない要素に着いて学び、そうした要素を
活用することで、新しい解釈が生まれることを体験し、１つの解釈だけでは片付けられない文学の
面白さを学ぶ。文学の批評の基礎的な論点を用いながら、自分の感想を論理的に述べる方法を実践
的に学ぶ。

Literature in English(2a)

本科目では，Literature in English(1)の既修者や，すでに文学に馴染みのある学習者を対象と
し，英語圏だけでなく，英訳された他言語圏の文学も扱いながら，文学理解をさらに向上させる．
作品分析・批評の手法を確認しながら，作品の内容のみならず，作家や作品の文化的・歴史的・社
会的背景についての知識を深め，読解力，分析力，批評力を高めていく．授業は，発表や討論を中
心に進められる他，クリエイティブライティングのコツも学んでいき，簡単な創作活動にも挑戦す
る試みを行う場合もある．基本的な英文が理解できることが前提となる。

Literature in English(2b)

本科目では，Literature in English(1)の既修者や，すでに文学に馴染みのある学習者を対象と
し、文学作品を通じて、自らの見聞を広げ、思考を鍛錬する方法を学ぶ。これまで学んで来た文学
作品をもとに、自らが作品を選び、丁寧に読み込み、考察し、その解釈を他の履修者たちと共有す
る。文学にまつわる知識やアカデミック・スキルをもとに、文学作品が自分にどのような視点を与
えてくれたのかを明らかにし、より広い社会的文脈のなかで、その作品がどのようなメッセージを
発しているのかを考える。基本的英文が理解できることが前提となる。

Global Culture(1a)

世界には多様な文化がある．複雑化した今日の社会をより理解しようとするためには，様々な民
族，宗教，生活様式，歴史等の「文化」を考慮することが多分に求められている．本講座では，世
界の文化を学問的に理解するための入門講座として位置づけられている．授業で扱う具体的なテー
マ例としては，欧米圏の社会風俗や世界各地の神話伝承，言語の歴史といった内容があげられる．
上記等のテーマを通じて異文化に触れ，異文化と自国文化との差異を考察することで，個々の受講
者自身にとって重要な気づきを得ることができるだろう．講義は日本語で行い，受講に関して特別
な要件は設けない．

Global Culture(1b)

世界における多様な文化についての理解を深め，学問的な考察まで発展させるための基礎を学ぶ．
Global Culture(1a)における入門編に引き続き，多様に設定されるであろうテーマに基づいた内容
について，自主的に調査し，自身の言葉でまとめて議論する準備を整えることを目標とする．欧米
を中心とした諸外国の異文化に触れることで、今後の人生を豊かなものにするための深い洞察力を
養いたい。講義は日本語で行い，受講に関する特別な要件は設けない．

Global Culture(2a)

一口に文化といっても，その内容には多様性がある．本講座では，世界の文化に関するトピックを
取り上げて，それについて多角的に考察し，議論することを目的とする．例えば，アメリカの黒人
文化を扱う場合，社会状況，様相，アメリカ大陸へ辿り着いた歴史，使用言語等，様々な視点でそ
の文化の特徴を考察することで，トピックに関するより深い理解が得られるだろう．またそうした
考察，議論を通じて新たな視点が生みだされ，他の事例に応用できることも期待できる．原則とし
て，英語を使用する講座となるため，ある程度英文や英語の音声に慣れている学生の参加を求めた
い．

Global Culture(2b)

設定されたテーマについてより深く理解するための手法を学ぶ．最終的にテーマについての自身の
見解を論理的に表現し，説得力のある内容を伝えることができるようにすることを目標とする．
テーマに関しては，欧米の文化が選ばれるため，特に英語による資料を多数使用することが求めら
れる。また，より深い議論ができるように，テーマに関する幅広い知識を得る手法も学んでいく．
そのため，英語での授業についていける学生の受講を期待する．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

Language Sciences(1a)

言語学は過去から現在に至るまでの言語を対象とし，その形式や役割を分析・研究する学問範囲で
ある．人間の主要行動の一つである言語を分析することで，人々がどのようにして言語と向き合
い，使用し，発展させているのか，また言語とは何かを問う．本講義は入門科目として，初めて言
語学を学ぶ学生（文理を問わない）を対象とする．言語学の諸分野（音声学，音韻論，形態論，統
語論，意味論，語用論等）を切り口にして言語の成り立ちや構成，メカニズムを考察する．講義は
日本語で開講し，履修のための特別な事前条件は設けない．

Language Sciences(1b)

本講義はLanguage Sciences (1a)の履修を前提とした科目である。(1a)にて扱った言語学諸分野
（音声学，音韻論，形態論，統語論，意味論，語用論等）を基に、(1b)では簡単な分析を通じて能
動的に言語の成り立ちや構成，メカニズムを考察する。我々の「ことば」に対する知見を広げるこ
とで，教養を高めることを目標とする．講義は日本語で開講し，履修のための特別な事前条件は設
けない．

Language Sciences(2a)

言語活動は単に意味伝達の手法に限らず，むしろ規律正しく構成された社会行動でもある．本講義
は実証的な観点から我々の言語活動を科学する．本科目では言語の実例に基づき，言語の音声分析
や会話構造の規律性といったマイクロ分析や，言語学における統計学などマクロ的な手法を導入す
る．これら分析手法は文理を問わず他分野に応用できる教養である．本科目は原則英語で行う．ま
た，入門科目であるLanguage Sciences(1a),(1b)との同時・事前履修が望ましい．

Language Sciences(2b)

本科目はLanguage Sciences (2a)の延長線上に位置している。(2a)にて扱った言語分析手法を切り
口として，各種分析手法の理解や実践を経て，最終的には実際に研究を行い結果の産出が出来るよ
うになることを目標とする．本科目は原則英語で行う．また，入門科目であるLanguage
Sciences(1a),(1b)との同時・事前履修が望ましい．

Global Society(1a)

インターネットで繋がれた現代社会においては，情報は瞬時に全世界へと流れていく．そしてその
情報の大半は，英語によってもたらされる．この科目では，刻々と変化する現代社会で起きている
出来事について，英語を通じて情報収集し，理解し，批判的考察を行うための基礎力を養うことを
目的とする．扱う内容は，受講生にとって身近な話題である，世界の同年代の人々の生活や，文
化，価値観等である．第一クオーターでは，受講生はまず，ソーシャルメディアを含め，世界には
どのようなメディアがあり，どのような内容の情報がそこで流通しているのかについて理解を深め
る．なお授業は英語で行う

Global Society(1b)

第一クオーターで基本的な知識を得た世界のメディア流通している情報について，詳細な理解を得
られるよう，多種多様な読解および聴解を行っていく．具体的には, 一つの話題について，異なる
メディアから情報を収集し，聞き取り→理解→読解→比較分析のサイクルを繰り返す．最終的に
は，得られた情報を基にして，関連する内容を自らの言葉で発信することを最終目標とする．さら
に情報と情報の関連性，つながりのある情報の取捨選択，選んだ情報の批判的読解の手法について
の理解を深め，必要に応じてそれらを使いこなしていく能力を涵養することを副次的な目標とす
る．なお授業は英語で行う．

Global Society(2a)

Global Society(1a)(1b)で学んだ知識を基に，グローバルシチズンシップの感覚を養うことを目的
として，英語を通じて情報収集し，理解し，批判的考察を行っていく．この科目を通して，他人を
尊重すること，個人の権利と責任，人種・文化の多様性の価値など，グローバルな社会の中で円滑
な人間関係を維持するために必要な事柄への気づきや発見を促すことを目的とする．扱う地域や話
題は，地球規模で起きている環境問題や人種，紛争問題，その背景となる歴史，経済問題等を主と
する．受講生はこれらの話題について正確に内容を理解し，自らの意見を発信することが期待され
る．なお授業は英語で行う

Global Society(2b)

Global Society(1a)(1b)(2a)を通じた学習の最終段階として，グローバルシチズンシップの観点に
立って，履修者の興味関心がある話題を各自一つ取り上げ，それについての情報をメディアから拾
い，順番に発表していく．一つの発表に対して，他の履修者はディスカッションポイントを見つ
け，質疑応答を重ねてその内容について自らの理解を深めていく．最終段階として，他履修者との
議論によって深めた内容を反映させて，選んだ話題に関する自分の意見をブログ形式にまとめ，発
信できる形へ精緻化していく．書くことによって，グローバルな社会での自らのスタンスを再発見
することを副次的な目標とする．なお授業は英語で行う．

海外・特別選抜セミナー

本科目は，世界各国に関わる様々な議題を扱う上級者向けの講座である．外国語学習と密接に関わ
る文化・社会背景に注目し，領域横断的な学習活動を経て教養を身に付けるとともに，他者を理解
し尊重する姿勢を培う．日本を含む世界各国の歴史，文化，社会情勢，経済問題などについて知識
を深めながら，批評的な考察を行い，議論や発表を通して，自らの考えを明確に表現できる力を養
う．グローバル社会において様々な他者と関わる中で，自分が何をしたいか，何をすべきか，何が
できるかを常に考えながら生きることができる基盤を築きたい．

外国語特別講義(a)

本科目は，世界各国に関わる様々な議題を扱う上級者向けの講座である．外国語学習と密接に関わ
る文化・社会背景に注目し，領域横断的な学習活動を経て教養を身に付けるとともに，他者を理解
し尊重する姿勢を培う．グローバル社会において様々な他者と関わる中で，自分が何をしたいか，
何をすべきか，何ができるかを常に考えながら生きることができる基盤を築きたい．本科目では原
則として日本語・英語にて開講するが、状況やトピックに応じて他外国語での開講もあり得る。

共
通



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

外国語特別講義(b)

本科目は，世界各国に関わる様々な議題を扱う上級者向けの講座である．特に時事問題にスポット
ライトをあてながら外国語学習と密接に関わる文化・社会背景に注目し，領域横断的な学習活動を
経て教養を身に付けるとともに，他者を理解し尊重する姿勢を培う．グローバル社会において様々
な他者と関わる中で，自分が何をしたいか，何をすべきか，何ができるかを常に考えながら生きる
ことができる基盤を築きたい．本科目では原則として日本語・英語にて開講するが、状況やトピッ
クに応じて他外国語での開講もあり得る。

ドイツ語(1a)

本科目はドイツ語初級者向けの授業である．ドイツ語がどのような言語であるかを理解し，人称代
名詞や動詞の変化など，最も初歩的な文法事項を習得していく．そして，それら基底知識を活用し
て，短文理解や，挨拶や自己紹介をはじめとした，簡単な会話表現ができるようになることを目指
す．授業ではドイツ語技能検定試験（独検）5級レベルを見据え，日常生活でよく使われる簡単な
表現や会話を演習を通して身につけると共に，ドイツ語圏の文化や社会にも触れていく．
 

ドイツ語(1b)

本科目はドイツ語（1a）に引き続く初級者向けの授業である．ドイツ語がどのような言語であるか
を理解したうえで，人称代名詞や動詞の変化などの文法事項を確認していく．そして，それら基底
知識を活用して，短文理解や，挨拶や自己紹介をはじめとした，簡単な会話表現の訓練も繰り返し
行う。授業ではドイツ語技能検定試験（独検）5級レベルで使用される文法事項、語彙の習得と共
に，ドイツ語圏の文化や社会への理解も深める．
 

ドイツ語(2a)

本科目は原則ドイツ語(1)を履修済みの学習者を対象とする．基礎的な動詞の使い方や，名詞の性
と格など初級文法全般を身に付け，日常生活に必要な基礎表現の習得，発音精度の向上を目指し，
より幅広い話題での読解力やコミュニケーション能力を会得する．また，また，授業ではドイツ語
圏諸国に関する歴史や社会，文化背景などの話題を扱い，異文化理解も深めていく．ドイツ語技能
検定試験（独検）4級レベル以上への到達を目指し，簡単な内容のコラムや記事などの文章を読む
等のより実践的な演習が中心となる．

ドイツ語(2b)

本科目は原則ドイツ語(1)およびドイツ語（２a）を履修済みの学習者を対象とする．ドイツ語（２
a）で学んだ基礎的な動詞の使い方や，名詞の性と格など初級文法全般を復習して，日常生活に必
要な基礎表現の習得を目指す。また、発音精度の向上も目指し，より深い読解力やコミュニケー
ション能力を会得する．また，また，授業ではドイツ語圏諸国に関する歴史や社会，文化背景など
の話題を扱い，異文化理解も当然深めていく．ドイツ語技能検定試験（独検）4級レベルの理解力
を目指し，実践的な演習を行っていく．

フランス語(1a)

本科目はフランス語初級者向けの授業である．フランス語の基礎的な文法事項や発音の習得や，辞
書の使い方を定着することで，中級以降へ進むための基盤を培う．実用フランス語技能検定試験
（仏検）5級レベルへの到達を目標に設定し，単に文法や単語を覚えるだけでなく，演習を通し
て，習熟度を高めていく．授業においてはフランス語の基本的な語彙や文法項目を中心に，簡単な
作文や日常会話で頻度の高い基本的表現の理解と運用を重視すると共に，フランス語圏文化や社会
についても学んでいく．

フランス語(1b)

本科目はフランス語初級者向けの授業で、フランス語（１a）の後続科目である．引き続きフラン
ス語の基礎的な文法事項、発音の仕方の習得や，辞書の使い方を徹底的に反復練習にて覚えこむ。
実用フランス語技能検定試験（仏検）5級レベルへの到達を目標とし、このレベルの文法、語彙に
ついてはほぼ理解ができるような演習を行う．また、フランス語の基本的な語彙や文法項目、日常
会話における基本的表現の理解と運用を重視しながら，フランス語圏文化や社会についても理解を
深めていく．

フランス語(2a)

本科目は原則フランス語(1)を履修済みの学習者を対象とする．フランスの歴史や社会，文化背景
など幅広い話題に注目しながら，平易な内容の読解活動などを通じて既習の文法知識を定着させ
る．フランス語の質問に対し，聴いて理解でき，それに対する応答が臆さずできるようになるだけ
でなく，フランス語圏諸国に関しての知識を増やしながら，ある程度の分量の文章を正確に読み解
く力の習得を目標とする．実用フランス語技能検定試験（仏検）3級～4級レベル到達を目指す．

フランス語(2b)

本科目は原則として、フランス語(1)およびフランス語（２a）を履修済みの学習者を対象とする．
これまでに習得したフランスの歴史や社会，文化背景などの理解をさらに深めながら，コミュニ
ケーション力をさらに高めるための文法知識、語彙の能力向上に努める．フランス語で質疑応答が
でき，ある程度の分量の文章を正確に読み解く力の習得を目標とする．授業の演習を通じて実用フ
ランス語技能検定試験（仏検）3級～4級レベル到達を目指す．

スペイン語(1a)

本科目はスペイン語初級者向けの授業である．スペイン語圏の社会・文化について学びながら，ス
ペイン語の基礎的コミュニケーション能力の獲得を目指す．具体的には発音練習や辞書の使用法へ
の理解を基に，本言語独特な動詞の活用や時制の用法など最も初歩的な文法事項の定着と運用力の
構築を目指す．授業では発音練習，基本的な挨拶表現や言い回しの練習から始まり，品詞変化や活
用を理解するための演習が中心となる．また，自己・他者紹介や日常生活でよく使われる平易な表
現が運用できるよう発話を中心にした活動も行う．

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

スペイン語(1b)

本科目はスペイン語初級者向けの授業であり、スペイン語（１a）の後続科目である．スペイン語
圏の社会・文化について理解を深めながら，引き続き、スペイン語の基礎的コミュニケーション能
力の獲得を目指す．スペイン語の発音練習や辞書の使い方といった基本的な語学演習を基に，スペ
イン語という言語に独特な動詞の活用や時制の用法などの文法事項の理解を促す演習も行う．さら
に，日常生活でよく使われる平易な表現がしっかり運用できるよう会話練習を中心にした活動も
行っていく．

スペイン語(2a)

本科目は原則スペイン語(1)を履修済みの学習者を対象とする．基礎的なスペイン語を理解し，初
歩的な文法を駆使し日常生活に必要な表現や幅広い話題における文の運用に注目する．スペイン語
圏諸国の歴史や社会，文化背景を扱いながら，基礎文法の理解を固め，より複雑な文章を理解し運
用出来るようにする．授業では，ある程度まとまった文の読解活動や，身近な話題に関する表現や
質疑応答を伴う発話活動などを中心に行う．授業においては適時，必要に応じて発音練習や文法事
項の解説，語彙の確認を行う．

スペイン語(2b)

本科目は原則的にスペイン語(1)とスペイン語（２a）を履修済みの学習者を対象とする．これまで
に扱ったスペイン語の基礎的な文法、語彙、発音を再復習し，段階的により高度な文法を、日常生
活に必要な表現などを学んでいく．スペイン語圏諸国の歴史や社会，文化背景に関するディスカッ
ション、リーディング教材を扱いながら，文法の理解を固め，自身で運用出来るようになることを
目指す．また、授業においては適時，必要に応じて発音練習や文法事項の解説，語彙の確認を行
う．

イタリア語(1a)

本科目はイタリア語初級者向けの授業である．イタリア語の最も基礎的な文法事項を学び，発音を
習得しながら，イタリア語の初歩的なコミュニケーション力を培う．特に，挨拶や自己紹介など日
常生活で必要となる表現が適切に使えるようになることを目指す．辞書の使用法も学びながら，発
音練習を重ねると共に，ペアワークなどを通して臆せず発話ができる力を獲得する．授業では，基
礎文法の定着を目標とした活動や演習を行うほか，イタリアの文化にも触れていく．

イタリア語(1b)

本科目はイタリア語初級者向けの授業であり、イタリア語（1a）科目の後続授業である．左記科目
に引き続き、イタリア語の最も基礎的な文法事項、語彙、発音を学び，イタリア語の初歩的なコ
ミュニケーション力を培っていく．日常生活で必要となる表現を中心に実用t京奈場面での語学能
力の向上を目指す．基本的な辞書の使用方法も学びながら，発音練習も繰り返し行って、イタリア
語の音に慣れていく．授業では，基礎文法の定着を目標とした活動や演習を行うほか，イタリアの
歴史や文化にも深く理解できるような演習も行う．

イタリア語(2a)

本科目は原則イタリア語(1)を履修済みの学習者を対象とする．発音を含む基礎文法の知識をさら
に深めることで，より実践的な水準に到達することを目的とする．一般会話における言い回しや表
現を身に付けることに限らず，幅広い話題において比較的簡単な文の発話や筆記が出来るようにな
ることを目指す．授業では歴史や社会，文化などイタリア語に関する背景知識を扱いながら，ある
程度まとまった文章の読解活動も行う．授業においては適時，必要に応じて発音練習や文法事項の
解説，語彙の確認を行う．

イタリア語(2b)

本科目は原則イタリア語(1)およびイタリア語（２a）を履修済みの学習者を対象とする．イタリア
語の発音を含む基礎文法の知識をさらに深めることを第一の目標にする，これまでの授業に引き続
き、一般会話における言い回しや表現を身に付けることに限らず，幅広い話題において比較的簡単
な文の発話や筆記が出来るようになることを目指す．授業では、イタリアに関する歴史や社会，文
化などをイタリア語で書かれた書物を利用して理解し，そうした理解を通じて、ある程度まとまっ
た文章の読解活動も行う．授業においては適時，必要に応じて発音練習や文法事項の解説，語彙の
確認を行う．

中国語(1a)

本科目は中国語初級者向けの授業である．基本的な語法を学ぶとともに，発音の練習に重点を置
き，中国語独特の音声構造が体に染み込むまで徹底的に訓練すると共に，長い歴史に培われてきた
中華文明のエッセンスもあわせて紹介する．中国語のローマ字表記が間違いなく発音できるように
なること，簡単な中国語を聴き取り，声調（tone）を判断し，なおかつローマ字で表記できること
を目指す．簡単な会話や自己紹介も臆さずできる心持ちも育みたい．

中国語(1b)

本科目は中国語初級者向けの授業である．また、基本的に中国語（１a）科目を履修していること
が前提の科目である。引き続き、基本的な語法を学ぶとともに，発音の練習に重点を置き，中国語
独特の音声構造が体に染み込むまで徹底的に訓練することを目的とする。中国語を通じて、中国事
情もあわせて紹介する．中国語での簡単な会話や自己紹介が冠水できる程度の語学能力を身に着け
ることを最終的な目標とする．

中国語(2a)

本科目は原則中国語(1)を履修済みの学習者を対象とし，そこで学んだ事柄を土台にして中国語の
基礎を確立する．発音の反復練習を続けながら，より複雑な語法と表現に踏み込み，短文読解を通
して中国語独特のロジックを体感することで，今後とも継続して自学自習できる素地を固めてい
く．より実践的な会話練習も行いながら，「中国問題」と呼ばれる事象も取り上げ，現代中国の実
状にもアプローチする．中国語の簡単な読み書きとリスニングができるレベル，具体的には中国語
検定４級以上を目指す．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

中国語(2b)

本科目は原則的に中国語(1)および中国語（２a）を履修済みの学習者を対象としている。これらの
科目で学んだ事柄を土台にして、中国語をより深く学んでいく．引き続き発音の反復練習を続けな
がら，より複雑な語法と表現の習得に努める，そして、継続して自学自習できる素地を固めること
も全科目から引き続き目指して、実践する．段階的に高度な会話練習も行いながら，「中国問題」
と呼ばれる事象も取り上げ，現代中国の実状をテーマにしたディスカッションも行う．

アラビア語(1a)

本科目はアラビア語初級者向けの授業である．基本的事項としてアラビア語文字といくつかの定型
表現への理解を深め，挨拶や日常生活で身近な会話表現や言い回しを学習する．基礎的なアラビア
語の発音や規則を理解し，初歩的な文法を使って日常生活に必要な表現や文が運用できることを目
標とする．またアラビア語母語話者の文化や生活習慣について学び，アラブ・イスラム文化につい
ての理解を深める．基本は演習形式で進め，ロールプレイなどを用いて日常生活でよく使われる平
易な表現を会得できるよう発話を中心にした活動も行う．

アラビア語(1b)

本科目はアラビア語初級者向けの授業である．またアラビア語（１a）の後続科目であるので、引
き続いての受講が望ましい。基本的なアラビア語文字といくつかの定型表現への理解をさらに深
め，引き続き挨拶や日常生活で身近な会話表現や言い回しを学習する．初歩的な文法を使って日常
生活に必要な表現や文が運用できることを目標とする．また、アラビア語の学習を通じて、アラビ
ア語母語話者の文化や生活習慣について学び，理解を深める．授業は，日常生活でよく使われる平
易な表現を中心に演習により学習していく．

アラビア語(2a)

本科目は原則アラビア語(1)を履修済みの学習者を対象とする．基礎的なアラビア語の文法や語彙
を復習し，挨拶や簡単な会話内容に限らず，より幅広い場面でのコミュニケーションが行える力を
養う．アラビア語の基礎的な文法事項・単語の定着を目標とするほか，アラビア語圏諸国の歴史や
社会，文化背景について理解を深めることも目指す．授業では，ある程度まとまった文の読解活動
や，身近な話題に関する表現や質疑応答を伴う発話活動などを中心に行う．

アラビア語(2b)

本科目は原則アラビア語(1)およびアラビア語（２a）を履修済みの学習者を対象とする．基礎的な
アラビア語の文字体系等を習得していることを前提に、文法や語彙の力をさらに高めていく。より
幅広い場面でのコミュニケーションが行える力を養うための演習を繰り返す．アラビア語自体の読
み書き能力の定着のほかに，アラビア語を通じたアラビア語圏諸国の歴史や社会，文化背景につい
て理解を深めることも目標とする．授業では，ある程度まとまったニュースなどの文章の読解活動
や，独特な文化に関する表現や質疑応答を伴う発話活動などを中心に行う．

韓国語(1a)

本科目は韓国語初級者向けの授業である．韓国語の文字や発音，初歩的規則を学習し，中級以降へ
進むための基底能力を付ける．韓国語文字（ハングル）を定着させ，基本語彙，初歩的文法を習得
しながら，日常生活における基本的表現の会得を目指す．授業では辞書の使い方から始まり，発音
練習，会話表現の言い回し，読み書きを含む演習を中心に活動する．こうした韓国語の学習を基盤
に，韓国の文化，歴史や，韓国人の価値観等も考察し，韓国語・韓国文化への理解を深めていく．

韓国語(1b)

本科目は韓国語初級者向けの授業であるが、韓国語（１a）を履修していることが望ましい．全科
目に引き続き、韓国語の文字や発音，初歩的規則を学習する。韓国語文字（ハングル）の読み書き
能力を定着させ，基本語彙，初歩的文法を習得しながら，日常生活で使用できる実用的な表現の会
得を目指す．授業では演習形式で、辞書の使い方や発音練習、会話表現の言い回し等の学習を行
う．韓国語の教材を通じて、韓国の文化，歴史や，韓国人の価値観等も観察し，韓国語・韓国文化
への理解を深めていくことも目標となる．

韓国語(2a)

本科目は原則韓国語(1)を履修済みの学習者を対象とする．既習の韓国語の文型，語彙，表現を基
礎に，新しい表現を徐々に加え，目，口，耳を使った総合的な訓練を繰り返し行う．韓国の歴史や
社会，文化背景など幅広い話題に注目しながら，平易な内容の読解活動などを通じて，韓国語能力
試験初級以上の取得にも対応できるようにする．授業は基本的に演習形式で，基本的表現の練習や
自己表現，相手への質疑応答などを含む発話活動を行う．日常会話に必要な豊富な語彙を習得して
いくと共に，豊かな表現力を身につけていく事を目標とする．この授業では，韓国語能力試験初級
合格も目指したい．

韓国語(2b)

本科目は原則的に韓国語(1)および韓国語（２a）科目を履修済みの学習者を対象とする．これまで
に扱った韓国語の文型，語彙，表現の内容を復習しつつ，さらに新しい表現を徐々に加えて、4技
能の総合的な訓練を行う．韓国の歴史や社会，文化背景など幅広い話題をトピックとして扱いなが
ら，韓国語能力試験初級以上の取得にも対応できるようにする．授業では、基本的表現の練習や自
己表現，相手への質疑応答の練習を中心とした演習を行う．この授業の演習を通じて，韓国語能力
試験初級合格も目指したい．

日本語表現(a)

本科目は本学で学ぶ留学生に向けた日本語科目である．一定の日本語力を保持しながらも，より高
い運用能力の構築や日本に関する知識・教養に興味のある留学生を対象とする．日本語特有の複雑
な会話構造や文法，言語に関する態度や規律等，日本語の使用に目を向けた様々な授業活動を行
う．また，ペアワークやディスカッション等を活用し，授業内外問わず能動的に日本語が使用でき
る環境を提供する．日本語能力試験に耐えうる力の育成や，日本における文化背景や社会情勢等に
理解を深めることを目指す．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

日本語表現(b)

本科目は本学で学ぶ留学生に向けた日本語科目である．履修に際しては日本語表現（a）も受講済
みであることが望ましい。そして、高い運用能力の構築や日本に関する知識・教養に興味のある留
学生を対象とする．引き続きこの科目では、日本語特有の複雑な会話構造や文法，言語に関する態
度や規律等，日本語の使用に目を向けた様々な演習を行う．日本語能力試験に耐えうる力の育成
や，日本における文化背景や社会情勢等に理解を深めることも目指していく．

SD PBL(1)

東京都市大学の導入教育と位置付け、“心に学びの灯を点ける”教育プログラムとする。ねらいと
授業計画は、総合力をもって社会変革に挑むためのリテラシー・コンピテンシーの修得をめざし、
都市に集約されるような地球的かつ複合的な問題に対して未来志向の視点からボーダーを超えて取
り組む心構えを育む。具体的には、シナリオなどによって提示される問題をはらむ状況の中から解
決すべき課題を見出し、その解決に取り組む過程で知識を獲得し対話により思考を深化させる体験
を通して、専門分野に対する興味・関心を喚起し大学での学修への動機づけを促す。授業形態や評
価は、チームで取り組むことで他者と学び合う姿勢やスキル修得の機会を設け、自己主導型で能動
的な学習と自己省察を促し、チーム及び個々の学習の過程と結果を把握する評価方法を用いる。到
達目標は、専門家としての視点のあり方と大学における自らの学びのスタイルを身につけることで
ある。

共同

SD PBL(2)

卒業研究へつなぐ役割をもつ科目とする。ねらいと授業計画は、総合力をもって社会変革に挑むた
めのリテラシー・コンピテンシーの修得をめざし、都市に集約されるような地球的かつ複合的な問
題に対して未来志向の視点からボーダーを超えて取り組む。具体的には、現実に存在するような問
題をはらむ状況の中から解決すべき課題を見出し、その解決を目指す過程で新たな知識を獲得しつ
つ、教養科目や専門科目で得た理論や知識を再構成して活用する。さらに、議論や指摘により自ら
の思考を検討し深化させる体験を通して、専門的な立場から課題解決に挑む基本的なツールやスキ
ルを学ぶ。授業形態や評価は、チームで課題解決を目指すと共に、自己主導型で能動的な学習と自
己省察を促し、チーム及び個々の学習の過程と結果を把握する評価方法を用いる。到達目標は、ど
のようなチームや状況においても自らの能力を発揮できるスキルと姿勢を身につけることである。

SD PBL(3)

卒業研究や卒業後の学びへつなぐ統合的・学際的な科目とする。ねらいと授業計画は、総合力を
もって社会変革に挑むためのリテラシー・コンピテンシーの修得をめざし、都市に集約されるよう
な地球的かつ複合的な問題に対して未来志向の視点から解決策を提案する。具体的には、問題の本
質を見極め複数レベルの解決案を導き出し多角的な検討を加えて最適解を選択する過程で、自ら知
識を獲得しつつ既知の理論や知識を再構成する。それを実践に活用して新たな知や価値の創造を経
験し、持続可能社会構築の原動力となるイノベーション創出の意義や、専門分野に立脚した幅広い
視野や課題発見・解決能力、起業家マインドの重要性を知る。授業形態や評価は、他分野混合の学
習共同体で多様な情報や考え方を共有して課題解決を目指し、其々の学習状態を把握する評価方法
を用いる。到達目標は、自らの能力を発揮して問題解決に貢献するスキルと姿勢を身につけること
である。

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

微分積分学(1)

微分積分学は2つの量の関係，いわゆる関数の性質を調べる科目であり，数学のみならず自然科学
や工学等の様々な分野を支える重要な役割を担っている． 微分積分学(1)では一変数関数の微分法
と積分法の基本的な事項について講義を行う．数列および関数の極限，逆三角関数や双曲線関数な
どの初等関数，テイラーの定理，極値問題，区分求積法による定積分の定義，不定積分の計算，広
義積分などが主な内容であり，これらを修得することが目標である．

微分積分学(2)

微分積分学は2つの量の関係，いわゆる関数の性質を調べる科目であり，数学のみならず自然科学
や工学等の様々な分野を支える重要な役割を担っている．微分積分学(1)に引き続き，微分積分学
(2)では多変数(主に２変数)関数の微分法と積分法の基本的な事項について講義を行う．偏微分法
では合成関数の微分法，テイラーの定理，極値問題，重積分法では重積分の定義と累次積分，重積
分の変数変換(極座標変換)などが主な内容であり，これらを修得することが目標である．

線形代数学(1)

線形代数学は線形空間(ベクトル空間)とその上の線形写像の性質を調べる科目であり，数学のみな
らず自然科学や工学等の様々な分野を支える重要な役割を担っている．線形代数学(1)では行列と
行列式の理論を中心に講義を行う．ベクトルの内積と外積，行列とその演算，正則行列および逆行
列，行列式とその性質，掃き出し法による連立一次方程式の解法などが主な内容である．これらの
事柄を理解し，計算方法に習熟することが目標である．

線形代数学(2)

線形代数学は線形空間(ベクトル空間)とその上の線形写像の性質を調べる科目であり，数学のみな
らず自然科学や工学等の様々な分野を支える重要な役割を担っている．線形代数学(2)では線形代
数学(1)で修得した事柄を用いつつ，数ベクトル空間を中心とした線形空間と線形写像の基本的な
事項について講義を行う．主な内容として線形空間の基底と次元，線形写像とその表現行列，内積
空間とベクトル，固有値と行列の対角化などを扱う．

微分方程式論

微分方程式はさまざまな物理現象を記述するものとして広く研究されている．方程式の解が得られ
たならば，その現象がある意味理解できたことになる．一般に微分方程式を解くのは困難なことで
あるが，ある種の微分方程式については，解法が十分に調べられている．この講義では常微分方程
式を考察の対象として，求積法によって解ける１階正規形微分方程式の解法を述べる．さらに２階
微分方程式について，応用上重要な線形方程式を中心にその解法を述べる．

ベクトル解析学

微分積分学は関数の微分積分，線形代数学はベクトルや行列および線形性に関する理論であった
が，これらを総合し，ベクトル関数の微分積分について学ぶのがベクトル解析学である．この講義
においては，ベクトルの基本的な演算である内積・外積の計算から始め，ベクトル関数による曲線
や曲面の表示およびその微分や偏微分そして積分について学んだ上で，スカラー場・ベクトル場の
概念とそれらの勾配・回転・発散と線積分・面積分に関する諸定理を学ぶ．

P

B

L

科
目



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

フーリエ解析学

フーリエ解析は関数を周期関数の重ねあわせとして表現することによって，その関数の性質を研究
する学問であり，数学のみならず，例えば信号処理や画像処理などの理工学の様々な分野において
幅広く研究・活用されている．この講義ではフーリエ級数およびフーリエ積分(変換)の基本的な事
項について講義を行う．また，フーリエ変換に密接に関連したものであるラプラス変換について，
その基本的な性質および線形常微分方程式への応用についても解説する．

数理統計学

統計学は，調査や実験で収集したデータ（観測値）から客観的な意思決定を行う場面において必要
不可欠な手段であり，理工学，医学，経済学などあらゆる分野で利用されている．本講義では，統
計的推測を理解する上で必要な確率変数や確率分布の基本を解説し理解する．また，数理統計学の
根幹である推定と検定の基本を解説し，データの集め方，情報の読み取り方など現実の場面でデー
タを処理・解析できる能力を演習を行いながら身につけていく．

自
然
科
学
系

物理学(1)

力学の基本概念を正確に理解し，理工学の基盤となる質点に対するニュートンの運動の法則を正し
く運用する能力を習得する．特に，速度，加速度，力などの基本的な概念を正確に理解し，質点に
対して運動方程式を正しく立て，その解から運動を論じる能力を習得する．これらの能力の習得に
よって，専門教育に対応できる基礎的能力の育成を目標とする． 授業の前までに，教科書の前回
の講義内容にあたる部分をよく読むなどして理解の確認を行うとともに，授業後には，講義で解説
があった項目の演習問題を解くなどの自学自習を行う必要がある．

物理学(2)

力学の基本概念を正確に理解し，理工学の基盤となる質点系及び剛体に対するニュートンの運動の
法則を正しく運用する能力を習得する．特に，ポテンシャルエネルギーや運動量などの基本的な概
念を正確に理解し，また質点系や剛体に対して並進及び回転の運動方程式を正しく立て，その解か
ら運動を論じることができる能力を習得する．これらの能力の習得によって，専門教育に対応でき
る基礎的能力の育成を目標とする． 授業の前までに，教科書の前回の講義内容にあたる部分をよ
く読むなどして理解の確認を行うとともに，授業後には，講義で解説があった項目の演習問題を解
くなどの自学自習を行う必要がある．

物理学(3)

流体，振動，波動といった連続体の力学をテーマとして，様々な自然現象の普遍的な原理を理解し
数学的に抽象化するという物理学の思考法を習得する．物理学の公式がどのような原理から導かれ
たものか理解し，現実の現象に物理学の公式を応用し，物理量の大きさを把握することで，現実の
物理現象の解釈や物理量の測定方法を物理学の原理から考案する能力を習得する．これらの能力の
習得によって，専門教育に対応できる基礎的能力の育成を目標とする． 授業の前までに，教科書
の前回の講義内容にあたる部分をよく読むなどして理解の確認を行うとともに，授業後には，講義
で解説があった項目の演習問題を解くなどの自学自習を行う必要がある．

物理学(4)

熱力学をテーマとして，様々な自然現象の普遍的な原理を理解し数学的に抽象化するという物理学
の思考法を習得する．物理学の公式がどのような原理から導かれたものか理解し，現実の現象に物
理学の公式を応用し，物理量の大きさを把握することで，現実の物理現象の解釈や物理量の測定方
法を物理学の原理から考案する能力を習得する．特に，マクロスコピックな熱力学的現象を正確に
理解し，その現象がミクロスコピックな分子運動で記述されることを理解する．これらの能力の習
得によって，専門教育に対応できる基礎的能力の育成を目標とする．授業の前までに，教科書の前
回の講義内容にあたる部分をよく読むなどして理解の確認を行うとともに，授業後には，講義で解
説があった項目の演習問題を解くなどの自学自習を行う必要がある．

電磁気学基礎

電気、磁気、電流、電波など、電磁気学と呼ばれる電気磁気現象全般について、身近な現象や題材
をもとに理解する。さらに、これらの現象が数学的に４つの基本法則から説明できることを学ぶ。
なお、電気磁気現象全般について、専門教育に対応できる基礎的能力を修得することを達成目標と
する。具体的には、１．電磁気学の公式がどのような原理や基本法則から導かれたか理解してい
る。２．現実の物理現象に電磁気学の公式を適用し、物理量の大きさを把握できる。３．現実に生
じる電磁気現象の解釈や電気計測の原理を電磁気学から理解できる。

物理学実験

物理現象を自分で確かめ解析するという体験的な学習を通じて，実験の適切な計画と実施，データ
を正確に記録し分析を行い，その結果をレポートにまとめる手法を学ぶ．本授業は3段階の授業計
画に基づいて授業を進める．①個別実験：受講者が個別に実験を行い，データを解析し，目的とす
る物理量とその誤差を得る．②各論実験：基本3名がグループを作り，専門的な実験を行う．③フ
ルレポート実験；各論実験を行い，理工系技術者が書けなければならない実験結果のレポートを作
成する．これらの能力の習得によって，専門教育に対応できる基礎的能力の育成を目標とする．
達成目標に挙げた項目を習得するために，実験日前日までに，実験に必要な知識を確認し，実験計
画を立てる．実験計画に基づいた実験を行い，得られた実験結果を整理・分析し，考察する．一連
の作業を行うために，十分な自宅学習時間を行う必要がある．

化学(1)

理工学系大学生の素養として，物質の構造や性質に関する基礎知識を初歩から解説する．講義で
は，化学物質の分類，命名法などを紹介したのち，量子力学の考え方をふまえて，電子の波動性と
粒子性，原子の構造，元素の特徴，周期律，共有結合，金属結合，イオン結合などについて解説
し，各種の有機化合物，無機化合物の構造，性質に関する基本的事項を紹介する．さらに，原子間
力や分子間力の性質を紹介し，物質の三態，相変化，気体の状態方程式などについて解説する．

化学(2)

理工学系大学生の素養として，物質の変化に関する基礎知識を初歩から解説する．講義では，熱力
学第一法則を紹介して各種の反応熱，熱化学方程式などについて解説したのち，熱力学第二法則を
紹介してエントロピー，自由エネルギーなどの考え方を修得させる．さらに，反応速度，相平衡，
化学平衡などについて解説し，具体例として沸点上昇，凝固点降下，浸透圧などの溶液の束一的性
質を紹介する．また，理工学の各分野に関わりのある事例として，酸と塩基，酸化と還元，電池，
電気分解などについて解説する．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

化学実験

（概要）理工学系大学生の素養として，身のまわりの現象を分子・原子レベルで理解するための体
験的学習をおこなう．また，共同研究者と協調しながら，実験を合理的に計画・実施し，実験結果
を適切に分析したうえで，他者に対して効果的に説明する能力を養う．実験内容は，以下の通り．
実験器具や化学薬品の使い方，実験室の管理，色素の合成と繊維の染色，磁気テープの作成，河川
水や大気中の環境汚染物質の定量分析，金属イオンの定性分析，中和滴定，有機物の分離，炭酸水
素ナトリウムなどの無機化合物の合成，アセトアニリドなどの有機化合物の合成，発酵法によるエ
タノールの合成

共同

生物学(1)

生物学を体系的かつ科学的に理解するために必要な知識と概念を身につけさせるために，本講義で
は生命の誕生から現在に至るまでの進化や生命の維持機能（同化や異化），生命の連続性等の事柄
についてマクロな視点とミクロな視点を織り込みながら解説を行う．また生物に関して個体から集
団や群集といった多角的な捉え方の習得や生物の相互作用や関係性などの環境と生物とのかかわり
や生態についても考えさせることによって，生物学に対する幅広い見識と判断力の醸成へ導く．

生物学(2)

生物における生命現象への理解を深め，かつ生物学的な物の見方や考え方を学ぶことにより基礎的
な生物学的事象について説明出来るようになるために，本講義では生物学の基礎知識である細胞分
裂，遺伝，恒常性等のミクロな視点に関する内容から動植物の生存戦略や生物に関する諸問題等と
いったマクロな視点の内容を解説する．これらの講義により，生物学一般に対する基礎的事項の習
得を図るとともに生物学に関する基本的な見識と判断力を身につけさせる．

生物学実験

（概要）生物に関する基礎的知識を習得させるために，形態，生態，微形態，解剖，生理の実験お
よび観察を行わせる．また，基本的な実験器具の使用法，コンピュータを活用したデータの処理法
を解説する．
（オムニバス方式／全28回）
（4 福田　達哉／4回）
植物の形態と微形態
（4 福田　達哉／4回）
植物の生態と解剖
（11 中島　保寿／4回）
動物の形態と解剖
（4 福田　達哉／4回）
微生物と細菌の形態
（11 中島　保寿／4回）
動物と植物の生理
（4 福田　達哉／2回）
植物野外観察
（11 中島　保寿／4回）
動物野外観察
（11 中島　保寿／2回）
データ処理

オムニバス方式

地学(1)

われわれをとりまく地球や宇宙のなりたちを理解し，人間生活に関わる自然環境のしくみについ
て，基礎的なことがらを学ぶ．また，自然災害や，産業活動の基盤となる資源の利用に関わるさま
ざまな問題について，判断する能力を身につけることを目標とする．授業は講義形式で行い，映像
を用いて地球の歴史，地質時代と生物の進化，地球の内部エネルギーとプレートテクトニクス，地
震や火山の活動，水循環を通した地表での物質循環，風化や浸食，堆積のサイクル，第四紀の海水
面変動と東京の地形，などを学び，さらに地震・火山の災害や，液状化などの地盤災害について実
例を通して学び，地学で学ぶ様々な知識を活用できるよう配慮する．

地学(2)

超銀河団や銀河の巨大ブラックホール，ニュートリノ観測など，宇宙の大構造から，鉱物の結晶格
子や固溶体などミクロの世界まで，時間と空間のスケールを変えながら地学現象を学ぶ．また地球
上の多様な自然環境についての学習を深め，人間生活に関わる自然環境のしくみについて，より深
く理解する．気候変動の要因となる海洋大循環や深層流とその変動，海洋島での生態系，最終氷期
以降の生態系の変化，大航海時代や産業革命以降の生物種の絶滅など，自然と人間との関わりで生
じるさまざまな問題について具体的事例を通して学び，自然と人間との関わりで生じる問題に合理
的に対応する能力を身につける．

地学実験

身のまわりの自然のおいたちを，武蔵野台地の地形，地質から学び，さらに関東周辺地域の活断層
や火山地形を扱う．野外での地形・地質観察の他，室内での航空写真の読図，コンピュータを用い
た衛星画像解析，薄片観察や機器分析を通して，岩石・鉱物・化石から情報を取り出す作業を行
う．野外実習では自然災害についても学び，天気図の読図や基礎的な気象観測，天体観測も実施す
る．これらの作業を通して，地学の対象となる様々な自然現象や変動に対して，原因と結果の因果
関係を科学的に理解できる基礎的能力を身につけることを目標とする．

共同
実験40時間

実習20時間

情
報
系

情報リテラシー演習

（概要）情報社会において理工学分野の学生に求められる情報技術に関する知識と利活用能力の養
成を目的とし，OSやアプリケーションソフトウェアの実習を通したコンピュータ操作の基本的技能
と応用的実践力の習得，コンピュータシステム（ハードウェア，ソフトウェア，ネットワーク）の
動作原理や著作権法に代表される各種情報関連法の理解，メディアリテラシーや情報倫理観の育成
を行うと共に，現代社会において不可欠な情報セキュリティに対する意識や主体的な情報発信力の
向上を図る．
（オムニバス方式／全14回）
（53 志田　晃一郎／7回）
コンピュータ操作の基本的技能と応用的実践力の習得
（12 西村　太樹／7回）
コンピュータシステムの動作原理や著作権法に代表される各種情報関連法の理解，メディアリテラ
シーや情報倫理観

オムニバス方式

コンピュータ概論

現代社会の基盤として重要な役割を果たしているコンピュータやネットワークの内部構成や動作原
理を理解することを目的とし，コンピュータにおけるデータの内部表現や論理回路，CPUの構造な
どのハードウェアに関する知識，OSの構成や役割，アルゴリズムとプログラミングなどのソフト
ウェアに関する知識，ネットワーク構成やプロトコルに関する知識，システムの信頼性や暗号化技
術などの情報セキュリティ技術に関する知識など，理工学分野においてコンピュータを扱う上で必
要となる知識の習得を，講義形式の授業で行なう．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

プログラミング基礎

理工学分野の学生にとって不可欠な論理的思考能力の養成を目的とし，基本的なアルゴリズムの構
築とそのアルゴリズムをプログラミング言語で表現する技法を習得する．対象言語としてはCを用
いるが，プログラミング言語自体の習得を目的としているわけではないため，言語固有の仕様など
は極力簡素化している．その一方で，プログラムの動作検証に必要なテストデータの作成や統合開
発環境を用いたデバッグなど，プログラム開発工程に不可欠な作業の理解も実習を通して行ってい
く．

数値解析

コンピュータを利用する理工学分野で必要となる数学・自然科学の諸問題をコンピュータで解くた
めの基本アルゴリズムを講義形式の授業と課題により学習する．具体的には誤差，単一方程式，行
列，補間法，微分・積分および常微分・偏微分方程式までの数学的解法について，コンピュータを
利用して解くためのさまざまな数値解析の基本的アルゴリズムを習得し，これらの計算原理を基に
した計算シミュレーションの手法について学習すると共に，コンピュータ活用技術の向上を図る．

理
工
学
教
養
系

技術者倫理

理工学研究者，技術者あるいは教職希望者として，現代社会で最低限知っておくべき倫理を具体例
を交えながら幅広く講義する． 社会には多様な価値観が存在することを理解し，自らの価値観・
利益だけでなく，社会全体の観点から物事を考えられるようになることを到達目標とする．授業は
主に板書を中心とした講義で展開し，倫理学, 道徳的判断とは何かを説明した後，義務論と功利主
義，正義をめぐる考察などを経て，研究不正行為がなぜ起こるかについて，事例を交えて検証す
る．

インターンシップ(1)

学生時代の勉強方法と実社会での仕事の進め方はかなり異なっているが，インターンシップによっ
て，それらの違いを学生時代に体得できる．また，就職を希望する企業が，どのような仕事をして
いるかを事前に知ることができる．本実習は，実社会での労働体験を通じて，学生の今後の学習お
よび進路について考える機会を提供することを目的とする．実習は原則として長期休暇の期間に行
う．評価は，実習先のインターンシップ修了証明書および本人の実習報告書等により科目担当者が
行う．

インターンシップ(2)

学生時代の勉強方法と実社会での仕事の進め方はかなり異なっているが，インターンシップによっ
て，それらの違いを学生時代に体得できる．また，就職を希望する企業が，どのような仕事をして
いるかを事前に知ることができる．本実習は，実社会での労働体験を通じて，学生の今後の学習お
よび進路について考える機会を提供することを目的とする．実習は原則として長期休暇の期間に行
う．評価は，実習先のインターンシップ修了証明書および本人の実習報告書等により科目担当者が
行う．インターンシップ(2)はインターンシップ(1)を単位認定された者だけが受講でき，インター
ンシップ(1)と同内容の実習はインターンシップ(2)の単位としては認められない．

海外体験実習(1)

数週間程度の期間で開講される集中講義形式の実習で，本学の海外提携校との交換授業・フィール
ドワーク．また実習期間を通しての海外生活で経験する英会話，異文化体験，伝統儀式，国際交
流，自炊生活体験についても，本実習の重要な要素である．現地のフィールドワークでは，植生・
地質調査実習，測量実習，建築実習，映像制作実習，基盤設備見学，生態系観察などを含む．工業
発展の必要性や環境との調和の重要性を，現地でのフィールドワークを通じて実感し，また異文化
の中での生活体験，現地大学生との討論から，国際的な視野とコミュニケーション能力の基礎を身
につける．

海外体験実習(2)

数週間程度の期間で開講される集中講義形式の実習で，本学の海外提携校との交換授業・フィール
ドワーク．また実習期間を通しての海外生活で経験する英会話，異文化体験，伝統儀式，国際交
流，自炊生活体験についても，本実習の重要な要素である．現地のフィールドワークでは，植生・
地質調査実習，測量実習，建築実習，映像制作実習，基盤設備見学，生態系観察などを含む．工業
発展の必要性や環境との調和の重要性を，現地でのフィールドワークを通じて実感し，また異文化
の中での生活体験，現地大学生との討論から，国際的な視野とコミュニケーション能力の基礎を身
につける．海外体験実習(2)は海外体験実習(1)を単位認定された者だけが受講でき，海外体験実習
(1)と同内容の実習は海外体験実習(2)の単位としては認められない．

金属加工(製図・実習含)

この授業の目標は，鋳造，塑性加工，溶接，切削加工といった各種の機械加工法の基礎を理解する
ことにある．金属を機械加工するための，種々の機械加工法の講義と製図及び加工実習を行う．こ
れらの加工法には人類の長い間のアイデアが込められており，それぞれの加工法の原理，加工例に
ついて学ぶ．特に授業の後半では，作製したい文鎮を製図し，加工実習を行うことで，授業の総仕
上げとする．日頃より，身の回りの物品がどのような材料で，どのような加工法で作製されている
かを常時考える姿勢が要求される．

電気工学概論(実習含)

電気技術の発達や基礎理論について学ぶ．また，家庭内など身の周りにある電気，電子機器の電気
的基礎事項について学ぶ．さらに製作実習を行って電気に親しみ，電気に対するセンスを養う．ま
ず初めに，電気工学の特定の分野に着目し，興味や理解を深めた上で，電気工学の他の分野にも視
野を広げるように展開する．具体的には自然現象や身近な電気工学について学び，オペアンプ回路
の作成や共振現象を用いた実験を通し，電気回路の基礎を習得する．さらに，デジタル計算機やロ
ボット製作において，電気にまつわる工夫とその技術的な有用性の理解を深めることを目的とす
る．
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授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

専
門
科
目

専
門
教
養

理工学と生活

（概要）理工学に関する基礎的・基本的な知識や技術を鳥瞰的に学び、実際の生活と結びつけなが
ら、社会を支える理工学を理解し、今後の大学の学びや社会に出てからの礎とするために開講す
る。達成目標は、理工学に何する基礎的・基本的な知識と技術を習得し、現代社会における理工学
の意義や役割を実際の生活と結びつけながら理解するとともに、諸問題を主体的、合理的に、かつ
倫理観をもって解決し、社会の発展を図るという理工学の意義を理解することとする。
（オムニバス方式／全14回）
（23 岩尾　徹／6回）
理工学を学ぶ意義、日常生活における理工学の意義、安全工学、電気電子工学、Society5.0とSDGs
（34 亀山　雄高／1回）
機械工学（表面加工他）
（35 櫻井　俊彰／1回）
機械工学（機械力学他）
（36 佐藤　大祐／2回）
機械システム工学
（22 桐生　昭吾／1回）
医用工学
（20 佐藤　勇／1回）
原子力
（26 柴田　随道／1回）
通信工学
（38 髙津　淑人／1回）
応用化学

オムニバス方式

工業概論

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を鳥瞰的に学び、各学科の専門科目を学ぶ礎と
するために開講する。工業技術基礎、製図、工業数理基礎、情報技術基礎、材料技術基礎、生産シ
ステム技術、工業英語、工業管理技術、環境工学、機械、電子機器、電気、電力、電子、計測制
御、通信、建築土木技術、工業化学、化学工学、材料、セラミック、インテリアなどを取り扱う。

原子力汎論

（概要）初めに原子力開発の歴史について核分裂の発見からエネルギー源の利用に述べる。次に放
射線や放射能の正しい知識、線量の概念および利用や測定の方法について講述する。原子力発電の
原理・構成・制御について言及した後、安全設計の考え方、及び放射性廃棄物の処理処分や核燃料
リサイクルについて現状を解説するとともに、核融合などの原子力科学技術の将来について考え
る。
（オムニバス方式／全14回）
（19 河原林　順／2回）
原子力開発の歴史について核分裂の発見からエネルギー源の利用
（60 羽倉　尚人／2回）
放射線や放射能の正しい知識、線量の概念および利用や測定の方法
（21 高木　直行／4回）
原子力発電の原理・構成・制御
（37 松浦　治明／6回）
安全設計の考え方及び放射性廃棄物の処理処分、核燃料リサイクルについて現状や核融合などの原
子力科学技術の将来

オムニバス方式

量子力学入門

量子力学は物質と光を対象とする学問で，原子・分子やさらに微細の素粒子の振る舞いやそれらと
光の相互作用を扱う。このミクロの世界での“奇妙な”現象は，ニュートン力学に代表されるマク
ロの世界を説明する古典物理学では記述できず，私たちの日常経験からの想像力も理解には役に立
たない。しかしながら，量子力学の対象であるミクロの世界の現象が現代科学技術を支えているの
みならず，日常の至るところで起こっている。本講義は量子力学への入門として，物質と光の粒子
性と波動性，不確定性原理，粒子の同一性等を紹介し，自分自身を含めた“あたり前の世界”を新
たに理解していく道筋を伝える。必要に応じて古典物理学の復習も行いながら量子力学を進めてい
くので，毎回の予習，復習，課題への積極的取り組みが不可欠である。

論理的な問題解決の進め方

レポートを書いたり、与えられた図表に基づいて考察したりする際、あらゆる立場に立ってデータ
を観察し、建設的に議論を展開していく技術力が不可欠である。このためには、問題の本質を浮き
彫りにするため、問題の発見や解決の手法、解決に必要な情報の収集整理や分析の手法が必要不可
欠である。このような背景の下、上記の手法や、論理的かつ批判的思考力と発想力（独創性）を養
成するための講義をする。本講義により、現実に即した発想の基に,理論的裏付けを持った実践に
よって,問題発見,解決能力,並びに,コミュニケーション能力を用いて社会の要請に対応できる能力
を修得することや,各分野における専門家としての自己の将来設計を行うことができる知識や能力
を修得することを目標とする。授業は、教科書や配付資料に基づく講義、並びに、教え合いやグ
ループディスカッションと発表により進める。

学
科
共
通

自然科学科実験及び演習

（概要）自然科学科での研究に必要となる分析手法を実験・実習を通して修得する．授業では，熱
分析，元素分析などの機器分析法のほか，力学的特性や電気的特性の評価方法を指導する．また，
これらの分析結果を考察するために，コンピュータを用いたデータ処理，計算化学的手法による未
知化合物の構造予測などについて解説する．
（オムニバス方式／全28回）
（15 高木　晋作／2回）
データ処理演習
（1 飯島　正徳，3 吉田　真史，13 津村　耕司，14 門多　顕司／8回）
物理学実験
（9 堀越　篤史，15 高木　晋作，16 﨡原　絹子／8回）
化学実験
（4 福田　達哉，8 萩谷　宏，11 中島　保寿／6回）
生物・地学実験
（1 飯島　正徳，3 吉田　真史，9 堀越　篤史，13 津村　耕司，14 門多　顕司，15 高木　晋
作，16 﨡原　絹子／4回）
機器分析演習

オムニバス方式，
共同（一部）

実験　40時間

演習　20時間

野外調査法及び実習(1)

野外調査の基礎を現地での実習を通して学ぶ．分析機器・測量器具・採取道具等の機器の取り扱い
について習熟すると共に，地形図の読図・空中写真の判読法など，野外調査のために必要な最低限
の基礎技術を身につけ，教員・学芸員として屋外での観察や実習を指導するために必要な基礎知識
と手法を身につけることを目標とする．動植物，土壌，水質，地質，地形などの個別の調査法につ
いては，それぞれの専門の教員から学ぶ．

共同
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授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

野外調査法及び実習(2)

地球上各地での現地調査を通して自然科学の総合的な見識と判断力の醸成へ導く．気候・風土の異
なる土地において，土地の成り立ちと生態系，また産業と自然との関わりを学ぶ．野外調査を研究
の手法として用いるために必要な，計画，実施，分析，解析のそれぞれの場面で，安全に正しく作
業できるよう，サンプル採取や機器分析，データ解析を含めた指導を行う．授業は室内での事前学
習・事後学習と，現地での野外実習の両方で構成される．地球史的な視点から土地と生態系の成り
立ちについて理解し，それがどのように現在の産業や生活に関わっているか理解し，また物質循環
の動態を学び，現代の自然と人間をめぐる様々な問題の有様について理解を深めることを目的とす
る．

共同

自然と数理

（概要）自然現象の数学的構造・物理的構造の解析・分析に必要となる手法について解説する．自
然現象の解析への現代数学の応用を理解する事を目標とする．
（オムニバス方式／全14回）
（9 堀越　篤史／3回）
自然と近似，自然と変分原理，自然とシミュレーション，ノーベル賞，フィールズ賞の解説
（2 橋本　義武／4回）
分子と生命．エネルギーとエントロピー．電子とHOMO/LUMO．高分子の数理．
（7 中井　洋史／3回）
対称性，ユークリッド空間の向き，空間の内在的性質
（10 服部　新／4回）
自然現象と微分方程式，線形代数とGoogleのページランク．整数と素数ゼミ．交差いとこ婚と群
論．

オムニバス方式

現代科学論

現代社会には，自然科学の言葉をもちいながら，科学的根拠のない疑似科学，捏造論文などが横行
している．これらを分析することにより，科学者としての倫理観や健全な判断能力を養う．自然科
学の言葉をもちいた言説の真偽，正邪を判断できるようになることを到達目標とし，授業では，さ
まざまな事例について，真か偽か，正か邪かをはっきりと判断し，主張することを学生に求める．
最終回では学生どうしによる発表と討論の場を設ける．

生涯学習概論

（概要）生涯学習，社会教育をさまざまな角度から観察，解析する．分析は，教育史学，教育行政
論，社会教育学，博物館学，表象文化論，自然誌学などの多様な観点から進める．現代の生涯学習
がどのような場で，どのような形式で進められているか，博物館の内外で行われている実例を紹介
し，教員・学芸員として必要な最低限の基礎知識を身につける．とりわけメディアの発達が著しい
現在，出版・放送などに限らず，情報発信の多様化に対して，学校教育と異なる学びのあり方につ
いて考える．講義形式で授業を進める．この科目は博物館学芸員課程の科目である．
（オムニバス方式／全14回）
（63 遠藤　秀紀／6回）
生涯学習の歴史，現代の生涯学習の特徴，課題，生涯学習における博物館の基本的理念
（67 久保　泰／8回）
博物館における生涯教育の現状と課題，自然誌と標本の価値，自然史教育の意義，表現技術・手法

オムニバス方式

博物館教育論

博物館の活動には，①資料収集・保管，②調査・研究，③教育（博物館教育）の３つがある．「展
示」や「講座」など，一般の人の目にふれるのはほとんどが③であり，①と②をもとにして行われ
る③に関して，「モノ」を置いたり，ただ説明しただけでは，ほとんどの人にはその内容は伝わら
ない．どうしたら伝える（伝わる）ことができるのか，これまでの博物館教育の実例を体験しなが
ら，幼児から成人まで幅広い対象へのより効果的な「学び」を創り出すことについて考える．

博物館学(1)

現代社会における博物館の意義を理解するために，地域社会や利用者の視点からその役割や存在価
値を検討し，博物館という公共の教育・文化機関についての基本的理解を深めていくことを目標と
する．また，現代社会において必要な教養とは何かを考えながら，博物館の機能を多面的に検証す
る．授業では現代の博物館についての基本を学ぶとともに，博物館の歴史的な成立過程について学
び，特に18世紀から19世紀における西欧の自然史学の発展と博物館との関係について取り上げ，現
代自然科学の源流となる自然観のあり方を学ぶ．この科目は，博物館学芸員課程における博物館概
論に相当する．

博物館学(2)

（概要）博物館の機能，経営，学芸員の職能について，基本的な知識を得るとともに，実践的な能
力を身につけるために必要な各分野の最低限の知識を扱う．博物館の経営について，国内外の博物
館の例について，実際の運営実態を紹介し，それぞれの成立の歴史・背景・運営の主体の違いと共
通点について理解を深める．また博物館の運営にまつわる実際の活動を実例を通して学ぶ．
なお，この科目は博物館学芸員課程における博物館経営論に相当する．
（オムニバス方式／全14回）
（8 萩谷　宏／2回）
博物館の経営・組織・運営母体と設置目的，教育活動と管理運営
（73 松原　始／6回）
大学博物館を例とする博物館運営の実際，研究活動と展示制作，教育普及事業
（74 矢後　勝也／6回）
博物館の国内外での調査研究活動の運営，資料の収集・保存と研究の実際例，先端研究とその発信

オムニバス方式

博物館学(3)

（概要）博物館，動物園，水族館等における資料の収集，保管，活用について講義する．博物館に
おいて，資料は鉱物・化石・岩石や，植物標本，剥製，骨格標本，液浸標本など様々なものがあり
得る．さらには水族館，動物園，植物園など，生きている生物そのものが生態展示されている場
合，生物の飼育や維持管理，保全，死後の処理などを含めたさまざまな課題が存在する．生涯学習
施設における資料の扱いの実際について，広く学ぶ．この科目は博物館学芸員課程における博物館
資料論に相当する．
（オムニバス方式／全14回）
（11 中島　保寿／1回）
博物館資料論概説
（69 新宅　広二／4回）
標本の収集・保管・活用（動物：陸上），生きた資料（動物：陸上），情報技術の活用
（72 筒井　牧子／5回）
標本の収集・保管・活用（動物：水中），生きた資料（動物：水中），文化財の収集・保管・活用
（62 上野　健／4回）
標本の収集・保管・活用（植物，鉱物等），生きた資料（植物）

オムニバス方式



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

映像表現論

現代の視聴覚教育に関わる方法論，課題や，社会教育において視聴覚メディアがどのように活用さ
れうるのか，基礎的な項目を解説する．また，出版やマスメディアの発達について歴史をふりかえ
り，現在の映像メディアをめぐるさまざまな社会的側面に着目しつつ，映像制作や表現の具体例を
通じて視聴覚教育に関する理解を促す．授業では出版・放送などのメディアの歴史と現在までの発
展について学び，同時にナチス・ドイツやルワンダなどでの民衆扇動の例などから，メディアリテ
ラシーの基礎を学ぶ．また各自で3分程度の映像を実際に制作し，その過程から映像の構成や表
現，映像・音響効果，編集などの実際について学ぶ．この科目は，博物館学芸員課程における博物
館情報・メディア論に相当する内容である．

博物館資料保存論

（概要）博物館等における資料保存の目的，理念，形態について，歴史的，社会的な背景をふまえ
て説明したのち，資料の収蔵，展示，修復等に関わる技術を自然科学的視点に基づいて修得させ
る．この科目は博物館学芸員課程の科目である．資料保存の目的，理念，形態などを歴史的，社会
的な背景をふまえて理解すること，および，資料の収蔵，展示，修復等に関わる技術を自然科学的
視点に基づいて修得することを到達目標とする．講義は資料の保存・修復の技術的側面についてと
博物館における資料保存について分けて行う．
（オムニバス方式／全14回）
（71 田口　かおり／7回）
資料の保存・修復の技術的側面について
（70 杉崎　佐保惠／7回）
博物館における資料保存について

オムニバス方式

博物館展示論

博物館展示の具体的な事例を中心に展示の計画，制作，利用について講義と演習（アクティブ・
ラーニング）により学ぶ．教室での学びのほか，実際に博物館等，展示の現場に出かけても学ぶ機
会を設ける．本科目は博物館学芸員課程の科目である．展示の歴史，空間の情報メディアである展
示の特性，展示による教育活動，展示の諸形態等に関する理論及び方法の基礎的な知識・技術を習
得し，学芸員や博物館に関係する専門性のある職業人として博物館の展示を企画推進するための基
礎的能力を養うことを到達目標とする．授業は講義50%，演習（アクティブ・ラーニング（グルー
プワーク））50%で進める．

講義15時間

演習15時間

博物館学実習(1)

博物館学芸員として必要とされる博物館活動の基本的知識・技能に関する内容を扱う基礎実習と，
連携博物館・美術館等で実践的な技能修得を目指す応用実習を行う．また，博物館施設の学術活動
及び広報・普及活動を含む実際の運営を学芸員から実地に学ぶ．授業は自然系・人文系・美術系な
どに分類される複数の博物館を訪問しての見学を主体として，文化財の取り扱いや美術品の梱包の
実習を含む．この科目は博物館学芸員課程の科目である．

共同

博物館学実習(2)

博物館学芸員として必要とされる基本的かつ専門的な知識・技能を，現場での実地体験等を通して
身につけることを目標とし，学芸活動に対する企画能力・構成能力や，資料の取り扱い等の専門能
力，科学倫理と社会及び学習者に対する対応能力を身につける．この科目では８日間程度の博物館
等における館園実習を行い，本学教員および実習先の学芸員による指導を受ける．実習先は各人の
専攻分野等に応じて，それぞれが希望先に申し込むことを原則とするが，本学において行う館園実
習も選択可能である．この科目は博物館学芸員課程の科目である．

共同

特別講義(1)

宇宙の数理：私たちの頭上に広がる星空の天体もまた物理法則に従って運行し変化する物理系で
あって，数理的に精密にこれを記述することができる．はじめにニュートン力学による惑星の運行
の微分方程式と保存則について，数学的観点から振り返る．続いてユークリッド空間とミンコフス
キー空間を導入し，時空の幾何の枠組みの中で特殊相対論の要点を解説する．続いて曲面のリーマ
ン計量と曲面上の測地線について述べ，その類似である重力場における自由落下の方程式について
論じる．さらに，定曲率時空，ブラックホールの幾何について触れる．

特別講義(2)

日本の植生と地質：日本を特徴付ける地質や植生について，野外での観察をメインに授業を行う．
取り扱う内容は日本列島の骨格をつくる中・古生代の地層や花崗岩類，第三紀の日本海形成に関連
する地層，第四紀火山とその噴出物など，フィールドに応じた地質観察の実習と，照葉樹林，針葉
樹林など，高度分布と緯度に対応した植生，武蔵野を特徴付ける植生，海岸植生，貧栄養土壌や裸
地，特殊土壌の植生なども含まれる．授業は２日～３日の野外実習と事前学習，事後学習から構成
される．これらを通じて，自然界のつながりと各構成要素に対する理解を深めることを目的とす
る．

共同

特別講義(3)

古生物学的観点からみた日本の歴史：日本に生息する生物の多くは過去に地続きであった大陸の影
響が大きく，またその後の日本海形成による大陸との分断の歴史が日本固有の生物の分化や多様性
形成に深く影響を及ぼしたと考えられる．このような日本列島形成の背後には，かつて多くの生物
が大陸からの侵入と絶滅を繰り返してきた歴史が示されており，そのうちいくつかは化石証拠とし
て報告されている．そこで本授業においては，このような国内で発見された化石証拠に関する解説
を行うことにより過去の日本に存在していた生物種に関する理解を深めるとともに，それが絶滅し
た要因に関して考察を行うことを目的とする．

自
然

力学

物理学の学習目的は単に物理公式を覚え，計算問題を解くことではない．重要なのは自然現象の起
こり方の根源を知り，その現象を支配している法則や原理に目を向け，現象記述の手法を理解し，
物理的感覚を磨くことである．本講義では力学をテーマとして物理学的な物の見方，考え方を学
ぶ．自然科学や諸工学の基盤となる運動方程式や諸保存則を正しく運用できることを到達目標とす
る．授業前半では質点の力学を解説し，授業後半では質点系・剛体の力学を解説する．

力学演習

運動方程式の解法や諸保存則を用いて自然現象を解釈する手法を解説し，力学の具体的な問題を自
らの手で計算する能力を養う．質点および剛体に対して運動方程式を正しく立て，それに基づいて
運動を論じることができること，エネルギーなどの保存則を正しく用いて，質点や剛体の運動を論
じることができることを到達目標とする．授業では力学の講義で説明した内容を復習した後，講義
の内容に沿った演習問題を出題し，具体的に解くことを行う．

波動・熱力学

力学で学んだ基本概念と数学的手法を基礎に，空間的な拡がりを持つ物理現象である波動や熱現象
の理論的取扱い方を勉強し，物理現象を物理学的な思考方法によりモデル化し，説明するプロセス
を学ぶ．物理学の公式がどのような原理から導かれたものかを理解し，現実の現象に物理学の公式
を応用して解釈し，物理量の大きさを把握できることを到達目標とする．授業前半では波動現象の
基礎となる振動について解説した後，力学的な波を例として，波動方程式の導出とその解を解説す
る．授業後半では熱力学を解説する．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

電磁気学

（概要）電気，磁気，電流，電磁波など，電磁気学と呼ばれる電気磁気現象全般について，身近な
現象や題材をもとに以下の3つの能力を習得する．①電磁気学の公式がどのような原理や基本法則
から導かれたか理解する．②現実の物理現象に電磁気学の公式を適用し，物理量の大きさを把握す
る．③現実に生じる電磁気現象の解釈や電気計測の原理を電磁気学から理解する． さらに，電気
磁気現象が数学的な４つの基本方程式から説明できることを学ぶ． これらの能力の習得によっ
て，専門教育に対応できる基礎的能力の育成を目標とする．
（オムニバス方式／全14回）
（1 飯島　正徳／7回）
電場，ガウスの法則，電位，電気双極子，静電容量，電場のエネルギー
（14 門多　顕司／7回）
オームの法則，ビオサバールの法則，アンペールの法則，マクスウェル方程式，電磁波

オムニバス方式

相対論入門

GPSの技術にも使われ現代の技術を支えている，特殊及び一般相対性理論の基礎的な部分を学ぶ．
これまで学んできた古典力学において仮定されていた絶対空間・絶対時間の概念を放棄し，光速不
変の原理を議論の出発点とすることで，ローレンツ変換を導き，運動する物体中の時間のローレン
ツ収縮などを導く．また，核エネルギーの基礎公式でもある質量とエネルギーの等価性に関しても
学ぶ．さらに，一般相対性理論に関しても概観する．

分子構造論

物質科学の各分野において必要となる化学的な解析手法について解説する．分析機器や計算化学を
用いた研究計画が自分で立てられるようになることを到達目標とする．授業では分析化学の概要を
説明した後，クロマトグラフィーや各種分光法など，現在幅広く用いられている機器分析装置を各
回で一つずつ紹介し，その動作原理や得られるスペクトルの解析方法などについて説明する．授業
後半では計算化学について講義し，分子軌道法や分子動力学法，モンテカルロ法などを紹介する．

生命の化学

生体関連物質の化学的特徴を明らかにし，生体内の様々な現象を，物理学や化学の法則で説明す
る．人間や動植物の生理学的現象について，物理学や化学の法則を使って考察できるようになるこ
とを到達目標とする．電解質水溶液やコロイド溶液の特徴を述べた後，タンパク質，DNA，RNAなど
の生体分子について解説する．授業後半では，同化異化反応や酵素反応など，生体に特有な反応に
ついてその機構や生命活動に果たす役割を説明し，調節機能や秩序形成などについて解説する．こ
れら生体反応についての分析手法についても触れる．

分子物性論

（概要）分子科学で対象とする高分子・液晶・コロイド・両親媒性分子・生体物質といった物質
は，一般にソフトマターと呼ばれ，比較的に巨大分子から構成されている．このソフトマターの特
異な性質について，物理的・化学的な視点で概観することを目的として，構造や熱的性質・力学的
性質といった物性からレオロジーまでについて解説する．ソフトマターの初歩から基礎的なことを
学び，工業的応用にも触れる．これらの講義を通して自然科学に関する幅広い知識を涵養する．
（オムニバス方式／全14回）
（1 飯島　正徳／7回）
 高分子（材料物性，力学特性，レオロジー，一次構造，高次構造，相分離）
（15 高木　晋作／7回）
コロイド・ゲル・液晶・両親媒性分子・生体膜の諸性質

オムニバス方式

分子の運動

分子の運動について，統計力学を考慮した微視的な視点と，巨視的な熱力学的特性と関連づけなが
ら解説する．授業では，気体分子を例にとり，等分配の法則やマクスウェル分布などについて説明
したのち，気液相転移や磁気相転移，液晶相転移などの凝縮系の挙動について議論する．時間があ
れば非平衡統計力学の初歩についても触れる．量子力学や統計力学を考慮した微視的な視点と，巨
視的な熱力学的特性や分光学的測定との関連を，定性的，定量的に理解することを達成目標とす
る．

進化論

（概要）地球が誕生してからのち，化学進化，生命の誕生を経て，原核生物，真核生物の発生・進
化によって，現在の多様な生物種が繁栄していることを理解させることを目的とし，本講義では進
化論の考え方や歴史的変遷を化石といった古生物学的論拠を軸に動物，植物，微生物の繁栄へ向け
た現在の進化生物学の知識を総合的な視点で解説し，古生物学，動物学，植物学，微生物学といっ
た自然史に関する基礎的な見識に加えて健全な判断力の醸成へ導く．またこれらの総合的な授業
を，進化論概説，古生物進化学，動物進化学，植物進化学，微生物進化学の構成で行い，自然史に
関する幅広い知識を涵養する．
（オムニバス方式／全14回）
（4 福田　達哉／7回）
進化論概説，植物進化学，微生物進化学
（11 中島　保寿／7回）
古生物進化学，動物進化学

オムニバス方式

動物学

最も高次の動物である哺乳類を中心に動物の体の構造と機能，脊椎動物の進化を学習する．哺乳類
の個体の外形や器官の形態そのものは記載されているが，なぜその形のその大きさのものがその数
だけその部位に存在するのか，という形態学的な問いには十分に答えていない．そこで本講義で
は，現生の動物における系統発生的な観点から個体発生，比較解剖，機能形態といった様々な見方
から動物学を総合的に理解させることを目的とする．またこれに加えて近年，モデル生物を中心に
明らかになってきた動物の形態形成に関する分子遺伝学的側面に関しても様々な項で説明すること
により，形態や機能の分化過程に関する知見を深化させる．

植物学

地球上における生産者としての役割を持つ植物に関して，各器官の形態や機能から個体としての特
性ならびに集団や群集における生態について明らかにさせることを本講義の目的として行う．また
これらの理解に基づき，植物の多様化に関する進化的背景や植物と動物の相互関係に加え，国内の
様々な環境へ適応する植物の分化過程に関する具体的な知見を深めることにより，現在問題とされ
ている人為的な攪乱により減少しつつある植物種の保全について各自の意見をもてるようにさせ
る．

生命と物質

現在の地球上に存在する生命によって作り出される様々な物質は，近年急速に情報が蓄積してお
り，そのうちの一部は社会へ応用されている．そのために本講義では，複雑な生命現象を分子レベ
ルで理解させることを目的とし，様々な物質が作られる手段や方法から日常に応用されている物質
の形成過程について解説する．さらに，生命と物質の知識を支える遺伝子組み換えといった遺伝子
工学に関する知識や考え方を学び，生命科学研究や生命倫理に関する正しい理解を深める．



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

微生物学

（概要）微生物学の基礎を習得したうえで，人間生活と微生物の関係という観点に重点を置き，微
生物による食品生産と食品の安全性を含めた病原微生物の問題や微生物の産業への利用に関して理
解することを目的とする．講義では，①微生物学の歴史，ウイルスとウイロイドや微生物の特徴を
理解するとともに，②これら微生物の生理と生態に関する基礎知見を学んだうえで，③食品科学分
野に関わる発酵，腐敗，防腐，④医学分野に関わる食中毒や病原微生物等の制御，⑤農学分野や環
境科学分野に関わる環境と微生物の関係や微生物を用いた環境浄化や緑化について学ぶ．
（オムニバス方式／全14回）
（4 福田　達哉／7回）
①微生物学の歴史，微生物の特徴，②微生物の生理と生態，⑤環境と微生物の関係，微生物を用い
た環境浄化や緑化
（65 金田　光稔／7回）
③発酵，腐敗，防腐，④食中毒や病原微生物等の制御

オムニバス方式

地球変動論

地球の内部から表層まで，惑星・地球の構成物質とその変動について解説する．地表ではたらく自
然界の様々な営力，風化・浸食・堆積の諸作用，大気や水圏と地殻・マントルの構成物質との相互
作用について講義する．講義内容は博物学的な内容：地形学，一般地質学，層位学，堆積学，海洋
学，岩石学，鉱物学などについて，広く俯瞰し正しい理解を身につけることとする．また，１８世
紀以降の斉一観や進化論につながる地球認識の変遷を概観し，近代自然科学の成立過程を自然史分
野から追体験することを目指す．

プレート・テクトニクス

地球は，太陽系惑星の中で特別な惑星であり，どのような経過でそうなったか，地球の内部および
表層部の科学を講じる．地球の発達史研究とプレートテクトニクスへの道筋を論じる．授業は講義
形式で行い，海洋底科学や相平衡，地震学をはじめとする固体地球物理学，特に対流や熱伝導など
についての理解を深め，物質科学としての地球科学の認識を深めることを目標とする．また，必要
に応じて野外での観察事例を紹介し，数式だけではなく現場の感動を伝え，生きた地球の認識醸成
に努める．

宇宙科学

天文学の基礎的事項を学ぶとともに，宇宙を見る新しい窓として開かれつつある電磁波以外の観測
結果を紹介する．宇宙を観測する方法と観測結果を正しく理解することを到達目標とする．もっと
も身近な恒星である太陽を端緒として，恒星の進化とHR図の関係を学んだ後，銀河系，星団，宇宙
膨張などについて，どのような手法で観測されたか，また観測結果がどのように解析されるかを，
実例とともに解説する．授業の後半では相対論的宇宙論について講義する．

惑星科学

太陽系を構成する各種天体の起源と特徴，進化について学習する．講義では，原始惑星系円盤と太
陽系の形成，地球の層構造の形成と元素の分別，マントル対流と不均一，同位体地球惑星化学の基
礎，隕石の分類と起源，地球電磁気学の基礎，探査機と探査技術，系外惑星の観測など，２０世紀
後半以降に急速に発展したこの分野を講義形式で俯瞰的に扱う．また地球と他の惑星，衛星，小惑
星の比較の中で，地球科学諸分野の応用例を紹介する．

古生物学

古生物学は過去に生存していた生物に関する学問であり，その理解のためには地学と生物学の基礎
的な知識が必要不可欠である．地球の歴史の中で生物が出現し生活域を広げ，進化していくなか
で，大気や海洋などの地球の条件を生物が変えていった歴史があり，また環境の変動に応じて生物
が進化し，あるいは大量絶滅などの事件も生じてきた．過去の生物と地球表層の条件について，生
態系と進化について，また地層と化石の取り扱いについて学び，それらを通じて生物の進化とは何
か，また進化をもたらすしくみは何か，進化古生物学の基礎を通して理解することを目標とする．
授業を通じて，ヒトはなぜこのような姿になったのか，地球はなぜこのような特殊な惑星になった
のか，生態系はどのように変化してきたのかを理解する．

地理学

地理学とは自然を観察し，そのうえで空間と人間の関係性を中心に，人間の営みを明らかにする学
問である．本講義では自然地理学・人文地理学の基礎的な知識を理解するとともに，関連する諸学
問として歴史地理学や日本民俗学の成果を援用しつつ，日本の農山村を主な事例として，気候・地
形・地質などの環境や空間からみた人々の生活，歴史的経緯や民俗文化などからみた人々の暮ら
し，そして人間と人間の関係性について考察する．到達目標には，自然地理学,人文地理学の基礎
的な知識や方法論を理解すること，地理学のフィールドワークを行うための準備・方法について理
解すること，地理学のフィールドワークを実際に行い，レポートとしてまとめることを設定する．
配布資料とスライドによる講義形式で授業を進める．

数
理

数学演習(1)

この授業科目は、微分積分学の演習科目である。微分積分学は自然科学や工学等の様々な分野を支
える重要な科目である。微分積分学(1)は主として講義形式で行われるが、講義を受けるのみにて
数学的知識を身につけるのは実際のところ難しい。数学演習(1)では微分積分学(1)の内容を踏まえ
て、一変数関数の微分と積分についての演習を行う。実際に手を動かして計算練習を繰り返すこと
によって微分積分学の理解を深め、さらに進んだ事柄を勉強するのに必要な土台を作っていく。

数学演習(2)

この授業科目は、微分積分学の演習科目である。微分積分学は自然科学や工学等の様々な分野を支
える重要な科目である。微分積分学(2)は主として講義形式で行われるが、講義を受けるのみにて
数学的知識を身につけるのは実際のところ難しい。数学演習(2)では微分積分学(2)の内容を踏まえ
て、二変数関数の微分と積分についての演習を行う。実際に手を動かして計算練習を繰り返すこと
によって微分積分学の理解を深め、さらに進んだ事柄を勉強するのに必要な土台を作っていく。



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

基礎論理回路

論理回路は，コンピュータをはじめとするデジタル回路を構成するための基本的な要素である．論
理回路の基礎と設計手法を学び，望みの組み合わせの論理回路や同期式順序論理回路が設計できる
ことを本講義の到達目標とする． 具体的には，論理回路の表現方法の基礎を導入したあと，包含
関係，カルノー図，NAND回路の簡単化など論理回路の設計方法の基礎を学んだうえで，順序回路の
基本構成，さまざまな順序回路の設計方法，順序回路の簡単化などに進む．

離散数学

現代情報社会の数学的基礎となる離散数学の概念について学ぶ．離散数学は有限システムを研究対
象とする学問であり，情報科学，特に計算機において非常に重要な分野である．
この授業では，離散数学の中から集合，論理，写像，組み合わせ理論，グラフ理論などを取り上げ
る．これらの学習を通じて，現代情報システムの基盤となる数学的概念や技法を修得することを目
標とする．講義前半では集合，論理，写像について取り上げ，また群，体，環などの離散代数系の
基礎を学ぶ．後半ではグラフ理論の基礎や木構造などについて，演習問題を交えながら理解してい
く．

集合と論理

19世紀にカントールにより創始された集合の理論は，現在ではあらゆる数学分野の基礎をなしてい
る．本科目では集合の演算, 論理記号の扱い方, 集合間の写像, 集合における同値関係, 順序集合
などの基礎を解説し，数学的対象の抽象的な扱いに慣れ親しむことを前半の目標とする．特に，無
限集合の扱い方や可算濃度・連続濃度などの概念の習得を目指す．授業の後半では，解析の基礎で
ある実数の性質などについても講義し，自然科学の学術的発展に寄与する調査分析能力の涵養を目
指す．

極限と位相

（概要）関数の微分積分は現代の自然科学・工学・社会科学の基盤であり共通言語であるが，これ
らは極限操作に基づく演算である．極限は，述語論理を用いたイプシロンデルタ論法によって正当
化されるが，さらにイプシロン近傍の概念を導入することで，極限に関わる論証をより明確に把握
することができる．イプシロンデルタ論法による証明のシステムを理解し，ユークリッド空間，さ
らに距離空間のイプシロン近傍の概念，およびそこから派生する開集合，閉集合，コンパクト集
合，連続写像などの概念と，その基本的性質を習得することが目標である．さらに位相空間の定義
と例についても触れる．
（オムニバス方式／全14回）
（10 服部　新／1回）
p進数．
（2 橋本　義武／13回）
イプシロンデルタ論法、ユークリッド空間と距離空間、イプシロン近傍、開集合、閉集合、コンパ
クト集合、連続写像、位相空間．

オムニバス方式

基礎確率統計

自然科学や工学で必要とされている統計学について、データの集め方、整理の仕方、情報の読み取
り方などに関する基礎的な、かつ広範囲に利用できる手法を講義する。平均，分散，相関，確率，
確率分布、独立性、期待値・分散、大数の法則、中心極限定理、信頼区間、仮説検定などを理解す
ることを達成目標とする。

関数論

関数論は複素数を変数とする関数の微分積分である．数の範囲を実数から複素数に広げることに
よって，関数の本質が明らかになる．講義では最初に複素数の代数的・幾何学的な扱いから解説す
る．微分法ではコーシー・リーマンの関係式，積分法では関数論で最も重要なコーシーの積分定理
が中心の話題となる．さらに関数の級数展開であるテイラー展開・ローラン展開を解説し，それを
用いて特異点の分類を行う．また留数を用いた定積分の計算方法について述べる．

代数学(1)

本科目では，代数学における基礎的事項を解説する．具体的には，合同式・互除法・素数・有限
体・原始根などの整数に関する基礎的事項について述べる. 高校までの数学において整数・素数・
互除法などを学ぶが，それが可換環や有限体の理論と深く関連していることを理解することは教師
の素養としては重要である．小学校以来あたりまえに使ってきた計算法則が成立するかどうか，成
立するとしても通常のものとは異なることを理解していく過程で，どのようなところにつまずくの
かを再体験することができるであろうし，体の拡大についても触れるので，実数から複素数への拡
大を理解する上で感じたかも知れない困難を再体験することにもなろう．

代数学(2)

本科目では，代数学における基礎的事項を解説する．代数学とは，そもそも，数に関する計算法お
よび条件を満たす値を求める理論を意味するが，この，数や計算という概念の基礎となっているの
が集合論であり，その上で定義される演算を持つ集合としての群論である．この科目では，集合・
写像・同値類などの集合論の基礎および群・置換群・剰余群・準同型定理などの群論の基礎を学ぶ
ことで，小学校以来あたりまえに使ってきた数とは何か，演算とは何かを再確認することができる
であろう．また，理論展開する上で証明を多用するので，数学における証明の意味およびその重要
性についても再確認することになるであろう．

代数学(3)

本科目では，代数学における基礎的事項を解説する．具体的には，単因子と行列のジョルダン標準
形について述べる.高校までの数学において, 代数学の基本概念である整数あるいは多項式（整
式）の整除について学ぶが,単因子の理論はこれらを包括する代数学の基礎的な理論である. 一方,
行列のジョルダン標準形は線形代数学において一つの頂点をなす重要な事項である.この講義では
最初に多項式や行列の基本事項から出発して単因子論を解説し, 次に単因子を利用して行列のジョ
ルダン標準形を求める方法を考えていく.さらにジョルダン標準形の応用として, 行列を用いた線
形常微分方程式の解法について解説し,解析学とのつながりを見ていく.



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

幾何学(1)

本科目では，幾何学における基礎的事項を現代幾何学の視点を交えて解説する．内容は，(1)公理
系と厳密な推論に基づく空間幾何学の体系，(2)平行射影と比，メネラウスの定理，(3)中心射影と
複比，パップスの定理，(4)アフィン変換・射影変換とよばれる基本的な座標変換，(5)アフィン空
間と射影空間，直線束・平面束，(6)アフィン2次曲線（楕円・放物線・双曲線），(7)射影2次曲線
とパスカルの定理・ブリアンションの定理，(8)双対性．その中で，座標・方程式・関数・ベクト
ルが相互にどのように関連し活用されるかを見て行く．

幾何学(2)

本科目では，幾何学を理解する上で重要な基礎的事項，特に空間上の2点の間の距離によって定ま
る構造について，直観的にイメージしやすい直線と平面の場合を中心に解説する．内容は，(1)集
合と写像，関数と数列，集合の直積，(2)実数，直線・平面・空間における距離，n次元ユークリッ
ド空間，(3)距離空間の定義と例，(4)数列の収束，実数の完備性，(5)平面上の点列の収束，平面
の完備性，(6)平面上の開集合・閉集合，平面上の連続関数，(7)平面上のボルツァーノ・ワイエル
シュトラスの定理とハイネ・ボレルの被覆定理，平面上のコンパクト集合．その中で，座標・方程
式・関数・ベクトル・数列が相互にどのように関連し活用されるかを見ていく．

幾何学(3)

本科目では，幾何学における基礎的事項を，現代に生まれた幾何学であるトポロジー（位相幾何
学）の視点から解説する．トポロジーは，図形（空間）の大域的形状を調べるにあたって，長さや
角度のような量を捨象し，図形（空間）を連続的に変形しても変わらない「図形（空間）のつなが
り方の複雑さ」に着目し，これを研究するものである．このとき図形（空間）の特性を表現するの
が不変量とよばれる量である．歴史的な事項を交えながら，点と線からなる図形（グラフ），点・
線・面からなる図形（多面体），曲線・曲面など，様々な身近で具体的な例を紹介しながら学んで
いく．その中で，座標・方程式・関数・ベクトル・数列が相互にどのように関連し活用されるかを
見ていく．

ルベーグ積分論

現代数学におけるもっとも強力な積分論であって，解析学，確率論，表現論などの基礎となってい
る，ルベーグ積分について学ぶ．この理論は「そもそも長さ・面積・体積とは何か」を根本にたち
もどって問うことによって導かれたものである．
授業では，はじめに集合論（特に和集合と共通部分，可算・非可算集合），および級数の絶対収束
について復習する．これらに基づいて，ユークリッド空間上のルベーグ測度，測度空間を定式化
し，ルベーグの収束定理．およびその応用として，さまざまな関数空間の完備性について学ぶ．最
後に確率論への応用，フーリエ解析への応用についても触れる．

関数解析学

本科目では，関数を元とするベクトル空間（関数空間）について学ぶ．関数の和・定数倍が関数で
あることに着目すると，関数をベクトルと同じように扱って，「線形代数を解析学に応用する」こ
とができる．このとき，関数の「大きさ」の尺度は，関数空間上のノルムや内積によって与えられ
る．ノルムが与えられると，関数の列の収束や，関数に関数を対応させる連続線形写像について考
察することができるようになる．また，特に関数空間上のノルムが「完備性」という条件をみたす
場合，無限小数によって新しい実数を定義することができたのと同じようにして，関数の列の極限
によって新しい関数をその関数空間の中で定義することができる．このアイデアを実現したもので
ある，ヒルベルト空間，バナッハ空間の概念の定義と例，バナッハ空間の間の連続線形写像の概念
の定義と例について学ぶ．

現代代数学

（概要）現代数学の基本概念である群，環，体の基本事項について概説する．これらの概念のアイ
デアを理解し，基本的な例に親しむことを目標とする．群，環，体は「演算・操作について閉じて
いる集合」である．整数全体の集合のイデアルは，そのような集合の中でも最も身近なものであ
る．合同式をイデアルに基づいて考えると，剰余環とその乗法群の概念に到達し，オイラー関数に
関するオイラーの定理が自然に理解される．続いて，群の定義と例，部分群と剰余類，共役類，正
規部分群と剰余群，群の準同型と同型について述べる．さらに，環，可換環，体，体上の多項式
環，可換環のイデアル，有限体について触れる．
（オムニバス方式／全14回）
（2 橋本　義武／1回）
2,3,4次方程式の根の置換と解法．
（10 服部　新／13回）
Zのイデアル、合同式、オイラーの定理．群の定義と例、部分群、正規部分群、群の準同型と同
型．環と体、可換環のイデアル、有限体．

オムニバス方式

計算物理学

計算物理学は，実験物理学や理論物理学と並ぶ物理学の方法論の1つであり，実験が難しい系や手
計算では解けない系を計算機上で表現し，数値解析やシミュレーションによる解析を行うものであ
る．本講義は，物理学のどのような問題に対してどのような計算手法を用いるべきかを理解するこ
とを到達目標とする．計算物理学の基礎となるハミルトン力学，統計力学，量子力学を解説したの
ち，分子動力学法，モンテカルロ法，シュレーディンガー方程式の数値解法，経路積分分子動力学
法などのさまざまな計算手法を紹介し，実際の研究例にも触れながら，計算物理学の世界を概観す
る．

事例研究(1)

地球科学・生命科学・分子科学・数理科学といった広範な理工学分野を研究対象とする自然科学科
での卒業研究を行ううえで必要となる，文献検索法，英語文献読解法，論文作成法，野外調査法，
機器分析及びデータ処理・解析法等，基本的な研究手法について学修する．分野ごとにゼミナール
形式の授業を行うほか，野外でのフィールド調査，機器分析等の実習を通して，自分の研究を組み
立てていくために必要な手法や知識を習得し，自然科学における様々な現象を理学的視点により探
究できる能力及び広範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分析能力を涵養する．

事例研究(2)

地球科学・生命科学・分子科学・数理科学の各分野を包括する自然科学科での卒業研究を行ううえ
で，事例研究(1)で習得した基本的な研究手法を踏まえて，各研究室で対象としている研究分野の
動向調査を行う．各研究室で設定した課題を通して，課題の計画・立案，推進，解決のためのプロ
セスを体験する．また，専門書及び学術論文の精読により，より専門的で高度な研究の背景や意義
を理解する能力を醸成し，自然科学における様々な現象を理学的視点により探究できる能力及び広
範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分析能力を涵養する．

卒
業
研
究
関
連
科
目



授 業 科 目 の 名 称 講　義　等　の　内　容 備　考

授 業 科 目 の 概 要
（理工学部自然科学科）

科目区分

卒業研究(1)

自然科学として幅広い分野を包括する本学科では，卒業までに総合的な見識と健全な判断力，自然
科学における様々な現象を理学的視点により探究できる能力，広範な理工学分野の学術的発展に寄
与する調査分析能力，科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する能力を
涵養する．卒業研究では，これまでに学修した基礎知識・専門知識に基づいて，その総括として教
員の指導により課題を設定し，１年をかけて取り組むが，本科目はそのうちの前半部分に当たる．
進め方は，課題や教員に依って様々であるが，成果の発表に関しては，学科が定める方法で行う．

卒業研究(2)

自然科学として幅広い分野を包括する本学科では，卒業までに総合的な見識と健全な判断力，自然
科学における様々な現象を理学的視点により探究できる能力，広範な理工学分野の学術的発展に寄
与する調査分析能力，科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する能力を
涵養する．卒業研究では，これまでに学修した基礎知識・専門知識に基づいて，その総括として教
員の指導により課題を設定し，１年をかけて取り組むが，本科目はそのうちの後半部分に当たる．
また，その成果を卒業研究としてまとめる．進め方は，課題や教員に依って様々であるが，成果の
発表に関しては，学科が定める方法で行う．



平成３１年度
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

令和２年度
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

変更の事由

東京都市大学 東京都市大学

工学部 理工学部 名称変更
機械工学科 120 － 480 機械工学科 120 － 480
機械システム工学科 110 － 440 機械システム工学科 110 － 440
電気電子通信工学科 150 － 600 電気電子通信工学科 150 － 600
医用工学科 60 － 240 医用工学科 60 － 240
エネルギー化学科 75 － 300 エネルギー化学科 75 － 300
原子力安全工学科 45 － 180 原子力安全工学科 45 － 180

自然科学科 60 － 240 学科の設置（届出）
建築学科 120 － 480 0 － 0 令和2年4月学生募集停止
都市工学科 100 － 400 0 － 0 令和2年4月学生募集停止

建築都市デザイン学部 学部の設置（届出）
建築学科 120 － 480
都市工学科 100 － 400

知識工学部 情報工学部 名称変更
情報科学科 100 － 400 情報科学科 100 － 400
知能情報工学科 80 － 320 知能情報工学科 80 － 320
自然科学科 60 － 240 0 － 0 令和2年4月学生募集停止

環境学部 環境学部
環境創生学科 90 － 360 環境創生学科 90 － 360
環境経営システム学科 70 － 280 環境経営システム学科 70 － 280

メディア情報学部 メディア情報学部
社会メディア学科 90 － 360 社会メディア学科 90 － 360
情報システム学科 90 － 360 情報システム学科 90 － 360

都市生活学部 都市生活学部
都市生活学科 160 － 640 都市生活学科 160 － 640

人間科学部 人間科学部
児童学科 100 － 400 児童学科 100 － 400

計 1,620 － 6,480 → 計 1,620 － 6,480

東京都市大学大学院 東京都市大学大学院

総合理工学研究科 総合理工学研究科
機械専攻(Ｍ) 60 － 120 機械専攻(Ｍ) 60 － 120
電気・化学専攻(Ｍ) 66 － 132 電気・化学専攻(Ｍ) 66 － 132
情報専攻(Ｍ) 66 － 132 情報専攻(Ｍ) 66 － 132
建築・都市専攻(Ｍ) 54 － 108 建築・都市専攻(Ｍ) 54 － 108
共同原子力専攻(Ｍ) 15 － 30 共同原子力専攻(Ｍ) 15 － 30

自然科学専攻(Ｍ) 15 － 30 専攻の設置（届出）
機械専攻(Ｄ) 8 － 24 機械専攻(Ｄ) 8 － 24
電気・化学専攻(Ｄ) 8 － 24 電気・化学専攻(Ｄ) 8 － 24
情報専攻(Ｄ) 8 － 24 情報専攻(Ｄ) 8 － 24
建築・都市専攻(Ｄ) 8 － 24 建築・都市専攻(Ｄ) 8 － 24
共同原子力専攻(Ｄ) 4 － 12 共同原子力専攻(Ｄ) 4 － 12

自然科学専攻(Ｄ) 2 － 6 専攻の設置（届出）

環境情報学研究科 環境情報学研究科
環境情報学専攻(Ｍ) 20 － 40 環境情報学専攻(Ｍ) 20 － 40
都市生活学専攻(Ｍ) 6 － 12 都市生活学専攻(Ｍ) 6 － 12
環境情報学専攻(Ｄ) 2 － 6 環境情報学専攻(Ｄ) 2 － 6

計 325 － 688 計 342 － 724

学校法人 五島育英会　設置認可等に関わる組織の移行表　
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横須賀線

東海道線・京浜東北線

京急本線

東京メトロ南北線

東京メトロ日比谷線

都営三田線

東京メトロ半蔵門線

東京メトロ銀座線

あざみ野

新百合ヶ丘

東急大井町線東急多摩川線南武線

東急
目黒線

中川

みなとみらい線

横浜市営地下鉄
ブルーライン

横浜市営地下鉄
グリーンライン

センター南

京王八王子

横浜線

中央線

小田急線

井の頭線

京王線

山手線

尾山台

等々力

東急田園都市線

東急東横線

総武線

常磐線
北千住

秋葉原

つくば
エクスプレス

湘南新宿ライン

（東京都市大 横浜キャンパス前）（東京都市大横浜キャンパス前）

（東京都市大学 世田谷キャンパス前）

（東京都市大学 等々力キャンパス前）
センター北

東武伊勢崎線

東武野田線

横浜キャンパス
環境学部･メディア情報学部

世田谷キャンパス
工学部･知識工学部

等々力キャンパス
都市生活学部・人間科学部

橋本

大宮

赤羽

新橋

横浜

大崎

大井町

大岡山

川崎

武
蔵
小
杉

田園調布

多摩川

蒲田

京急蒲田

自由が丘

恵比寿
中目黒

目黒

春日部

和光市

小竹向原

練馬所沢

川越本川越

巣鴨

新宿三丁目
駒込

錦糸町溝の口

登戸

二子玉川長津田

東神奈川

菊名 日吉

新横浜

八王子 吉祥寺立川

町田

中山

下北沢

調布 明大前

千葉

船橋

柏

流山
おおたかの森

守谷

つくば

渋谷

池袋

品川

東京

上野

新宿

都道府県内における位置関係の図面

3キャンパス間の移動に要する距離・時間・交通手段

約2.5 ㎞

約10分
交通手段・時間
［バス］ SC ←→ TC 間

約1分［電車］ 尾山台駅 ─ 等々力駅

SC ： 世田谷キャンパス　YC ： 横浜キャンパス　TC ： 等々力キャンパス

※［バス］は東京都市大学で運行している
シャトルバスを利用した所要時間です。
※YC─TC間のシャトルバスは運行していません。

世田谷・等々力キャンパス間
距　　離

約15.0 ㎞

約30分
交通手段・時間
［バス］ SC ←→ YC 間

約30分［電車］ 尾山台駅 ─ 中川駅

世田谷・横浜キャンパス間
距　　離

約15.1 ㎞

約30分
交通手段・時間
［電車］ 中川駅 ─ 等々力駅

横浜・等々力キャンパス間
距　　離

校地校舎等の図面
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多　摩　川
東京都市大学
グラウンド

玉堤小学校

尾山台
ナザレン幼稚園

東京都立田園調布
特別支援学校

田園調布
雙葉中学高等学校

田園調布
雙葉小学校目

黒
通
り

多摩堤通り

世田谷キャンパスの位置関係

1号館

14号館

9号館

10号館

13号館

12号館

11号館

2号館

3号館 4号館
5号館

18号館

丸子川

ガソリンスタンド
環状8号線

至 自由が丘至 二子玉川

東京都市大学
グラウンド

コンビニ

東急大井町線
尾山台駅

「東京都市大北入口」バス停

「東京都市大南入口」バス停

交
番

幼稚園

至 田園調布

18号館・
テニスコート

多 摩 川

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

●

●

正門

北門

●

通用門

※改札を出て左にお進みください

至 高井戸

コンビニ

東京都市大前
交差点

尾山台交差点

（東京都市大学世田谷キャンパス前）

最寄り駅からの図面
東急大井町線「尾山台（東京都市大学 世田谷キャンパス前）」駅 
徒歩12分 1.1km

世田谷キャンパス

大学院 総合理工学研究科
理工学部／建築都市デザイン学部／
情報工学部

〒158-8557
東京都世田谷区玉堤1-28-1

■ 校地面積（m²）

■設置学部

■所 在  地

154,250.32m²

■ 校舎面積（m²） 73,022. 61  m² 

新6号館
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他学部と共用
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理工学部自然科学科
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東京都市大学学則 

平成３２年４月 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本大学は，学校教育法に基づき，豊かな教養を授け，深く専門の学術を教授研究し，もって文化の向上に寄与す

るとともに，人類福祉の増進に貢献することを目的とする。 

（自己点検及び評価） 

第１条の２ 本大学は，教育研究水準の向上を図り，前条の目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動等の状況

について自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は，別に定める。 

（名称） 

第２条 本大学は，東京都市大学と称する。 

（位置） 

第３条 本大学は，東京都世田谷区玉堤１丁目２８番１号に置く。 

第２章 組織 

（学部，学科及び収容定員） 

第４条 本大学に，理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部，環境学部，メディア情報学部，都市生活学部及び人

間科学部を置く。 

２ 各学部に設ける学科及び収容定員は，次のとおりとする。 

学  部 学    科 入学定員 収容定員 

理工学部 

機械工学科 １２０ ４８０ 

機械システム工学科 １１０ ４４０ 

電気電子通信工学科 １５０ ６００ 

医用工学科 ６０ ２４０ 

エネルギー化学科 ７５ ３００ 

原子力安全工学科 ４５ １８０ 

自然科学科 ６０ ２４０ 

計 ６２０ ２,４８０ 

建築都市デザイン学部 

建築学科 １２０ ４８０ 

都市工学科 １００ ４００ 

２２０ ８８０ 

情報工学部 

情報科学科 １００ ４００ 

知能情報工学科 ８０ ３２０ 

計 １８０ ７２０ 

環境学部 

環境創生学科 ９０ ３６０ 

環境経営システム学科 ７０ ２８０ 

計 １６０ ６４０ 

メディア情報学部

社会メディア学科 ９０ ３６０ 

情報システム学科 ９０ ３６０ 

計 １８０ ７２０ 

都市生活学部 都市生活学科 １６０ ６４０ 

人間科学部 児童学科 １００ ４００ 

合  計 １,６２０ ６,４８０ 
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（人材の養成及び教育研究上の目的） 

第４条の２ 第１条を実現するため，各学部と学科における人材の養成及び教育研究上の目的を別表６に定める。 

 

（共通教育部） 

第４条の３ 本大学に，共通教育部を置く。 

２ 共通教育部に関する規程は，別に定める。 

 

（大学院） 

第５条 本大学に，大学院を置く。 

２ 大学院の学則は，別に定める。 

 

（図書館） 

第６条 本大学に，図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は，別に定める。 

 

（学生部） 

第７条 本大学に，学生部を置く。 

２ 学生部に関する規程は，別に定める。 

 

（付属施設） 

第８条 本大学に，以下の付属施設を置く。 

(1) 総合研究所 

(2) 情報基盤センター 

２ 理工学部に，原子力研究所を置く。 

３ 付属施設に関する規程は，別に定める。 

 

（付属学校） 

第９条 本大学に，次の付属学校を置く。 

(1) 付属高等学校 

(2) 付属中学校 

(3) 等々力高等学校 

(4) 等々力中学校 

(5) 塩尻高等学校 

(6) 付属小学校 

(7) 二子幼稚園 

２ 付属学校の学則は，別に定める。 

 

第３章 職員 

 

（職員組織） 

第１０条 本大学に，学長，教授，准教授，講師，助教，助手，技術職員及び事務職員を置く。 

２ 前項のほか，副学長を置くことができる。 

３ 学長及び副学長に関する規程は，別に定める。 

４ 各学部に，学部長を置く。 

５ 学部長に関する規程は，別に定める。 

 

（教員資格） 

第１１条 各学科の主要な学科目は，各専門分野につき資格を有する専任の教授，准教授，講師又は助教が担当する。 

２ 各学科の学科目を担当する教員の資格基準及び資格審査に関し必要な規程は，別に定める。 
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第４章 大学協議会及び教授会 

 

（大学協議会） 

第１２条 本大学に，大学協議会を置き，学長の求めに応じ，本大学の運営に関する重要事項を審議する。 

２ 大学協議会に関する規程は，別に定める。 

 

（教授会） 

第１３条 各学部に，教授会を置く。 

２ 学部長は，教授会を招集し，その議長となる。 

３ 教授会は，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議し，意見を述べる。 

(1) 当該学部における学生の入学，卒業及び学位授与に関すること。 

(2) 当該学部における教育研究に関する重要な事項で，学長が教授会の意見を聴くことが必要であると認めるもの。 

４ 教授会は，前項に規定するもののほか，当該学部の教育研究に関する事項について審議し，学長及び学部長の求めに

応じ，意見を述べることができる。 

５ 教授会には，准教授その他の職員を加えることができる。 

６ 教授会の運営に関する規程は，別に定める。 

 

第５章 教育課程及び履修方法 

 

（授業科目の区分） 

第１４条 理工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，理工学基礎科目，専門科目並

びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

２ 建築都市デザイン学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，学部基盤科目，専門科

目に区分する。 

３ 情報工学部にあっては，授業科目を教養科目，体育科目，外国語科目，PBL科目，情報工学基盤科目，専門科目並び

に教科及び教職に関する科目に区分する。 

４ 環境学部にあっては，授業科目を基礎科目(体育科目・外国語科目・教養科目)，専門基礎科目，専門科目(学科基盤科

目・学科専門科目)に区分する。 

５ メディア情報学部にあっては，授業科目を基礎科目(体育科目・外国語科目・教養科目)，専門基礎科目，専門科目(学

科基盤科目・学科専門科目)，並びに教科及び教職に関する科目に区分する。 

６ 都市生活学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，専門基礎科目，専門科目に区分する。 

７ 人間科学部にあっては，授業科目を教養科目，外国語科目，体育科目，専門科目並びに教科及び教職に関する科目に

区分する。 

 

（履修単位及び年限） 

第１５条 学生は，４年以上在学し，次の区分に従って所定の単位数以上を修得しなければならない。 

理工学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

理工学基礎科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 
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建築都市デザイン学部 建築学科 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

学部基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６８単位 

小  計 １２０単位 

自由選択    ※ ４単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して４単位以上修得しなければならない。 

建築都市デザイン学部 都市工学科 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

学部基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 

情報工学部 一般コース 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 ８単位 

PBL科目 ３単位 

情報工学基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１２単位 

自由選択    ※ １２単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１２単位以上修得しなければならない。 

情報工学部 国際コース 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

体育科目 １単位 

外国語科目 １２単位 

PBL科目 ３単位 

情報工学基盤科目 ３０単位 

専門科目 ６０単位 

小  計 １１６単位 

自由選択    ※ ８単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して８単位以上修得しなければならない。 
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環境学部 

区分 卒業要件 

基礎科目 

外国語科目 ８単位 

体育科目 １単位 

教養科目 １０単位 

PBL科目 ４単位 

小  計 ２３単位 

専門基礎科目 ３０単位 

小  計 ３０単位 

専門科目 
学科基盤科目 

６０単位 
学科専門科目 

小  計 ６０単位 

自由選択科目  ※ １１単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１１単位以上修得しなければならない。 

メディア情報学部 

区分 卒業要件 

基礎科目 
外国語科目 ８単位 

教養科目 １０単位 

小  計 １８単位 

専門基礎科目 ３０単位 

小  計 ３０単位 

専門科目 
学科基盤科目 

６０単位 
学科専門科目 

小  計 ６０単位 

自由選択科目  ※ １６単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１６単位以上修得しなければならない。 

体育科目の単位は，自由選択に含める。 

都市生活学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 １０単位 

外国語科目 ８単位 

専門基礎科目 ３７単位 

専門科目 ５４単位 

小  計 １０９単位 

自由選択 ※ １５単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１５単位以上修得しなければならない。 

体育科目の単位は，自由選択に含める。 

人間科学部 

区  分 卒 業 要 件 

教養科目 

２０単位 外国語科目 

体育科目 

専門科目 ９０単位 

小  計 １１０単位 

自由選択 ※ １４単位 

合  計 １２４単位 

※自由選択として，各区分の卒業要件を越える分を合算して１４単位以上修得しなければならない。 
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２ 学部の定めるところにより，他学部，他学科で開設する指定授業科目を履修したときは，当該授業科目の単位を卒業

に必要な単位として認めることができる。 

３ 理工学部，建築都市デザイン学部及び情報工学部の学生は，６０単位以上を修得しなければ３年次に進級することが

できない。 

４ 環境学部の学生は，２年以上在学し，７０単位以上を修得しなければ事例研究に着手することができない。 

５ メディア情報学部の学生は，２年以上在学し，７０単位以上を修得しなければ３年次に進級することができない。 

６ 理工学部及び建築都市デザイン学部の学生は，３年以上在学し，１００単位以上を修得しなければ４年次に進級し卒

業研究に着手することができない。 

７ 情報工学部の学生は，３年以上在学し，１００単位以上を修得しなければ４年次に進級することができない。 

８ 都市生活学部及び人間科学部の学生は，３年以上在学し，１００単位以上を修得しなければ卒業研究に着手すること

ができない。 

９ 環境学部及びメディア情報学部の学生は，３年以上在学し，事例研究（１）及び事例研究（２）を含む１００単位以

上を修得しなければ卒業研究に着手することができない。 

 

（在学年数及び在学年限） 

第１６条 前条における，本大学での在学年数とは，本大学入学後の年数とする。 

２ 編入学，転入学又は再入学した者の在学年数は，前項の規定にかかわらず前項の在学年数に以下の年数を加えたもの

とする。 

(1) ２年次入学の場合は１年 

(2) ３年次入学の場合は２年 

３ 転学部又は転学科の場合は，転学部又は転学科の学年次にかかわりなく，第１項による。 

４ 休学期間は在学年数に含めない。 

５ 在学年数は，８年を超えることができない。 

６ 理工学部，建築都市デザイン学部，情報工学部及びメディア情報学部については，２年次までの在学年数は，４年を

超えることができない。 

 

（科目の履修届出） 

第１７条 学生は，履修しようとする科目について，所定の届出をしなければならない。 

 

（教育課程，単位の計算方法及び授業の方法） 

第１８条 各学部各学科の教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数は，別表１のとおりとし，履修の順序，その他履

修方法は，別に定める。 

２ 本条に規定する各授業科目の単位数は，１単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせ４５時間とし，次の標準によ

り計算するものとする。 

(1) 講義及び演習は，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については，３０時間の授

業をもって１単位とする。 

(2) 実験，実習，製図及び実技は，３０時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については，

４５時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 卒業研究は，３０時間をもって１単位とするが，内容を考慮して定める。 

３ 本条に規定する各授業科目の授業を，文部科学大臣が別に定めるところにより, 多様なメディアを高度に利用して，

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。なお，この授業において修得する単位数は，６０単位を

超えないものとする。 

 

（各授業科目の授業期間） 

第１８条の２ 各授業科目の授業は，１０週又は１５週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし，教育上必要

があり，かつ，十分な教育効果をあげることができると認められる場合は，この限りでない。 

  



 

 

東京都市大学学則 
 

（編入学者等の既修得単位の認定） 

第１９条 学生が本大学の学部に編入学又は転入学する前に，大学，短期大学，高等専門学校又は専修学校の専門課程に

おいて履修した授業科目について修得した単位を，本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 学生が転学部又は転学科する前に所属した学部・学科において履修した授業科目について修得した単位を，転学部又

は転学科後の学部・学科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

３ 前２項の単位認定は当該学部教授会の議を経て行うものとする。 

 

（教育職員の免許状） 

第２０条 教育職員免許状の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，教育職員免許法及び同法施行

規則に定められている所定の単位を修得しなければならない。 

２ 前項に定める免許状の種類及び免許教科は次のとおりとする。 

学  部 学    科 免許状の種類    （教科） 

理工学部 

機械工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，技術） 

機械システム工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，技術） 

電気電子通信工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科，技術） 

医用工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科） 

エネルギー化学科 
高等学校教諭一種免許状 （理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （理科，技術） 

原子力安全工学科 
高等学校教諭一種免許状 （理科，工業） 

中学校教諭一種免許状  （理科，技術） 

自然科学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，理科） 

中学校教諭一種免許状  （数学，理科） 

情報工学部 

情報科学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，情報） 

中学校教諭一種免許状  （数学） 

知能情報工学科 
高等学校教諭一種免許状 （数学，情報） 

中学校教諭一種免許状  （数学） 

メディア情報学部 
社会メディア学科 高等学校教諭一種免許状 （情報） 

情報システム学科 高等学校教諭一種免許状 （情報） 

人間科学部 児童学科 幼稚園教諭一種免許状 

３ 教科及び教職に関する科目の単位数及び授業時間数は，別表２のとおりとし，履修の順序，その他履修方法は，別に

定める。 

 

（学芸員の資格） 

第２０条の２ 学芸員の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，博物館法及び同施行規則に定めら

れている博物館に関する科目の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の博物館に関する科目の単位を修得するために開講する科目及びその単位数は，別表１の理工学部自然科学科の

専門科目教育課程表に定める。 

３ 第２項の科目の履修に関する規定は別に定める。 
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（保育士の資格） 

第２０条の３ 人間科学部児童学科の学生で保育士の資格を得ようとする者は，卒業に必要な単位を修得するほか，児童

福祉法及び同法施行規則に定められている所定の単位を修得しなければならない。 

２ 保育士養成課程の単位数，授業時間数，履修の順序，その他履修方法は，別に定める。 

 

第６章 学年及び休業 

 

（学年） 

第２１条 学年は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。 

 

（学期） 

第２２条 学年を次の２学期に分ける。 

前学期  ４月１日から９月２０日まで 

後学期  ９月２１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第２３条 休業日は，次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(3) 創立記念日  １０月１７日 

(4) 夏期休業日  ７月２６日から９月２０日まで 

(5) 冬期休業日  １２月１５日から翌年１月１０日まで 

２ 学長は，必要に応じ当該学部教授会の議を経て，臨時に前項に定める休業日を変更し，又は別に休業日を定めること

ができる。 

 

第７章 入学，休学，退学及び賞罰 

 

（入学の時期） 

第２４条 入学の時期は，学年の始めとする。 

 

（入学資格） 

第２５条 本大学１年次に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者 

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程(修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。)で

文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に

合格した者を含む。） 

(8) その他本大学において，相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 

（入学志願の手続） 

第２６条 入学志願者は，指定の期間内に，入学検定料を添えて，所定の書類を提出しなければならない。 

２ 入学志願の手続きに関し，必要な事項は別に定める。 
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（入学者の選考） 

第２７条 入学志願者に対しては，学力，健康その他について選考の上，入学者を定める。入学者の選考に関し，必要な

事項は別に定める。 

 

（入学手続） 

第２８条 入学試験に合格した者は，所定の期日までに，本大学の定める入学手続きをしなければならない。 

２ 学長は，前項の入学手続きを完了した者に，入学を許可する。 

３ 入学手続きに関し，必要な事項は別に定める。 

 

（編入学及び転入学） 

第２９条 次の各号の一に該当する者が編入学又は転入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を許可する

ことがある。 

(1) 大学（外国の大学を含む。）を卒業した者 

(2) 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者 

(3) 短期大学（外国の短期大学を含む。）を卒業した者 

(4) 我が国において，外国の短期大学相当として指定した外国の学校の課程を修了した者（第２５条に定める入学資格

を有する者に限る。） 

(5) 高等専門学校を卒業した者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を

修了した者（第２５条に定める入学資格を有する者に限る。） 

(7) 我が国において，外国の大学相当として指定した外国の学校の課程に在学した者（第２５条に定める入学資格を有

する者に限る。） 

２ 他の大学（外国の大学を含む。）の在学生が，本大学への転入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を

許可することがある。 

 

（再入学） 

第３０条 やむをえない事情で本大学を退学した者が再入学を願い出たときは，定員を考慮し，選考の上，入学を許可す

ることがある。ただし，懲戒による退学者の再入学は許可しない。 

 

（転学部又は転学科） 

第３１条 本大学の学生が，本大学の他学部への転学部又は同一学部内の他学科への転学科を願い出たときは，定員を考

慮し，選考の上，これを許可することがある。 

 

（休学） 

第３２条 やむを得ない理由により長期にわたって修学することができない者は，その理由を詳記した休学願を保証人連

署の上，各学期の始めまでに願い出て休学の許可を得なければならない。 

２ 休学の期間は，原則として１学期または１学年を区分とし，当該年度限りとする。ただし，既に許可を得ている休学

期間の延長を希望するときは引き続き許可するが，通算して３年を超えることはできない。 

３ 前２項にかかわらず，不慮の傷病等特別な事情により，連続して２ヶ月以上修学できなくなった場合，学期途中であ

っても証明書類を添付して休学を願い出ることができる。 

 

（願いによる退学） 

第３３条 病気その他やむをえない事情のため，学業を続ける見込みがないときは，願い出て退学することができる。 

 

（除籍） 

第３４条 次の各号の一に該当する学生があるときは，学長は当該学部教授会に諮り，除籍することがある。 

(1) 所定の学費を納入しないとき。 

(2) 在学年数８年に及んでなお卒業できないとき。この場合の在学年数については第１６条を準用する。 
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（授賞） 

第３５条 学生で，人物及び学業が優秀な者には授賞することがある。 

 

（懲戒） 

第３６条 学生で，本大学の規則に違反し，又は学生の本分に反する行為があったときは，学長は当該学部教授会の議を

経てこれを懲戒する。 

２ 懲戒は，譴責，停学及び退学とする。 

３ 懲戒に関し必要な規程は，別に定める。 

 

第８章 試験及び卒業 

 

（試験の種類） 

第３７条 試験を分けて，科目試験及び卒業試験とする。 

 

（試験の方法） 

第３８条 科目試験は，所定の期間内に行う。ただし，平常の成績によって考査することがある。 

 

（卒業試験） 

第３９条 卒業試験は，論文，設計又は実験報告等につき，その作成経過を加味して行う。 

 

（受験資格） 

第４０条 学生は，本学則及びこれに基づいて定められる規程に従って履修した科目についてのみ受験することができる。 

 

（成績の評価） 

第４１条 試験の成績は，原則として秀，優，良，可及び不可の５級に分け，秀，優，良及び可を合格とし，不可を不合

格とする。 

 

（単位の授与） 

第４２条 科目試験に合格した者には，第１８条に掲げる単位を与える。 

 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第４３条 本大学は，教育上有益と認めるときは，協議により他の大学又は短期大学において履修した授業科目について

修得した単位を，６０単位を超えない範囲で，当該学部教授会の議を経て，本大学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第４４条 本大学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文

部科学大臣が別に定める学修を，当該学部教授会の議を経て，本大学における授業科目の履修とみなし，単位を与える

ことができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は，前条により修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないも 

のとする。 
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（卒業及び学位） 

第４５条 本大学に４年以上在学し，第１５条に定める単位を修得し，かつ，卒業試験に合格した者には，当該学部教授

会の議を経て，卒業証書を授与する。 

２ 本大学を卒業した者には，本大学学位規程の定めるところにより以下の学位を授与する。 

学部（学科） 学位 

理工学部 

（機械工学科，機械システム工学科，電気電子通信工学科， 

医用工学科，エネルギー化学科，原子力安全工学科） 

 

学士（工学） 

理工学部（自然科学科） 学士（理学） 

建築都市デザイン学部 学士（工学） 

情報工学部 学士（工学） 

環境学部 学士（環境学） 

メディア情報学部（社会メディア学科） 学士（社会情報学） 

メディア情報学部（情報システム学科） 学士（情報学） 

都市生活学部 学士（都市生活学） 

人間科学部 学士（児童学） 

３ 第１項の在学年数については，第１６条を準用する。 

 

第９章 入学検定料，入学金及び授業料 

 

（授業料等） 

第４６条 入学検定料，入学金及び授業料の額は，別表３に定める。 

２ 授業料は，所定の期日までに納入しなければならない。 

３ 一旦納入した入学検定料，入学金及び授業料は返還しない。ただし，入学手続時の授業料については，所定の期日ま

でに入学辞退の届け出があった場合は返還することがある。 

４ 休学中の授業料等は，別に定める東京都市大学授業料等納入規程によるものとする。 

 

第１０章 研究生，科目等履修生，外国人留学生，特別研究生及び特別聴講学生 

 

（研究生） 

第４７条 本大学において研究を志望する者は，許可を得て，研究生として入学することができる。研究生は，本大学の

指定する教授等の指導を受けるものとする。 

 

（研究生の資格） 

第４８条 研究生は，本大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者に限る。 

 

（研究生の在学期間） 

第４９条 研究生の在学期間は，半年又は１カ年とする。ただし，事情によっては期間の延長を認めることがある。 

 

（研究生の授業料等） 

第５０条 研究生は，別表４に定める入学金及び授業料を納入しなければならない。 

 

（研究生の証明書） 

第５１条 研究生で，研究について相当の成果を収めた者に対しては，研究証明書を授与することがある。 

 

（科目等履修生） 

第５２条 本大学の授業科目中，特定の科目の履修を希望する者があるときは，科目等履修生として入学を許可すること

がある。  
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（科目等履修生の資格） 

第５３条 科目等履修生は，履修科目を学修し得る能力のある者に限る。 

 

（科目等履修生の在学期間） 

第５４条 科目等履修生の在学期間は，１年以内とする。ただし，事情によっては，期間の延長を認めることがある。 

 

（履修料） 

第５５条 科目等履修生は，別表５に定める入学検定料，入学金及び履修料を納入しなければならない。 

 

（科目等履修生の証明書） 

第５６条 科目等履修生で，履修科目の試験に合格した者に対しては，第４２条に定める規定を準用し，単位修得証明書

を授与する。 

 

（外国人留学生） 

第５７条 第２５条に定める入学資格を有する外国人で，本大学に入学を志願する者があるときは，選考の上，外国人留

学生として入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（特別研究生） 

第５７条の２ 本大学において，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）との協議により，当該大学等

の学生に特別研究生として本大学の指定する教授等の指導を受けさせることがある。 

２ 特別研究生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（特別聴講学生） 

第５８条 本大学において，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）との協議により，当該大学等の学

生に特別聴講学生として本大学の授業科目を履修させることがある。 

２ 特別聴講学生に関して必要な事項については，別に定める。 

 

（規定の準用） 

第５９条 研究生及び特別研究生については，本章に規定する場合のほか，第１５条，第１６条，第２０条，第４２条，

第４３条，第４４条及び第４５条を除き，一般学生の規定を準用する。 

２ 科目等履修生及び特別聴講学生については，本章に規定する場合のほか，第１５条，第１６条及び第４５条を除き，

一般学生の規定を準用する。 

３ 外国人留学生については，第５７条に規定するもののほかは一般学生の規定を準用する。 

 

 

第１１章 学生寮 

 

（学生寮） 

第６０条 本大学に，学生寮を置く。 

２ 学生寮に関する規程は，別に定める。 
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   付 則（平成３０年３月１６日） 

１ この学則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，平成３０年度以前に入学した者については，従前どおりと

する（一部変更（第４条，第１５条，第２０条，第１８条別表１，第４条の２別表６））。 

２ 工学部及び知識工学部の収容定員は，第４条の規定にかかわらず，平成３１年度から平成３３年度までの間は，次の

とおりとする。 

学  部 学    科 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 

工 学 部 

機械工学科 ４６５ ４８０ ４８０ 

機械システム工学科 ４２０ ４４０ ４４０ 

電気電子通信工学科 ４６５ ５２０ ５６０ 

医用工学科 ２３５ ２４０ ２４０ 

エネルギー化学科 ２８５ ２９０ ２９５ 

原子力安全工学科 １６５ １８０ １８０ 

建築学科 ４４０ ４６０ ４７０ 

都市工学科 ３８５ ４００ ４００ 

計 ２，８６０ ３，０１０ ３，０６５ 

知識工学部 

情報科学科 ３９５ ４００ ４００ 

情報通信工学科 １８０ １２０ ６０ 

知能情報工学科 ３０５ ３１０ ３１５ 

自然科学科 ２０５ ２４０ ２４０ 

計 １，０８５ １，０７０ １，０１５ 

３ 知識工学部情報通信工学科は、平成３１年４月から学生募集を停止し、平成３１年３月３１日に現に在学している学

生の卒業をもって廃止する。 

 

   付 則（平成３０年３月１６日） 

 この学則は，平成３１年４月１日から施行する。 

 

付 則（平成３０年７月２４日） 

 この学則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，平成３０年度以前に入学した者については，従前どおりとす

る（一部変更（人間科学部児童学科 別表１））。 

 

   付 則（平成３１年２月２２日） 

 この学則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，平成３０年度以前に入学した者については，従前どおりとす

る（一部変更（第１４条，第１５条，第２０条，第２０条の３，第１８条別表１，第２０条第３項別表２））。 
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付 則（平成３１年３月１５日） 

１ この学則は，平成３２年４月１日から施行する。ただし，平成３１年度以前に入学した者については，従前どおりと

する（一部変更（第４条，第８条，第１４条，第１５条，第１６条，第２０条，第２０条の２，第４５条，第１８条別

表１，第２０条別表２，第４６条別表３，第４条の２別表６））。 

２ 工学部及び名称変更後の理工学部，建築都市デザイン学部並びに知識工学部及び名称変更後の情報工学部の収容定員

は，第４条の規定にかかわらず，平成３２年度から平成３４年度までの間は，次のとおりとする。 

学  部 学    科 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 

工 学 部 

機械工学科 ３６０ ２４０ １２０ 

機械システム工学科 ３３０ ２２０ １１０ 

原子力安全工学科 １３５ ９０ ４５ 

医用工学科 １８０ １２０ ６０ 

電気電子通信工学科 ３７０ ２６０ １５０ 

エネルギー化学科 ２１５ １４５ ７５ 

建築学科 ３４０ ２３０ １２０ 

都市工学科 ３００ ２００ １００ 

計 ２，２３０ １，５０５ ７８０ 

知識工学部 

情報科学科 ３００ ２００ １００ 

情報通信工学科 １２０ ６０ ０ 

経営システム工学科 ２３０ １５５ ８０ 

自然科学科 １８０ １２０ ６０ 

計 ８３０ ５３５ ２４０ 

理 工 学 部 

機械工学科 １２０ ２４０ ３６０ 

機械システム工学科 １１０ ２２０ ３３０ 

電気電子通信工学科 １５０ ３００ ４５０ 

医用工学科 ６０ １２０ １８０ 

エネルギー化学科 ７５ １５０ ２２５ 

原子力安全工学科 ４５ ９０ １３５ 

自然科学科 ６０ １２０ １８０ 

計 ６２０ １，２４０ １，８６０ 

建築都市 

デザイン学部 

建築学科 １２０ ２４０ ３６０ 

都市工学科 １００ ２００ ３００ 

計 ２２０ ４４０ ６６０ 

情報工学部 

情報科学科 １００ ２００ ３００ 

知能情報工学科 ８０ １６０ ２４０ 

計 １８０ ３６０ ５４０ 

３ 工学部建築学科及び都市工学科並びに知識工学部自然科学科は、平成３２年４月から学生募集を停止し、平成３２年

３月３１日に現に在学している学生の卒業をもって廃止する。 

 
 



別表１　教育課程，授業科目の単位数及び授業時間数（学則第18条）

１－１

1-1①

1-1②

1-1③

1-1④

1-1⑤

1-1⑥

1-1⑦

1-1⑧

1-1⑨

１－２

1-2①

1-2②

1-2③

１－３

1-3①

1-3②

１－４

1-4①

1-4②

1-4③

１－５

1-5①

1-5②

1-5③

１－６

１－７ 人間科学部　教育課程表(略)

人間科学部　児童学科 教育課程表

教養科目・外国語科目・体育科目・専門基礎科目・専門科目 教育課程表

理工学部　教育課程表

理工学部・情報工学部　教養科目・体育科目・外国語科目・PBL科目 教育課程表 

理工学部　機械工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　機械システム工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　電気電子通信工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　医用工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　エネルギー化学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　原子力安全工学科　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表(略)

理工学部　自然科学科　自然コース　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表   

理工学部　自然科学科　数理コース　理工学基礎科目・専門科目　教育課程表

建築都市デザイン学部　教育課程表(略)

建築都市デザイン学部　教養科目・体育科目・外国語科目・PBL科目　教育課程表

建築都市デザイン学部　建築学科　学部基盤科目・専門科目　教育課程表

建築都市デザイン学部　都市工学科　学部基盤科目・専門科目　教育課程表

情報工学部　教育課程表(略)

情報工学部　情報科学科　情報工学基盤科目・専門科目　教育課程表

情報工学部　知能情報工学科　情報工学基盤科目・専門科目　教育課程表

環境学部　教育課程表(略)

環境学部　学部共通科目　基礎科目・PBL科目　教育課程表

環境学部　環境創生学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

環境学部　環境経営システム学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

メディア情報学部　教育課程表(略)

メディア情報学部　学部共通科目　基礎科目　教育課程表

メディア情報学部　社会メディア学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表メ

ディア情報学部　情報システム学科　専門基礎科目・専門科目　教育課程表

都市生活学部　教育課程表(略)

都市生活学部　都市生活学科



1-1①　理工学部・情報工学部 教養科目･体育科目･外国語科目・PBL科目 教育課程表
○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学(1) 2 2

哲学(2) 2 2

倫理学(1) 2 2

倫理学(2) 2 2

倫理学(a) 1 1

倫理学(b) 1 1

文化人類学 2 2

視覚芸術史(1) 2 2

視覚芸術史(2) 2 2

デザイン概論(1) 2 2

デザイン概論(2) 2 2

日本文学 2 2

日本史(1) 2 2

日本史(2) 2 2

西洋史(1) 2 2

西洋史(2) 2 2

民俗学(a) 1 1

民俗学(b) 1 1

宗教学 2 2

社会学(1a) 1 1

社会学(1b) 1 1

社会学(2a) 1 1

社会学(2b) 1 1

社会学入門(a) 1 1

社会学入門(b) 1 1

経済学(1a) 1 1

経済学(1b) 1 1

経済学(2a) 1 1

経済学(2b) 1 1

日本経済論(a) 1 1

日本経済論(b) 1 1

政治学(1a) 1 1

政治学(1b) 1 1

政治学(2a) 1 1

政治学(2b) 1 1

日本の政治(a) 1 1

日本の政治(b) 1 1

国際関係論(1a) 1 1

国際関係論(1b) 1 1

国際関係論(2a) 1 1

国際関係論(2b) 1 1

日本国憲法 2 2 (2)

法学 2 2 　

民法 2 2

西洋経済史 2 (2) 2

人文地理学(a) 1 1

人文地理学(b) 1 1

現代中国論 2 2

教育学(1a) 1 1

教育学(1b) 1 1

教育学(2a) 1 1

教育学(2b) 1 1

スポーツ・健康論 2 2 (2)

心理学(1a) 1 1

心理学(1b) 1 1

心理学(2a) 1 1

心理学(2b) 1 1

心理学概論(a) 1 1

心理学概論(b) 1 1

心理学入門 2 2

人
文
学
系

区　分
科目群
系　統

社
会
科
学
系

人
間
科
学
系

教
養
科
目

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年



○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群
系　統

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年

社会とジェンダー(a) 1 1

社会とジェンダー(b) 1 1

国際化と異文化理解(a) 1 1

国際化と異文化理解(b) 1 1

日本文化の伝承(a) 1 1

日本文化の伝承(b) 1 1

論理学(1a) 1 1

論理学(1b) 1 1

論理学(2a) 1 1

論理学(2b) 1 1

ボランティア(1) 1

ボランティア(2) 1

教養ゼミナール(1) 2 2 (2)

教養ゼミナール(2) 2 2 (2)

教養特別講義(1) 2 2 (2)

教養特別講義(2) 2 2 (2)

基礎体育(1) △ 1 2

基礎体育(2) △ 1 2

応用体育(1) 1 2 (2) 集中授業あり

応用体育(2) 1 2 (2) 集中授業あり

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

Reading and Writing(1a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(1b) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2a) ○ 0.5 1

Reading and Writing(2b) ○ 0.5 1

Basic English Training(a) 1 1 (1)

Basic English Training(b) 1 1 (1)

Grammar(1a) 1 1 (1)

Grammar(1b) 1 1 (1)

Grammar(2a) 1 1 (1)

Grammar(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(1b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(2b) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3a) 1 1 (1)

Test Taking Skills(3b) 1 1 (1)

Critical Reading(1a) 1 1 (1)

Critical Reading(1b) 1 1 (1)

Critical Reading(2a) 1 1 (1)

Critical Reading(2b) 1 1 (1)

Critical Reading(3a) 1 1 (1)

Critical Reading(3b) 1 1 (1)

Critical Listening(1a) 1 1 (1)

Critical Listening(1b) 1 1 (1)

Critical Listening(2a) 1 1 (1)

Critical Listening(2b) 1 1 (1)

Critical Listening(3a) 1 1 (1)

Critical Listening(3b) 1 1 (1)

Communication Strategies(1a) 1 1 (1)

Communication Strategies(1b) 1 1 (1)

Communication Strategies(2a) 1 1 (1)

Communication Strategies(2b) 1 1 (1)

Communication Strategies(3a) 1 1 (1)

Communication Strategies(3b) 1 1 (1)

Academic English(1a) 1 1 (1)

Academic English(1b) 1 1 (1)

Academic English(2a) 1 1 (1)

Academic English(2b) 1 1 (1)

Academic English(3a) 1 1 (1)

Academic English(3b) 1 1 (1)

体
育
科
目

英
語
科
目
（

ス
キ
ル
）

外
国
語
科
目

そ
の
他

自
然
・
情
報

科
学
系

人
間
科
学
系

教
養
科
目



○印必修科目　△印選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

区　分
科目群
系　統

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

備考

週時間数

1年 2年 3年 4年

Literature in English(1a) 1 1 (1)

Literature in English(1b) 1 1 (1)

Literature in English(2a) 1 1 (1)

Literature in English(2b) 1 1 (1)

Global Culture(1a) 1 1 (1)

Global Culture(1b) 1 1 (1)

Global Culture(2a) 1 1 (1)

Global Culture(2b) 1 1 (1)

Language Sciences(1a) 1 1 (1)

Language Sciences(1b) 1 1 (1)

Language Sciences(2a) 1 1 (1)

Language Sciences(2b) 1 1 (1)

Global Society(1a) 1 1 (1)

Global Society(1b) 1 1 (1)

Global Society(2a) 1 1 (1)

Global Society(2b) 1 1 (1)

海外・特別選抜セミナー 2 2 (2)

外国語特別講義(a) 1 1 (1)

外国語特別講義(b) 1 1 (1)

ドイツ語(1a) 1 1 (1)

ドイツ語(1b) 1 1 (1)

ドイツ語(2a) 1 1 (1)

ドイツ語(2b) 1 1 (1)

フランス語(1a) 1 1 (1)

フランス語(1b) 1 1 (1)

フランス語(2a) 1 1 (1)

フランス語(2b) 1 1 (1)

スペイン語(1a) 1 1 (1)

スペイン語(1b) 1 1 (1)

スペイン語(2a) 1 1 (1)

スペイン語(2b) 1 1 (1)

イタリア語(1a) 1 1 (1)

イタリア語(1b) 1 1 (1)

イタリア語(2a) 1 1 (1)

イタリア語(2b) 1 1 (1)

中国語(1a) 1 1 (1)

中国語(1b) 1 1 (1)

中国語(2a) 1 1 (1)

中国語(2b) 1 1 (1)

アラビア語(1a) 1 1 (1)

アラビア語(1b) 1 1 (1)

アラビア語(2a) 1 1 (1)

アラビア語(2b) 1 1 (1)

韓国語(1a) 1 1 (1)

韓国語(1b) 1 1 (1)

韓国語(2a) 1 1 (1)

韓国語(2b) 1 1 (1)

日本語表現(a) 1 1 (1)

日本語表現(b) 1 1 (1)

SD PBL(1) ○ 1 2

SD PBL(2) ○ 1 2

SD PBL(3) ○ 1 2

教養科目　　　　　            １０単位

体育科目　　　　　　            １単位

外国語科目　　　　　            ８単位※

PBL科目　　 　　　　            ３単位

卒業要件

右記を含むこと　△選択必修科目１単位

右記を含むこと　○必修科目３単位

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

英
語
科
目
（

教
養
）

共
通

外
国
語
科
目

PBL科目

右記を含むこと　○必修科目４単位

※情報工学部国際コースは、１２単位とする。○必修科目４単位と

　「英語科目（教養）」・「英語科目（スキル）」科目群の選択科目から８単位を含むこと。



1-1⑧　理工学部 自然科学科 自然コース 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1) ○ 2 2 (2) *1 週時間数4とする場合がある。

微分積分学(2) 2 2 (2)

線形代数学(1) ○ 2 2 (2)

線形代数学(2) 2 2 (2)

微分方程式論 2 2

ベクトル解析学 2 2

フーリエ解析学 2 2

数理統計学 2 2

物理学(1) 2 2 (2) *2 週時間数4とする場合がある。

物理学(2) 2 2 (2) *3 週時間数4とする場合がある。

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

物理学実験 ○ 2 4 (4)

化学(1) △ 2 2

化学(2) △ 2 2

化学実験 ○ 2 (4) 4

生物学(1) △ 2 2

生物学(2) △ 2 2

生物学実験 ○ 2 4 (4)

地学(1) △ 2 2

地学(2) △ 2 2

地学実験 ○ 2 4 (4)

情報リテラシー演習 ○ 1 2

コンピュータ概論 2 2

プログラミング基礎 　 2 2

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2 　 　

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

自然科学科実験及び演習 ○ 2 4

野外調査法及び実習(1) ○ 3 4

野外調査法及び実習(2) 3 4

自然と数理 ○ 2 2

現代科学論 ○ 2 2

生涯学習概論 2 2 ◇

博物館教育論 2 2 ◇

博物館学(1) ○ 2 2 ◇

博物館学(2) 2 2 ◇

博物館学(3) 2 2 ◇

映像表現論 ○ 2 2 ◇

博物館資料保存論 2 2 ◇

博物館展示論 2 2 ◇

博物館学実習(1) 1 2 ◇

博物館学実習(2) 2 4 ◇

特別講義（NS-1） 2

特別講義（NS-2） 2

特別講義（NS-3） 2

専
門
科
目 学

科
共
通

理
工
学
教
養
系

専
門
教
養

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
基
礎
科
目

１年 ２年 ３年 ４年

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考



前 後 前 後 前 後 前 後

１年 ２年 ３年 ４年

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考

力学 ○ 2 2

力学演習 1 2

波動・熱力学 △ 2 2

電磁気学 △ 2 2

相対論入門 △ 2 2

分子構造論 ○ 2 2

生命の化学 ○ 2 2

分子物性論 ○ 2 2

分子の運動 △ 2 2

進化論 ○ 2 2

動物学 △ 2 2

植物学 △ 2 2

生命と物質 ○ 2 2

微生物学 △ 2 2

地球変動論 ○ 2 2

プレート・テクトニクス △ 2 2

宇宙科学 ○ 2 2

惑星科学 △ 2 2

古生物学 △ 2 2

地理学 △ 2 2

数学演習(1) 1 2

数学演習(2) 1 2

基礎論理回路 2 2

離散数学 2 2

集合と論理 2 2

極限と位相 2 2

基礎確率統計 2 2

関数論 2 2

代数学(1) 2 2

代数学(2) 2 2

代数学(3) 2 2

幾何学(1) 2 2

幾何学(2) 2 2

幾何学(3) 2 2

ルベーグ積分論 2 2

関数解析学 2 2

現代代数学 2 2

計算物理学 2 2

事例研究(1) ○ 4 4 (4)

事例研究(2) ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

自
然

卒
業
研
究

関
連
科
目

数
理

専
門
科
目

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位

以下を含むこと 以下を含むこと

　○　必修科目 15単位 　○　必修科目 41単位

　△　選択必修科目 6単位 　△　選択必修科目 14単位

卒

業

要

件



1-1⑨　理工学部 自然科学科 数理コース 理工学基礎科目・専門科目 教育課程表

前 後 前 後 前 後 前 後

微分積分学(1) ○ 2 2 (2) *1 週時間数4とする場合がある。

微分積分学(2) ○ 2 2 (2)

線形代数学(1) ○ 2 2 (2)

線形代数学(2) ○ 2 2 (2)

微分方程式論 ○ 2 2

ベクトル解析学 ○ 2 2

フーリエ解析学 ○ 2 2

数理統計学 2 2

物理学(1) 2 2 (2) *2 週時間数4とする場合がある。

物理学(2) 2 2 (2) *3 週時間数4とする場合がある。

物理学(3) 2 2

物理学(4) 2 2

電磁気学基礎 2 2

物理学実験 △ 2 4 (4)

化学(1) 2 2

化学(2) 2 2

化学実験 △ 2 (4) 4

生物学(1) 2 2

生物学(2) 2 2

生物学実験 △ 2 4 (4)

地学(1) 2 2

地学(2) 2 2

地学実験 △ 2 4 (4)

情報リテラシー演習 ○ 1 2

コンピュータ概論 2 2

プログラミング基礎 　 2 2

数値解析 2 2

技術者倫理 ○ 2 2

インターンシップ(1) 1

インターンシップ(2) 1

海外体験実習(1) 2 　 　

海外体験実習(2) 2

金属加工（製図・実習含） 2 2

電気工学概論（実習含） 2 2

理工学と生活 2 2

工業概論 2 2

原子力汎論 2 2

量子力学入門 2 2

論理的な問題解決の進め方 2 2

自然科学科実験及び演習 ○ 2 4

野外調査法及び実習(1) 3 4

野外調査法及び実習(2) 3 4

自然と数理 ○ 2 2

現代科学論 ○ 2 2

生涯学習概論 2 2 ◇

博物館教育論 2 2 ◇

博物館学(1) 2 2 ◇

博物館学(2) 2 2 ◇

博物館学(3) 2 2 ◇

映像表現論 2 2 ◇

博物館資料保存論 2 2 ◇

博物館展示論 2 2 ◇

博物館学実習(1) 1 2 ◇

博物館学実習(2) 2 4 ◇

特別講義（NS-1） 2

特別講義（NS-2） 2

特別講義（NS-3） 2

４年

専
門
科
目

専
門
教
養

学
科
共
通

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

備考

理
工
学
基
礎
科
目

数
学
系

自
然
科
学
系

情
報
系

理
工
学
教
養
系

区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年



前 後 前 後 前 後 前 後

４年

○印必修科目　△印選択必修科目　◇博物館に関する科目

備考
区　分
科目群

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

１年 ２年 ３年

力学 2 2

力学演習 1 2

波動・熱力学 2 2

電磁気学 2 2

相対論入門 2 2

分子構造論 2 2

生命の化学 2 2

分子物性論 2 2

分子の運動 2 2

進化論 2 2

動物学 2 2

植物学 2 2

生命と物質 2 2

微生物学 2 2

地球変動論 2 2

プレート・テクトニクス 2 2

宇宙科学 2 2

惑星科学 2 2

古生物学 2 2

地理学 2 2

数学演習(1) △ 1 2

数学演習(2) △ 1 2

基礎論理回路 △ 2 2

離散数学 △ 2 2

集合と論理 ○ 2 2

極限と位相 △ 2 2

基礎確率統計 △ 2 2

関数論 ○ 2 2

代数学(1) ○ 2 2

代数学(2) △ 2 2

代数学(3) △ 2 2

幾何学(1) ○ 2 2

幾何学(2) △ 2 2

幾何学(3) △ 2 2

ルベーグ積分論 △ 2 2

関数解析学 ○ 2 2

現代代数学 ○ 2 2

計算物理学 ○ 2 2

事例研究(1) ○ 4 4 (4)

事例研究(2) ○ 2 (2) 2

卒業研究(1) ○ 3 6 (6)

卒業研究(2) ○ 3 (6) 6

数
理

卒
業
研
究

関
連
科
目

専
門
科
目

自
然

理工学基礎科目 30単位 専門科目 60単位

以下を含むこと 以下を含むこと

　○　必修科目 17単位 　○　必修科目 32単位

　△　選択必修科目 2単位 　△　選択必修科目 14単位

卒
業
要
件



２－１ 理工学部・情報工学部　教育課程表［教職］

2-1① 理工学部・情報工学部・メディア情報学部

教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法（各学科共通）教育課程表

2-1② 理工学部・情報工学部　教科に関する専門的事項（各学科共通）　教育課程表

2-1③ 理工学部・情報工学部　大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

2-1④ 理工学部・情報工学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（各学科共通）　教育課程表

２－２ メディア情報学部　教育課程表［教職］(略)

2-2① メディア情報学部　社会メディア学科　教科に関する専門的事項　教育課程表

2-2② メディア情報学部　情報システム学科　教科に関する専門的事項　教育課程表

2-2③ メディア情報学部　大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

2-2④ メディア情報学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（各学科共通）　教育課程表

２－３ 人間科学部　教育課程表［教職］(略)

2-3① 人間科学部　教育の基礎的理解に関する科目等及び保育内容の指導法（児童学科）　教育課程表

2-3② 人間科学部　領域に関する専門的事項（児童学科）　教育課程表

2-3③ 人間科学部　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（児童学科）　教育課程表

別表２　教育職員免許状を取得するための教科及び教職に関する科目



　　　教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法（各学科共通） 教育課程表
○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

①－１ 教育原論 ○ 2 2

①－２ 教職論 ○ 2 2

①－３ 教育社会学 △ 2 2

教育制度論 △ 2 2

①－４ 教育心理学 　 2 2

発達心理学 ○ 2 2

①－５ 特別支援教育 ○ 2 2

①－６ 教育課程論 ○ 2 2

②－１ 道徳教育の理論と方法 ○ 2 2 中学校のみ

②－２ 総合的な学習の時間の理論と方法 ○ 2 2

②－３ 特別活動の理論と方法 ○ 2 2

②－４ 教育の方法と技術(1) ○ 2 2

教育の方法と技術(2) 2 2

②－５ 生徒指導・進路指導の理論と方法 ○ 2 2

②－６ 教育相談とカウンセリング(1) △ 2 2

教育相談とカウンセリング(2) △ 2 2

③－１ 教育実習(1) ○* 2 2 *中学校は必修

教育実習事前事後指導(1) ○* 1 1

教育実習(2) ○ 2 2

教育実習事前事後指導(2) ○ 1 1

③－２ 教職実践演習（中・高） ○ 2 2

数学教育法(1) ○ 2 2 *中学校は必修

数学教育法(2) ○ 2 2

数学教育法(3) ○* 2 2

数学教育法(4) ○* 2 2

理科教育法(1) ○ 2 2 *中学校は必修

理科教育法(2) ○ 2 2

理科教育法(3) ○* 2 2

理科教育法(4) ○* 2 2

技術教育法(1) ○ 2 2

技術教育法(2) ○ 2 2

技術教育法(3) ○ 2 2  

技術教育法(4) ○ 2  2

情報教育法(1) ○ 2 2

情報教育法(2) ○ 2 2

工業教育法(1) ○ 2 2

工業教育法(2) ○ 2 2

＜科目区分の詳細＞

①教育の基礎的理解に関する科目

　①－１　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

　①－２　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

　①－３　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

　①－４　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

　①－５　特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

　①－６　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

②道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

　②－１　道徳の理論及び指導法

　②－２　総合的な学習の時間の指導法

　②－３　特別活動の指導法

　②－４　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

　②－５　生徒指導の理論及び方法

　　　　　進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

　②－６　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

③教育実践に関する科目

　③－１　教育実習

　③－２　教職実践演習

単
位
数

高等学校教諭
一種免許状　数学
中学校教諭
一種免許状　数学

　
　
各
教
科
の
指
導
法

　
　
（

情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
。
）

高等学校教諭
一種免許状　理科
中学校教諭
一種免許状　理科

中学校教諭
一種免許状　技術

高等学校教諭
一種免許状　情報

高等学校教諭
一種免許状　工業

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,情報,
工業

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術

１科目必修

１科目必修

2-1① 理工学部・情報工学部・メディア情報学部 

週時間数

備考1年 2年 3年 4年
学則第４条の学科で取
得し得る教育職員免許
状の種類と免許教科

授業科目

必
選
の
別

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

科目区分



○印：必修科目　△印：選択必修科目

前 後 前 後 前 後 前 後

数1)
代数学

幾何学(1) △ 2 2

幾何学(2) △ 2 2

幾何学(3) △ 2 2

数3)
解析学

数4)
「確率論、統計学」

確率論 ○ 2 2

数5)
コンピュータ

理1)
物理学

物理学概論 ○ 2 2

理2)
化学

理3)
生物学

理4)
地学

理5)
物理学実験
(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)
理6)
化学実験(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

理7)
生物学実験
(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)
理8)
地学実験(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。)

技1)
木材加工
(製図及び実習を含む。)

木材加工(製図・実習含) ○ 2 2

技2)
金属加工
(製図及び実習を含む。)

技3)
機械(実習を含む。)

機械工作実習 ○ 2 2

技4)
電気(実習を含む。)

技5)
栽培(実習を含む。)

栽培(実習含) ○ 2 2

技6)
情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(実習を含む。)

情1)
情報社会・情報倫理

情2)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・情報処理
(実習を含む。)

情3)
情報システム(実習を含む。)

情4)
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(実習を含む。)

情5)
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術
(実習を含む。)

情6)
情報と職業

工1)
工業の関係科目

職業指導(1) △ 2 2

職業指導(2) △ 2 2

高等学校教
諭一種免許
状
理科

中学校教諭
一種免許状
理科

※1)必修科目(○)を含み合計20単位以上修得。
※2)科目区分理2～4は、各学科の指定科目を修得することにより
充当可能。
※3)科目区分理1～4から1単位以上修得する。
※4)※3に加えて、中学校の場合は科目区分理5～8の実験全て
を修得する。
※5)※3に加えて、高等学校の場合は科目区分理5～8の中から1
つを選択し修得する。
※6)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。

※2

※2

※2

※2

※2

※2

※4

高等学校教
諭
一種免許状
工業

※1)選択必修科目(△)を含み合計20単位以上修得する。
※2)科目区分工1～2から各1単位以上修得する。
※3)科目区分工2(△)から1科目以上を選択し修得する。
※4)科目区分工1は、各学科の指定科目を修得することによ
り充当可能。
※5)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することに
より充当可能。

高等学校教
諭
一種免許状
情報

※2

※2

工2)
職業指導

※1)合計20単位以上修得。
※2)科目区分情1～6は、各学科の指定科目を修得すること
により充当可能。
※3)科目区分情1～6から各1単位以上修得する。
※4)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することに
より充当可能。

※2

※2

※2

※2

中学校教諭
一種免許状
技術

高等学校教
諭一種免許
状
数学

中学校教諭
一種免許状
数学

科目区分

数2)
幾何学

2-1② 理工学部・情報工学部 教科に関する専門的事項（各学科共通） 教育課程表

学則第４条の
学科で取得し
得る教育職員
免許状の種類
と免許教科

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

1年 2年 3年 4年 備考

※3

※1)必修科目(○)を含み合計20単位以上修得する。
※2)科目区分技1～技6から各1単位以上修得する。
※3)科目区分技2、技4、技6は、各学科の指定科目を修得す
ることにより充当可能。
※4)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することに
より充当可能。

※3

※3

※1)必修科目(○)及び選択必修科目(△)を含み合計20単位以上
修得する。
※2)科目区分数1～5から各1単位以上修得する。
※3)科目区分数1は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。
※4)科目区分数2(△)から1科目を選択し修得する。
※5)科目区分数3は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。
※6)科目区分数5は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。
※7)不足する単位は、各学科の指定科目を修得することにより充
当可能。

※5

※6

※2

※3



○印必修

前 後 前 後 前 後 前 後

介護等体験 ○* 1 1 *中学校は必修

道徳教育の理論と方法 2 2 高等学校のみ

教職総合ゼミナール 2 2

2-1③ 理工学部・情報工学部
大学が独自に設定する科目（各学科共通）　教育課程表

「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「教科及び教科の指導法に関する科目」
のうち、最低修得単位数を超えて修得する科目

備考

週時間数

1年 2年 4年

学則第４条の学
科で取得し得る
教育職員免許状
の種類と免許教
科

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

3年

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,
情報,工業,

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術



○印必修　△印選択必修

前 後 前 後 前 後 前 後

日本国憲法 日本国憲法 ○ 2 2 (2)

基礎体育(1) △1 1 2

基礎体育(2) △1 1 2

応用体育(1) △1 1 2 (2)

応用体育(2) △1 1 2 (2)

スポーツ・健康論 ○ 2 2 (2)

Communication Skills(1) ○ 1 2

Communication Skills(2) ○ 1 2

情報リテラシー △2 2 2

情報リテラシー演習 △2 1 1

プログラミング基礎 △2 2 2

2-1④ 理工学部・情報工学部
教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （各学科共通）　教育課程表

学則第４条の学科で
取得し得る教育職員
免許状の種類と免許
教科

免許法
施行規則
に定める
科目区分

授業科目

必
選
の
別

単
位
数

週時間数

備考

1年 2年 3年 4年

高等学校教諭
一種免許状
数学,理科,情報,工業

中学校教諭
一種免許状
数学,理科,技術

体育
△1より1単位以

上修得

外国語コミュニ
ケーション

情報機器の操作
△2より2単位以

上修得



 

 

東京都市大学学則 
 

別表３ 入学検定料，入学金及び授業料（学則第４６条） 

 

科  目 学  部 金    額 備    考 

入学検定料 全 学 部 ３５,０００円 
大学入試センター試験利用の場合は， 

１８,０００円 

入 学 金 全 学 部 ２４０,０００円 
 

 

授 業 料 

理 工 学 部 

建築都市デザイン学部 

情 報 工 学 部  

１,３８０,０００円  

環 境 学 部 

メディア情報学部 
１,２５０,０００円  

都 市 生 活 学 部  

人 間 科 学 部  
１,１３０,０００円  

 

 

別表４ 研究生の入学検定料，入学金及び授業料（学則第５０条） 

 

科  目 金    額 

入学検定料 ６,０００円 

入 学 金 ６,０００円 

授 業 料 半期分      ２７０,０００円 

 

 

別表５ 科目等履修生の入学検定料，入学金及び履修料（学則第５５条） 

 

科  目 金    額 

入学検定料 １２,０００円 

入 学 金 １０,０００円 

履 修 料 １単位につき    １２,０００円 

 

  



東京都市大学学則

別表６ 人材の養成及び教育研究上の目的（学則第４条の２） 

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

理工学部 「理論と実践」という教育理念に基づき，現実に即した発想のもとに理論的裏付けを持っ

た実践によって，社会の要請に対応できる技術的能力を備えた人材を養成することを目的

とする。 

機械工学科 機械工学の専門知識の修得と実践的学習を通して，工業が自然や人間社会に及ぼす影響を

理解しながら問題発見・問題解決をしてもの作りができる能力及び論理的な思考に基づい

たコミュニケーション能力を向上させ，社会の要請に応えられる人材を養成することを目

的とする。 

機械システム工学科 機械工学，電気工学，制御工学の基礎を幅広く学修し，機械システムを設計する実践的な

経験を積むことにより，社会の多様な要請に応じた機械システムを構築できる技術者を養

成することを目的とする。 

電気電子通信工学科 電気電子工学の基礎となる知識を十分に修得した上で，幅広く専門知識を身に付け，さら

に学生実験や卒業研究を通して実践的な経験をつむことにより，進化する社会の中で技術

者として生き抜いていく力を養い，現実に即した発想のもと電気電子分野の知識に基づく

理論的裏付けを持った実践によって多彩かつ柔軟に応用できる技術者を養成することを

目的とする。 

医用工学科 工学的分野と医学的分野の両方の知識をバランスよく修得し，生体の機能と構造，及び，

疾病病態とその治療に関する総合的な理解を深め，両分野を有機的に融合させることで生

体情報機器や先端治療機器の研究開発ができる人材，さらには，医療機器の進歩に柔軟に

対応できる人材の養成を目的とする。 

エネルギー化学科 化学・エネルギーに関連する物質，材料，デバイス及びシステムに関する理解を深めるこ

とで高度な専門知識・能力を修得し，化学的な視点に立って環境にやさしいクリーンなエ

ネルギーの創成，変換，貯蔵及び利用に必要な高機能性物質や材料並びにデバイスやシス

テムの開発に貢献できる人材を養成することを目的とする。

原子力安全工学科 原子力の技術継承という社会・産業界の要請を満たすために，原子核や原子力安全の正し

い理論学修に加えて放射線を扱う実務を交えた学修によって，高度の原子力理論及び技術

を手掛けることのできる専門性を有する技術者の養成を目的とする。 

自然科学科 物理学・化学・生物学・地球科学・天文学及び数学といった自然科学に関する幅広い知識

の涵養により，総合的な見識と健全な判断力を醸成し，自然科学における様々な現象を理

学的視点により探究できる人材や広範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分析能力

を身につけた人材を育成することで，複雑化および多様化する社会に柔軟に対応できる人

材や科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する人材を養成す

ることを目的とする。 

建築都市デザイン学部 建築、社会基盤施設から都市デザインまでをフィールドとし、持続的な建築・都市の創造・

再生を実現するため、社会の要請に対応できる高い能力を備えた人材を養成することを目

的とする。 

建築学科 科学技術が高度に発展した現代において，歴史・文化を踏まえた上で都市・地域を再生し，

人間生活や社会機能の高度化・複雑化に対応でき，自然環境と調和できる建築・都市を実

現するために，人間としての幅広い教養，建築学に係わる総合的な基礎能力及び応用能力

を培い，広く社会の発展に貢献できる建築設計者・建築技術者の養成を目的とする。 

都市工学科 工学の基礎力及びシビルエンジニアリングに関する実務の理解・デザイン能力を含む総合

的問題解決能力をそなえた，社会の中核となる人材を育成すること，並びに人間―自然環

境―社会システムの健全かつ持続的な共生関係を理解し，安全で快適な都市環境の実現に

向けて，都市の構築・維持管理，都市環境の改善・創造，及び災害に強い都市づくりに貢

献できるエンジニアを養成することを目的とする。 



 

 

東京都市大学学則 
 
 

学部 学科 人材の養成及び教育研究上の目的 

情報工学部 ２１世紀の知識基盤社会において，高度な科学技術知識を有し，これらを総合的に活用で

きる人材を養成することを目的とする。 

 情報科学科 情報科学に関する専門知識と応用能力を兼ね備え，技術を総合的に活用したシステムとし

てのコンピュータの開発能力を持ち，世の中の要請に応えるべく，問題の本質を積極的に

解決する能力を身に付けているだけでなく，コンピュータが豊かな社会に貢献するための

倫理観をも身に付けている人材を養成することを目的とする。 

知能情報工学科 数理的分析力や情報処理能力を基盤として，複雑なシステムを分析し，その結果から解決

案や新しいシステムをデザインし，それをマネジメントと新しいビジネス展開することを

通じて，社会に貢献できるマネジメント能力をもった総合的技術者を養成することを目的

とする。 

環境学部 地域から地球規模に及ぶ環境問題を科学的に捉え，持続可能な自然環境や都市環境を創造

し，経済システムを環境調和型に転換することによって，持続可能社会の実現に寄与する

ことができる人材の養成を目的とする。 

 環境創生学科 持続可能な社会の基盤である生態環境と都市環境並びにそれらの相互関係性を理解する

とともに，劣化した自然環境の保全・復元・創造や人間社会にとって快適で安全な都市空

間創造についての理念と方法論を修得し，実社会において持続的な環境を創生する専門家

として活躍する人材の養成を目的とする。 

環境経営システム学科 直面する環境問題は，地球温暖化，廃棄物問題と循環型社会づくり，化学物質の環境リス

ク，大気と水の保全，生物多様性の減少など，人間の日常生活と事業活動が原因で発生し

ている。このような環境問題に対処するために，環境経営と環境政策を基軸とする教育と

研究を推進し，持続可能な社会に向けた意思決定を行うことができる人材を養成すること

を目的とする。 

メディア情報学部 人間社会や，情報通信技術が生み出す新しい情報環境を深く理解し，より良い社会実現に

向け，社会的仕組みや情報システムを調査・分析・実現，評価・改善できる人材を養成す

ることを目的とする。 

 社会メディア学科 グローバルな諸問題から身近なコミュニケーション問題までを，社会科学的視点から調査

分析し，情報メディアを駆使した解決法を編み出し，社会に向けて説得的に提言できる人

材，そのために必要な実践力-リサーチ力，デザイン力，コミュニケーション力-を備えた

人材を養成することを目的とする。 

情報システム学科 人々が幸福に暮らせる自然環境・社会環境を維持発展していく基盤として，多様なニーズ

に応える安全で安心な情報システムの実現に向けた諸課題に取り組むことで，優れたシス

テムを作り上げるとともに，その必要性を戦略的に提言・説明し実現に向けマネジメント

できるアセスメント力を持った人材の養成を目的とする。 

都市生活学部 都市生活学科 魅力的で持続可能な都市生活の創造のため，生活者のニーズを構想・企画へと描きあげ，

その実現のため事業推進，管理運営を行っていく，企画・実行業務を担う実践力のある人

材を養成することを目的とする。 

人間科学部 児童学科 いのちを大切にし，平和と環境を保持し，人類の持続可能な発展をもたらすため，「保育・

教育」「発達・心理」「文化」「保健・福祉」「環境」について総合的に理解し，その向上に

貢献できる豊かな感性としなやかな知性を具えた高い専門性を持つ自立する人材の養成

を目的とする。 



東京都市大学理工学部教授会規程（案） 

(趣旨) 

第1条 この規程は､東京都市大学学則第13条第6項の規定に基づき､理工学部教授会(以下｢教

授会｣という｡)の組織及び運営に関する事項を定めるものとする｡ 

(構成) 

第 2条 教授会は､教授をもって構成する｡ 

2 教授会は､准教授及び講師(任期付を含める｡)を加えることができる｡ 

(定例会) 

第 3条 教授会は､原則として月 1回開催する｡ 

(臨時会) 

第 4条 学部長が必要と認めたとき､又は教授会の構成員(以下｢構成員｣という｡)の 3分の 1以上

の要請があったとき､臨時教授会を開催する｡ 
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第 6条 教授会は､東京都市大学学則第 13条第 3項及び第 4項に定める事項以外に､学長の求

めに応じ､理工学部に関わる次の事項を審議する｡ 

(1)教育課程の編成及び授業に関すること｡

(2)教授及び准教授の資格認定に関すること｡

(3)その他､学長又は学部長が必要と認めること｡

(議案の提出) 

第 7条 教授会への議案の提出は､学部長が行う｡ 

2 教授会の議題は､あらかじめ構成員に連絡する｡ただし､緊急やむを得ない場合は､この限りでな

い｡ 

3 構成員は､議長の同意を得れば､緊急動議を提案することができる｡ 



(定足数及び議決数) 

第 8条 教授会は､構成員の過半数の出席によって成立する｡ 

2 教授会の議決は､出席者の過半数によって定め､可否同数のときは､議長の決するところによる｡ 

3 定足数及び議決数には委任を含むものとする｡ 

(利害関係人の出席) 

第 9条 構成員は､特別の利害関係のある議事には加わることができない｡ 

(幹事) 

第 10条 教授会に､幹事を置く｡ 

2 幹事は､事務局が当たり､教授会の事務を処理する｡ 

(構成員以外の出席) 

第 11条 議長は､必要と認めたとき､構成員以外の教職員の出席を求め､又は学外関係者を招致

することができる｡ 

(傍聴) 

第 12条 議長は､議事の進行に支障のない範囲で､所定の手続きにより申請のあった､構成員以

外の教職員の傍聴を認めることができる｡ 

(合同教授会) 

第 13条 他の学部との協議･調整が必要な事項を審議するために､合同教授会を置く｡ 

2 前項に規定する合同教授会の運営規程は､別に定める｡ 

(規程の改廃) 

第 14条 この規程の改廃は､大学協議会の議を経て､学部長が行う｡ 
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１．設置の趣旨及び必要性 
(1)建学の精神と理念 

本学の創⽴に⾄るまでの経緯は、極めて独特であった。前⾝校である武蔵⾼等⼯科学校
は昭和 4 年に創⽴されたが、その創設計画に奔⾛したのは多くの⽣徒達であり、彼らの思
いや⾏動に感銘を受けた創⽴者らによって、本学は誕⽣した。それは、今から約 90 年前の
ことであった。それ以来、本学は「公正・⾃由・⾃治」を建学の精神とし、時代の要請に
応じた実務型⼈材の養成を第⼀の⽬標に掲げ、⼀貫して堅実な⾼等教育を継続してきた。 

昭和 24 年、学校教育法が制定されたのを機に、本学は新制の 4 年制⼤学となった。当時
からしばらくは機械⼯学科、電気⼯学科（第 1 分科：電⼒関係、第 2 分科：通信関係）、建
設⼯学科（第 1 分科：建築⼯学、第 2 分科：⼟⽊⼯学）の 3 学科を主体とした⼯学教育に
専念していたが、その後、時代の流れとともに平成８年まで 70 年近くにわたり⼯業系単科
⼤学として産業界に多くの⼈材を輩出し歴史を重ねてきた。 

その後、平成９年には、教育の多様化、情報の⾼度化など社会のニーズにより第⼆学部
として社会科学系⽂理融合型の環境情報学部（平成 25 年に環境学部とメディア情報学部に
改組）を横浜市に開設し、複数の学部を有する⼤学となった。時を同じくして、⼯学部に
⼯学と理学の融合型であるエネルギー基礎⼯学科（現 エネルギー化学科）を設置した。ま
た、平成 19 年には⾼度情報化社会のなかで情報関連の総合的な問題解決を意図した教育を
⾏うため、第三学部として知識⼯学部（令和 2 年度より情報⼯学部に名称変更）を設置す
るに⾄っている。更に平成 21 年には昨今の社会情勢を踏まえ、同⼀法⼈内の東横学園⼥⼦
短期⼤学を発展的に統合し、新たな学部（都市⽣活学部、⼈間科学部）を設置するととも
に、⼤学名称を武蔵⼯業⼤学から東京都市⼤学に変更した。本学は、新しい時代と社会の
要請に応えるために、これまでの⼯業系単科⼤学から複数の学部を有する⼤学へと⼤きく
進化してきた結果、現在では 6 学部 17 学科、⼤学院 2 研究科 7 専攻を擁する専⾨性の⾼い
総合⼤学となった。 

建学の精神「公正・⾃由・⾃治」を活かしながら新たな発展を⽬指し、「持続可能な社会
発展をもたらすための⼈材育成と学術研究」を本学の理念としている。既存の⼯学の深化
のみならず、新たに理学⾊を強化し、建築・都市⼯学・情報⼯学・環境科学や⼈⽂・社会
科学分野との連携・協働を進め、持続可能な社会を築くための⽅法を模索し、価値のある
「知の体系」の基盤を築くための学術的な役割と、21 世紀の地球をそのふさわしい姿に導
くための社会的な役割を果たすことが、本学の新しい使命となる。そして、そのための⼈
材育成と学術研究の推進が、本学の⽬的である。 
 
(2)設置する理由・必要性 

前⾝となる知識⼯学部⾃然科学科は、平成21年4⽉、下記「教育研究上の理念、⽬的」の
もと設置された。 

「現代社会では、国⺠のだれもが科学技術をめぐる倫理問題や社会問題と密接に関わっ
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ているが、⼈々の科学技術に対する認識は⼗分とはいえない。このため、科学技術に関す
る事柄を⼈々にわかりやすく説明し、⼈々の科学技術に対する意⾒を技術者や科学者に伝
えることのできる⼈材が必要となっている。このような科学技術が⾼度に細分化された現
在社会において、⾃然科学に対する総合的な⾒識と健全な判断⼒を有し、科学技術と⼀般
社会の架け橋となりうる⼈材の育成を⽬的とする。」 

しかしながら、学科設置以来、10年が経過し、「知識基盤社会」といわれる21世紀にお
いて知識⼯学部⾃然科学科を取り巻く社会は⼤きく変化してきた。特に、AI、IoT、ロボテ
ィクス、再⽣医療、遺伝⼦⼯学等の科学技術は⽇進⽉歩のスピードで進化を遂げ、それに
伴って科学技術の細分化もより加速している。今後も新しい技術や分野の誕⽣が⾒込まれ
る。このような予測不可能な時代においては、知識⼯学部⾃然科学科が設置以来取り組ん
できた「科学技術と⼀般社会の架け橋となりうる⼈材の育成」を継続しつつ、複雑化およ
び多様化する現代社会に柔軟に対応できる⼈材を養成する必要がある。そのためには、柔
軟で論理的な思考⼒を養う理学的な視点を強化することが必要であり、既設の知識⼯学部
⾃然科学科を改組転換して、次項(3)の「教育研究上の⽬的」を掲げ、理⼯学部の中に⾃然
科学科（⼊学定員60⼈、収容定員240⼈）として設置することが必要であるものと判断した。 
 
(3)教育上の⽬的及び学位授与の⽅針 

本学では、教育⽬標として『公正・誠実さと⾃⼰研鑽⼒をもち、「都市」に集約されるよ
うな複合的課題に取り組むことができ、多種多様なボーダーを超えて新たな価値を⾒出す
ことで持続可能な社会の発展に貢献できる⼈材を育成する』ことを掲げている。これを受
けて、本学では、卒業認定・学位授与に関する⽅針（ディプロマポリシー）を以下のよう
に定めている。 

東京都市⼤学は、本学の教育理念に基づき、所定の単位を修得し、以下の知識・能
⼒等を修得した学⽣に対して卒業を認定し、学⼠の学位を授与する。 
（⾃ら学ぶ⼒） 
１．主体的・⾃律的に学び、⾃⼰研鑽できる。 
（課題を探求する⼒） 
２．「都市」に集約されるような複合的な課題に対してグローバルかつ未来志向の

視点で取り組むことができる。 
（ボーダーを超える⼒） 
３．多種多様なボーダーを超えて知識や考え⽅を共有し、新たな価値を⾒出すこと

ができる。 
（協働する⼒） 
４．公正・誠実に多様な⼈々と向き合い、柔軟に粘り強く協働することができる。 
（実践する⼒） 
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５．⼈類⽂化と社会を理解し、基礎的および専⾨的な知識とスキルを⾝につけ、そ
れらを総合して持続可能な社会の発展に貢献することができる。 

また、理⼯学部では、『「理論と実践」という教育理念に基づき，現実に即した発想のも
とに理論的裏付けを持った実践によって，社会の要請に対応できる技術的能⼒を備えた⼈
材を養成する』ことを⼈材の養成及び教育研究上の⽬的とする。 

卒業認定・学位授与に関する⽅針（ディプロマポリシー）は、以下のとおりである。 
所定の年限在学し、以下の知識と能⼒とともに所定の単位数を修得した者に、学科
に応じて学⼠（⼯学）または学⼠（理学）の学位を与える。 
１．社会の発展に貢献する社会⼈としての、豊かな教養と⼈間性を修得している。 
２．理⼯学全般で必要な基礎学⼒と、学科の分野に対応する⼗分な専⾨知識を修得

している。 
３．現実に即した発想のもとに、理論的裏付けを持った実践によって、社会の要請

に対応できる能⼒を修得している。 
 

理⼯学部⾃然科学科では、「物理学・化学・⽣物学・地球科学・天⽂学及び数学といっ
た⾃然科学に関する幅広い知識の涵養により，総合的な⾒識と健全な判断⼒を醸成し，⾃
然科学における様々な現象を理学的視点により探究できる⼈材や広範な理学分野の学術的
発展に寄与する調査分析能⼒を⾝につけた⼈材を育成することで，複雑化および多様化す
る社会に柔軟に対応できる⼈材や科学と社会の架け橋となって⼈類の持続可能な進歩や福
祉に貢献する⼈材を養成する」ことを⼈材の養成及び教育研究上の⽬的とする。また、卒
業認定・学位授与に関する⽅針（ディプロマポリシー）は以下のとおりとする。 

所定の年限在学し，以下の能⼒を⾝につけるとともに所定の単位数を修得した者に，
学⼠（理学）の学位を与える。 
１．⾃然科学に関する総合的・理学的な⾒識と健全な判断⼒を修得している。 
２．⾃然科学の学術発展に寄与する調査分析能⼒を修得している。 
３．科学と社会の架け橋となって⼈類の福祉に貢献する能⼒を修得している。 

 
(4)組織として研究対象とする中⼼的な学問分野 

理⼯学部⾃然科学科の「⼈材の養成及び教育研究上の⽬的」では、⾃然科学に関する幅
広い知識の涵養を重視している。そのため、研究対象とする中⼼的な学問分野は下記の学
問分野を中⼼とするが、教員連携による各分野の学際的、融合的な教育研究も重視してい
る。 

■宇宙科学分野：天⽂学的なアプローチによる宇宙の成り⽴ちに関する研究を⾏う。 
■地球科学分野：地球の歴史の観点から、地質調査や古⽣物学を中⼼とした研究を⾏う。 
■⽣命科学分野：野外調査と機器分析を重視し、進化論と⽣態学の視点から研究を⾏う。 
■分⼦科学分野：⾃然界で観察される溶液、液体、液晶、固体などに関する研究を⾏う。 
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■物理科学分野：⾃然界に⾒られる現象に関して、その現象と性質に関する研究を⾏う。 
■数理科学分野：⾃然界における数学のような⾃然とのつながりを意識した研究を⾏う。 
 

(5)教育研究上の数量的・具体的な到達⽬標等 
理⼯学部⾃然科学科では、理学系の学科であることから教員や学芸員に代表される教育

的職業をめざす学⽣が多くなるものと考えている。そのため、中学校教諭⼀種免許状（数
学・理科）及び⾼等学校教諭⼀種免許状（数学・理科）の教職課程認定申請中であるとと
もに、卒業と同時に学芸員資格を取得できるように必要な科⽬を開講する。また、⼈材の
養成及び教育研究上の⽬的を踏まえ、教育活動の成果として、卒業時における教育研究上
の具体的・数量的な⽬標を以下の通り設定する。 

１）中学校教諭⼀種免許状（数学・理科）または⾼等学校教諭⼀種免許状（数学・理科）
を 1/3 程度の学⽣が取得することをめざす。 

２）教育職員免許状取得予定者が公⽴・私⽴中学校・⾼等学校教員採⽤試験の合格をめ
ざし、1/2 程度の者が正規任⽤教員および臨時的任⽤教員、⾮常勤講師として教壇
に⽴つことをめざす。 

３）学芸員資格を 1/3 程度の学⽣が取得することをめざす。 
４）学部で⾝に付けた幅広い知識をさらに深めるために、卒業⽣の 1/4 程度の者が⼤学

院修⼠課程への進学をめざす。 
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２．学科の特⾊ 
我が国の⾼等教育における多様な機能を考えたとき、理⼯学部⾃然科学科の特⾊は「⾼

度専⾨職業⼈養成」、「幅広い職業⼈養成」、「社会貢献機能（地域貢献、産学官連携、国際
交流等）」にある。これらは、中央教育審議会答申「我が国の⾼等教育の将来像」（平成 17
年 1 ⽉ 28 ⽇）の提⾔する「⾼等教育の多様な機能と個性・特⾊の明確化」における各⼤学
の機能区分の項⽬である。その実現のために、本学科は「⾼度専⾨職業⼈養成」としての
学芸員資格取得や機器分析など実践的技能の習得、「幅広い職業⼈養成」としての総合的教
養の涵養を重視する。また、⼈材や科学と社会の架け橋となって⼈類の持続可能な進歩や
福祉に貢献する⼈材を養成する観点から「社会貢献機能（地域貢献、産学官連携、国際交
流等）」の役割を担っている。本学科の教育課程は、学問分野の境界にとらわれることなく、
⾃然科学全般にわたる幅広い⾒識が得られるように構成している。本学科の教育研究の対
象は、分⼦科学、⽣命科学、地球科学、宇宙科学、物理科学、数理科学を中⼼とするが、
授業科⽬や卒業研究においては、学際的、融合的な教育研究を重視する。 

本学科における研究課題は、幅広い職業⼈を育成するという観点から、研究設備と⼈材
を⼤規模に投⼊する研究ではなく、学⽣⼀⼈ひとりが、理学的学術研究の本質を理解し、
⾃然の摂理を実感できるものとする。例えば、宇宙科学分野では主に天⽂学的なアプロー
チによる宇宙の成り⽴ちに関する研究を⾏なう。地球科学分野では、地球の歴史を主要な
研究課題と位置づけ、地質調査や古⽣物学を中⼼とした研究を⾏なう。⽣命科学分野では、
進化論と⽣態学の視点を重視して、野外調査と機器分析を中⼼とした研究を⾏う。分⼦科
学分野では、⾃然界で観察される溶液、液体、液晶、固体などに関する研究を⾏う。物理
科学では、⾃然界に⾒られる現象に関して、その現象と性質に関する研究を⾏う。また、
数理科学では、⾃然界における数学のように、⾃然とのつながりを意識した研究を⾏う。
以上のような研究課題の構成は、本学科の⽬的と規模からみて適切であり、他⼤学の類似
学科と⽐較しても特⾊のあるものである。 

⼀⽅、中央教育審議会答申「2040 年に向けた⾼等教育のグランドデザイン」（平成 30 年
11 ⽉ 26 ⽇）よれば、今後の⾼等教育が⽬指すべき姿として「予測不可能な時代を⽣きる⼈
材像」、「学修者本位の教育への転換」が謳われている。そのため、本学科では、理学系学
科としての性格上、すべての学⽣に対して基礎的で普遍的な知識及び幅広い知識を⾝に付
けさせるとともに、汎⽤的なスキルとしての機器分析やデータ解析などの実践的技能を習
得させ、科学技術史や科学社会学の学習を通じて、科学技術と⼈間社会のありかたを考察
させる。また、本学科では、学芸員資格認定科⽬を設定して、博物館等の企画運営、展⽰
物の設計、映像資料の制作などに関する実践的授業を⾏う。これらの実践的授業は幅広い
知識を⾝に付けるための「実践的な知」となっている。  
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３．学科の名称及び学位の名称 
(1)学科の名称 

学科の名称を、「⾃然科学科」とする。本学科は、科学技術と⼀般社会の架け橋となる⼈
材を育成するために、⾃然科学全般にわたる総合的で体系的な知識を習得させ、これを実
践的に修得させるために、分⼦科学、⽣命科学、地球科学、宇宙科学、数理科学の分野に
おける研究指導を⾏う。すなわち、⾃然科学全般を教育研究の対象とするものであり、上
記名称を選定した。 

学科名の英訳名称は、国際的な通⽤性を踏まえたうえで、「Department of Natural 
Sciences」とする。 
 
(2)学位の名称 

本学科は、理学を教授することから授与する学位は、「学⼠（理学）」とする。また、学
位の英訳名称は、国際的な通⽤性を踏まえたうえで、「Bachelor of Science」とする。 
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４．教育課程の編成の考え⽅及び特⾊ 
本学の教育課程は、前述の「教育理念」を実現すべく、下記の教育課程編成及び実施の

⽅針（カリキュラムポリシー）のもとに編成されている。 
東京都市⼤学は、卒業認定・学位授与に関する⽅針を達成するために、以下のように
教育課程を編成・実施します。 
１．「⼤学における学び⽅」を理解するため⾃校教育を含む初年次教育を実施する科

⽬を配当するとともに、教育課程を通じて主体的・⾃律的な学習教育を実践する。 

２．学⽣が⾃らの知⼒と⼈間⼒を総合し、多様な知識・スキルを持った⼈々と協働し
て、複合的課題の設定とその解決にグローバルかつ未来志向の視点で取り組むた
めの科⽬を配当する。 

３．実践的な英語スキルを含むコミュニケーション⼒およびチームワーク⼒を⾝に
つける科⽬を配当する。 

４．建学の精神「公正・⾃由・⾃治」を理解するとともに、専⾨に関わる倫理を理解・
実践する⼒を含む⼈間⼒を⾝につける科⽬を配当する。 

５．多様な教養科⽬と、専⾨の基礎から応⽤までの知識とスキルを⾝につける科⽬を
配当する。 

 
また、理⼯学部の教育課程は、前述の「教育研究上の理念及び⽬的」を実現すべく、下

記の教育課程編成及び実施の⽅針（カリキュラムポリシー）のもとに編成されている。 
理⼯学部では、「理論と実践」という学部の教育理念に基づき、理論的な裏付けに基
づいた発想により、現実の問題を解決する実践能⼒を有する⼈材を育成する。そのた
めに、下記の教育課程を編成する。 
１．幅広い教養と国際的コミュニケーション能⼒を修得し、それを⽀える⼼⾝を鍛錬

するために、「教養科⽬」・「外国語科⽬」・「体育科⽬」・「PBL 科⽬」を配置する。 

２．理⼯学全般に共通する知識・能⼒（実⾏、思考、協働など）・倫理観、および、
深い専⾨的知識・能⼒を修得するために、「理⼯学基礎科⽬」と「専⾨科⽬」を
体系的に配置する。 

３．社会の要請を⾒据えて、仕事を遂⾏する基礎⼒、実社会での課題を探究する能⼒、
および実社会の複合的な問題を解決する能⼒を修得するために、「卒業研究」な
どを配置する。 

 
理⼯学部⾃然科学科の教育課程は、前述の「教育研究上の理念及び⽬的」を実現すべく、

下記の教育課程編成及び実施の⽅針（カリキュラムポリシー）のもとに編成されている。 
⾃然科学に関する総合的な⾒識と健全な判断⼒を有し、⾃然科学の学術的発展に寄
与する調査分析能⼒を⾝につけ、社会に柔軟に対応できる⼈材や科学と社会の架け
橋となって⼈類の福祉に貢献する⼈材を養成するため、次のような⽅針に基づき教
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育課程を編成し実施する。 
１．⾃然科学の学術的基礎を幅広く体系的に学べるように科⽬を配置する。 

２．分析科学、野外調査、情報処理等の技能を実践的に学べるように科⽬を配置す
る。 

３．教員、博物館学芸員等に求められる能⼒と免許、資格が得られるように科⽬を
配置する。 

４．科学史、科学哲学、科学社会学等の素養が得られるように科⽬を配置する。 

 
本学科では、⾃然科学に関する幅広い知識の涵養し、かつ柔軟で論理的な思考⼒を養う

理学的な視点を強化するために⾃然コースと数理コースを設置する。⾃然コースは⾃然科
学の諸現象を実験と観測を通して理解するための⼿法を修得する学⽣のために、物理・化
学・⽣物・地学関連の科⽬を万遍なく配置している。⼀⽅、数理コースは⾃然科学の諸現
象を数理的側⾯から解析する⼿法を修得する学⽣のために、代数学・幾何学・解析学など
の純粋数学や集合と論理・確率統計などの応⽤数学を配置している。両コースは⾃然科学
を総合的に理解するための両輪として位置づけられ、⼊学時にコース選択を⾏う。コース
を超えた学⽣同⼠の議論の場を各学年に設けることで、学⽣の視野を広げ、総合的な⾒識
と判断⼒を醸成する。 

本学科の教育課程は⾃然コース、数理コースの両コースとも、教養科⽬、外国語科⽬、
体育科⽬、PBL 科⽬、理⼯学基礎科⽬、専⾨科⽬（学部共通の専⾨教養科⽬群及び本学科
独⾃の専⾨科⽬）から構成されており、配当年次が上がるごとに、専⾨性が⾼まるように
計画されている。 

１年次では、全学共通の教養科⽬、外国語科⽬、体育科⽬により、現代社会で求められ
る総合的な知性と教養を涵養し、理⼯学基礎科⽬により、専⾨科⽬を学修するための基礎
を養成する。２年次および３年次では、学科の特⾊となる種々の専⾨科⽬が配当される。
これらは、当該分野の卒業研究に着⼿するために必要となる科⽬である。⾃然コース、数
理コースのどちらのコースにおいても、多様な講義科⽬が必修科⽬に設定され、幅広い学
びを提供する。３年次には、各分野の研究室において事例研究が実施され、４年次には全
学⽣が卒業研究を⾏う。 

PBL 科⽬は、学⽣同⼠の議論を通して、さまざまな問題設定により進められるアクティ
ブ・ラーニング型の科⽬である。1 年次から 3 年次まで順次開講される「SD PBL(1),(2),(3)」
はすべて必修科⽬に設定されており、学問背景の異なる学⽣の間での活発な議論を促すこ
とを⽬指している。 

理⼯学基礎科⽬は主に１年次、２年次を対象とした科⽬であり、⾃然科学の総合的理解
を教育⽬標とする本学科では、特に重視する科⽬区分である。数理コースでは、「微分積分
学(1),(2)」「線形代数学(1),(2)」「微分⽅程式論」「ベクトル解析学」「フーリエ解析学」を
重点科⽬に位置付け、すべて必修科⽬として設定する。また、⾃然コースでは、物理学、
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化学、⽣物学、地学の各実験をすべて必修科⽬として設定するほか、化学、⽣物学、地学
の各講義を選択必修科⽬として設定する。なお、物理学の講義科⽬については、より理学
⾊の強い内容で講義を展開する「⼒学」、「波動・熱⼒学」を専⾨科⽬として別途設定し、
このうち「⼒学」を必修科⽬に設定する。このほか、社会⼈、職業⼈としての⾃覚を促す
ため、「技術者倫理」、「情報リテラシー演習」を必修科⽬として設定する。 

専⾨科⽬は主に２年次、３年次に配当され、体験学習やアクティブ・ラーニングの機会
の提供を重視している。「⾃然科学科実験及び演習」、「⾃然と数理」、「現代科学論」は本学
科の教育⽬標を具現化する重点科⽬であり、⾃然、数理の両コースで必修科⽬に設定する。
「⾃然科学科実験及び演習」は、複数教員による少⼈数教育を実施して、機器分析やデー
タ解析の技能を習得させる。「⾃然と数理」は、⾃然現象の数学的構造、物理的構造の解析、
分析に必要となる⼿法について解説し、現代数学と⾃然現象との深い関連性を理解させる。
「現代科学論」では、現代社会における科学技術の位置づけについて考察する機会を提供
し、⾃然科学に関する総合的な知⾒と判断⼒をもつことの⼤切さを指導する。 

専⾨科⽬には、⾃然科学の諸分野に関する専⾨的な内容の講義をひろく開講している。
数理コースでは「代数学(1)」、「幾何学(1)」、「関数論」、「関数解析学」などの基幹科⽬を必
修科⽬に設定するほか、「現代代数学」や「計算物理学」といった先端的な科⽬についても
必修科⽬としている。⾃然コースでは分⼦科学、⽣命科学、地球科学の専⾨的内容に関す
る必修科⽬が分野横断的に設定されている。これには、学⽣が選り好みをして特定の狭い
分野に凝り固まることのないよう、⾃然科学全般を学際的に理解させる意図がある。中で
も「野外調査法及び実習(1)」では、野外において⽣命科学、地球科学分野の観察、測定、
試料採集を⾏う。同科⽬は⾃然にふれる経験の少ない現代の学⽣にとって、⾃然科学を総
合的に理解するために不可⽋なものであり、機器分析やデータ解析の技能を実践的に習得
する機会でもある。 
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５．教員組織の編成の考え⽅及び特⾊ 
理⼯学部⾃然科学科の専任教員は、前⾝の知識⼯学部⾃然科学科の教員の異動等によっ

て編成し、18 名（うち、教授が 6 名）おく。⼤学設置基準別表第⼀によると、理学関係で
ある本学科の収容定員 240 ⼈に対して必要な専任教員数は８名（うち、教授が４名）であ
り、これを⼤幅に上回っている。本学科の主要な研究対象学問分野は、分⼦科学、⽣命科
学、地球科学、宇宙科学、物理科学、数理科学であり、各分野に専任教員を配置して専⾨
科⽬や卒業研究の指導にあたる。これらの専任教員は、当該分野における博⼠号等の学位
や⼗分な研究教育業績を有している。また、科学技術と⼀般社会の架け橋となる⼈材を育
成するという教育⽬標を実現するため、上記の専任教員には、博物館運営や教育番組制作
などの実務経験を有する者が含まれている。専任教員の職位構成や年齢構成にも配慮して
いる。なお、定年は 65 歳であり、「東京都市⼤学職員定年規程」は、以下の通りである。 

(趣旨) 
第 1 条 この規程は、東京都市⼤学に勤務する専任職員（学⻑は除く。）の定年に関

する事項を定めたものである。 
(定年と退職) 

第 2 条 定年は満 65 歳とし、定年に達した者は、その学年度の末⽇をもって退職す
るものとする。ただし、事務職員が定年に達したときは、その翌⽇をもって退職す
るものとし、その結果業務に⽀障をきたすときは、その年度の末⽇まで退職の⽇を
延ばすことができる。 
(退職⾦の⽀給) 

第 3 条 定年による退職者に対しては、東京都市⼤学職員退職⾦⽀給規程により退
職⾦を⽀給する。 

 
 本学科では、学科の教育⽬標を実現するための中核的な科⽬は、必修科⽬または選択必
修科⽬とし、原則として専任教員が担当する。専⾨科⽬のうち、「⾃然科学科実験及び演習」
「野外調査法及び演習(1)(2)」「⾃然と数理」は、学科の特⾊となる科⽬であり、専任教員
が複数で担当して個別的指導を実現する。また、「現代科学論」を必修科⽬として専任教員
が担当する。このほか、１年次に配当する数学系、⾃然科学系の理⼯学基礎科⽬は、⾃然
科学の体系的理解を⽬標とする本学科にとっては、専⾨科⽬と同様に重要科⽬であり、原
則として本学科の専任教員が担当する。 
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６．教育⽅法、履修指導⽅法及び卒業要件 
 理⼯学部⾃然科学科の授業科⽬は、講義、演習、実験、実習などの形式で実施する。授
業科⽬の学⽣数は、講義、演習、実験、実習のいずれも 60 名程度とするが、演習、実験、
実習については複数の教員を配置してきめ細かい教育ができるよう配慮している。学⽣に
対する履修指導は、本学科の専任教員により構成されるクラス担任及び履修相談員により、
⼊学時から卒業時まで半期ごとに個別に⾏う。 
 卒業要件は、総単位数を 124 単位とし、科⽬区分ごとに、教養科⽬ 10 単位、外国語科⽬
8 単位、体育科⽬ 1 単位、PBL 科⽬ 3 単位、理⼯学基礎科⽬ 30 単位、専⾨科⽬ 60 単位の
修得を求める。このうち、教養科⽬は、学⽣の知的関⼼を満⾜させて、勉学に対する意欲
を向上させるため、すべて選択科⽬とする。外国語科⽬は、国際化社会に対応した語学⼒
を確保するため、主要科⽬は必修科⽬とする。 
 理⼯学基礎科⽬のうち、「微分積分学(1)」、「線形代数学(1)」は⾃然コース、数理コース
に共通の必修科⽬に設定し、⾼校数学から⼤学数学への無理のない接続を実現する。また、
コースによらずに、実験と観測を通して⾃然現象を理解する⼿法を 1 年次から学修する機
会を提供するために、物理学、化学、⽣物学、地学の各実験については、⾃然コースでは、
すべて必修科⽬として設定し、数理コースについても選択必修科⽬として設定する。この
ほか、社会⼈、職業⼈としての⾃覚を促すため、「技術者倫理」、「情報リテラシー演習」を
必修科⽬として設定する。 
 専⾨科⽬では、本学科の特⾊である「⾃然科学科実験及び演習」、「現代科学論」、「⾃然
と数理」はコースを問わず必修科⽬とする。また、⾃然コースの必修科⽬である「野外調
査法及び実習（1）」では国内のフィールドでの野外調査を通して、⾃然科学各分野での基
礎的な野外調査技術や、野外調査の安全な計画・実施についての基本を⾝につけさせてい
る。野外調査のテーマ設定は学⽣⾃らが⾏い、各⾃が調査、観察、採集したデータや試料
を基に、機器分析などの実習を⾏い、研究成果を発表するアクティブ・ラーニングの形式
を取っている。また、３年次の「事例研究(1),(2)」、４年次の「卒業研究(1),(2)」は⽂献調
査、論⽂輪読、実験、データ整理および考察、発表など、⾃然科学の研究を通じた総合的
な教育機会を提供しており、すべて必修科⽬としている。「事例研究(1)」では学⽣は数学、
物理学、化学、⽣物学、地学などの分野ごとに分かれて、卒業研究を遂⾏する上で基礎と
なる知識の修得のみならず、⽂献調査の⽅法や英⽂⽂献の読解など、研究の基本を⾝につ
ける。「事例研究(2)」では学⽣は研究室ごとに分かれ、卒業研究の対象とする分野の研究動
向を理解し、卒業研究の実施計画が⽴案できるようになることを⽬指す。「卒業研究(1),(2)」
では、これまでの専⾨科⽬等で学んだ技術・理論等を総合化し、研究に主体的に取り組み、
実験装置や解析の⼿法を修得する。また、各⼈の研究成果を研究室のゼミナールにおいて
積極的に討論し、最終的にプレゼンテーションやレポート（卒業論⽂）にまとめる能⼒を
修得する。卒業研究の最終発表会はセッションを並⾏させずに全学⽣が⼀教室に会し、数
学、物理学、化学、⽣物学、地学などさまざまな分野の研究発表を聴き質疑応答に臨む。
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このため学⽣にとっては、⾃然科学の多様な分野の先端的な研究に接する場であるととも
に、研究⼿法の⼤きく異なる他分野の研究と⾃⼰の研究の関連性に着眼させ、⾃然科学の
学際的な理解を促す場となっている。なお、「卒業研究(1),(2)」は、各 3 単位である。⼤学
設置基準第 21 条第 3 項を踏まえ、本学学則第 18 条第 2 項第 3 号において、「卒業研究は、
30 時間をもって 1 単位とするが、内容を考慮して定める。」と規定している。授業時間とし
て 1 週あたり 3 コマが割り当てられていることから、この単位数は、妥当であると考えて
いる。 
 履修科⽬の登録上限は、半期で 24 単位とする。年間では、倍の 48 単位となる。これは、
⼤学基準協会が「基礎要件に係る評価の指針」で、履修登録単位の上限設定「年間 50 単位
未満で設定していることを⽬安とする」と定めている値を下回っている。すなわち、単位
の実質化を図る措置としては充分なものと考えている。また、他⼤学における履修科⽬は、
その授業内容に応じて、卒業要件に含めることができる。本学科は、幅広い⾒識を⾝につ
けることを教育⽬標とするため、他⼤学との単位互換制度の拡充に積極的に取組む。 

代表的な履修モデルは、例えば、⾃然コースで⽣命科学を中⼼に学修する場合は、次⾴
のようになる。この場合、当該学⽣は、機器分析やデータ解析の技術を習得したうえで、
⽣命科学を中⼼とした⾃然科学の総合的知識を⾝につけることができる。 
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１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 

 

 

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

 

 

 
教養科目 

        

         

  
スポーツ・健康論 西洋史（1） 倫理学（2） 日本国憲法 文化人類学  

  

    

          

 
体育科目 

        

         

 基礎体育（1）        
 

 

          

 
外国語科目 

        

         

 Communication 

Skills(1) 

Communication 

Skills(2) 

       

        

 Reading 

and 

Writing 

(1a) 

Reading 

and 

Writing 

(1b) 

Reading 

and 

Writing 

(2a) 

Reading 

and 

Writing 

(2b) 

Academic 

English 

(1a) 

Academic 

English 

(1b) 
  

 
ドイツ語 

 (1a) 

ドイツ語 

 (1b) 

   

     

          

 
PBL 科目 

        

         

 SD PBL(1)  SD PBL(2)    SD PBL(3)   
 

 

           

 理工学基礎科目        
 

 

 微分積分学(1) 微分積分学(2)      凡例 
 

 

 線形代数学(1) 線形代数学(2)      必修 
 

 

 化学(1) 化学(2)      選択必修 
 

 

 化学実験 物理学実験      選択 
 

 

 生物学(1) 生物学(2)       
 

 

 生物学実験 地学実験       
 

 

 
地学(1) 地学(2)  

      

       

 情報リテラシー演習  技術者倫理      
 

 

          

          

 専門科目         

  
 

自然科学科実験及び 

演習 

野外調査法及び実習 

(1) 

野外調査法及び実習 

(2) 
 

   

     

    
自然と数理 

     

         

   生涯学習概論 現代科学論 博物館展示論    
 

 

   博物館学(1) 博物館学(2) 博物館学(3) 博物館資料保存論   
 

 

    
映像表現論 博物館学実習(1) 博物館学実習(2) 

   

       

 力学 波動・熱力学  分子物性論 分子の運動    
 

 

   分子構造論 生命の化学 生命と物質    
 

 

   進化論 動物学 古生物学 微生物学   
 

 

    
植物学 

     

         

 

 
  地球変動論 宇宙科学 地理学    

 

 

          

     事例研究(1) 事例研究(2) 卒業研究（1） 卒業研究（2） 
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また、数理コースで学修する場合の履修モデルは次のようになる。この場合、当該学⽣
は、現代数学と⾃然現象との深い関連性を理解するとともに、⾃然現象の数学的構造、物
理的構造の解析、分析に必要となる⼿法を修得することができる。 
 

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 
 

 

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

 

 

 
教養科目 

        

         

  
スポーツ・健康論 西洋史（1） 倫理学（2） 日本国憲法 文化人類学  

  

    

          

 
体育科目 

        

         

 基礎体育（1）        
 

 

          

 
外国語科目 

        

         

 Communication 

Skills(1) 

Communication 

Skills(2) 

       

        

 Reading 

and 

Writing 

(1a) 

Reading 

and 

Writing 

(1b) 

Reading 

and 

Writing 

(2a) 

Reading 

and 

Writing 

(2b) 

Academic 

English 

(1a) 

Academic 

English 

(1b) 

  

 
ドイツ語 

 (1a) 

ドイツ語 

 (1b) 

   

     

          

 
PBL 科目 

        

         

 SD PBL(1)  SD PBL(2)    SD PBL(3)   
 

 

           

 理工学基礎科目        
 

 

 微分積分学(1) 微分積分学(2)      凡例 
 

 

 線形代数学(1) 線形代数学(2)      必修 
 

 

 化学(1) 化学(2)      選択必修 
 

 

 化学実験 物理学実験      選択 
 

 

 生物学(1) 生物学(2)       
 

 

 生物学実験 地学実験       
 

 

 
地学(1) 地学(2)  

      

       

 情報リテラシー演習  技術者倫理      
 

 

          

          

 専門科目         

  
 

自然科学科実験及び 

演習 

野外調査法及び実習 

(1) 

野外調査法及び実習 

(2) 
 

   

     

    
自然と数理 

     

         

   生涯学習概論 現代科学論 博物館展示論    
 

 

   博物館学(1) 博物館学(2) 博物館学(3) 博物館資料保存論   
 

 

    
映像表現論 博物館学実習(1) 博物館学実習(2) 

   

       

 力学 波動・熱力学  分子物性論 分子の運動    
 

 

   分子構造論 生命の化学 生命と物質    
 

 

   進化論 動物学 古生物学 微生物学   
 

 

    
植物学 

     

         

 

 
  地球変動論 宇宙科学 地理学    

 

 

          

     事例研究(1) 事例研究(2) 卒業研究（1） 卒業研究（2） 
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７．施設、設備等の整備計画 
(1) 校地、運動場の整備計画 

本学は、世⽥⾕キャンパス、横浜キャンパス、等々⼒キャンパスの３キャンパスを有し
ており、理⼯学部⾃然科学科は、東京都世⽥⾕区⽟堤⼀丁⽬ 28 番 1 号に位置する世⽥⾕キ
ャンパスの既存の校地等を利⽤する。 

世⽥⾕キャンパスは、東京 23 区にある私⽴理⼯学系⼤学のキャンパスで最も広い 73,000
㎡の校舎⾯積を有し、キャンパス内には多くの樹⽊が⽣い茂る。 

運動場については、世⽥⾕キャンパスでは３⾯のテニスコート、部活やサークル団体の
ための建物敷地に３⾯のテニスコート、また近接する多摩川の河川敷グランドを利⽤して
いる。河川敷グランドには、野球場・ラグビー場・サッカー場・アメリカンフットボール
場が配置されている。横浜キャンパスでは３⾯のテニスコート、２⾯のバスケットコート、
１⾯のフットサルコートを利⽤しており、部活動においては世⽥⾕キャンパス同様、河川
敷グランドを利⽤している。本学では、部活やサークルを通して他学部学⽣との交流を積
極的に推奨しており、両キャンパス間の移動⼿段として、無料のシャトルバスを運⾏して
いる。 

地域との関係においては、世⽥⾕キャンパスでは、敷地を囲むフェンスを設けているが、
午前６時〜午後８時まで地域に開放しており、且つ歩道上空地を設けている。⼀⽅横浜キ
ャンパスでは、公開空地を取り⼊れており、塀やフェンスを設けていない。両キャンパス
ともキャンパス内の広場は、教職員や学⽣の交流のみならず、地域住⺠に開放され、⼤学
と地域の交流の場となっている。 
 

①教員の研究室および必要な教室等の整備計画 
理⼯学部⾃然科学科の学⽣が学ぶ世⽥⾕キャンパスは、教室棟、研究棟、図書館・

情報基盤センター棟、⾷堂棟・体育館・部室棟から構成されており、主に学⽣が授業
を受ける教室棟では、48 名〜60 名教室が 15 室、120 名〜135 名教室が 28 教室、120
名の PC 教室 6 室（パソコン 486 台）を設置している。また研究棟の⼀部にも 24 名〜
204 名教室が 9 教室、各種イベント等開催できる連携教室が 4 教室（収容⼈数 450 名
/2 教室、収容⼈数 561 名/2 教室）、⼩講堂（160 名）を設置している。教室棟や研究
棟は、理⼯学部以外に、建築都市デザイン学部や情報⼯学部の学部⽣も⼀緒に学ぶ。 

主に講義を⾏う教室については、⼗分な室数が確保できており、現状のまま使⽤し
ても⽀障はない。また研究棟には、理⼯学部⾃然科学科で専任教員 18 名の研究室が確
保されている。研究室以外の施設設備としては、ソフトマテリアル・宇宙科学等物理
学系実験室 1 室、分析・⽣物多様性等化学⽣命学系実験室 1 室、地球科学・古⽣物学
等地学系実験室 1 室、化学・⽣物学・地学実験準備室が各１室確保されている。また、
他学科と共同で使⽤する学⽣実験室（約 230 ㎡）や分析実験室（約 60 ㎡）がある。 
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②各実験室の器具等の整備について 
理⼯学部⾃然科学科の前⾝である知識⼯学部⾃然科学科で使⽤している器具を本学

科においても利⽤する。以下に、器具等を例⽰列挙する。 
クント実験器、⽔熱量計、撮影・観測⽤望遠鏡、カラー冷却カメラ、デュヌイ表⾯
張⼒試験器、冷凍機付インキュベータ―、分光光度計、⼩型旋光計、⽣物顕微鏡、
実体顕微鏡、偏光顕微鏡、⽣物顕微鏡、タングステン・めのう乳鉢、パワーカッタ
ー、サンドブラスター等 

 
(2) 図書等の資料及び図書館の整備計画 

①図書の整備計画等 
理⼯学部⾃然科学科が位置する世⽥⾕キャンパスの図書館では、学部構成、専攻分

野をもとに理学と⼯学関連分野の資料の収集に重点をおき、体系的な蔵書構築を図っ
ている。蔵書は約 28 万冊（うち洋書約 8 万冊）、年間の受⼊数は約 4,000 冊であるが、
図書館では 3 キャンパス共通の相互利⽤を実施しており、全学蔵書約 56 万冊の図書が
利⽤可能である。整備のための施策としては、シラバスに記載された授業関連図書の
配置、図書館ホームページで受け付けている学⽣からの資料購⼊リクエストおよび教
員からの推薦図書、学⽣選書ツアーの実施、貸出状況に即した複本購⼊等、多⾓的な
充実を図っている。さらに最近は冊⼦版と並⾏した電⼦ブックの出版増加を受けて経
費を予算化して購⼊するとともに、積極的な広報活動を進めて周知を図っている。 

 
②電⼦ジャーナルの整備計画 

世⽥⾕キャンパス図書館は、学術製本雑誌 2048 タイトルを所蔵しているが、近年は
図書館委員会での選定のもと電⼦ジャーナルへの移⾏を推進している。平成 30 年度は
冊⼦体 109 種類、電⼦ジャーナル 71 種類と JIS 規格を提供しているが、電⼦ジャーナ
ルについては、全学利⽤のパッケージ製品の利⽤提供が主⼒で、13 種 10811 タイトル
が利⽤可能である。また新聞、雑誌索引等のデータベースも 13 種利⽤提供している。 
 
③図書館における教育研究促進のための機能 

世⽥⾕キャンパス図書館は、地下 1 階地上４階建てで、２階、３階には個⼈閲覧室
各 5 室、地階にはラーニングコモンズを配している。ラーニングコモンズには、遠隔
会議機能を備えたメディア学習室とプレゼンテーション室 2 室がある。これらは個⼈
閲覧室とともに図書館ホームページからの web 予約システムで運⽤しており、簡便に
利⽤できる。また学⽣証で利⽤できる貸出⽤ノートパソコン４８台、電⼦ホワイトボ
ード２台、ネットワークのプリントシステムを備え、⼈的⽀援でも教務委員会が学習
サポートデスクにラーニングサポーター（主に学部 4 年⽣及び⼤学院⽣）を配し、良
好な利⽤環境を提供している。加えて１階では、図書館委員会の施策により、教員に
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よる学習相談コーナー（数学・外国語・教職）も設けて学修⽀援体制の充実を図って
いる。 

近年の電⼦資料の増加と利⽤推進のため平成 29 年度より、ディスカバリーサービス
を導⼊し、利⽤可能な電⼦ジャーナル、データベースの⼀括検索、および雑誌⽂献タ
イトルでの検索を可能とし、簡便に豊富な情報提供が⾏えるようにした。これに連動
して、平成 30 年度より、学外⽂献の利⽤促進策として、ＩＬＬ（図書館間相互貸借シ
ステム）サービス利⽤料、⽂献⼿配業者への依頼料⾦を無償化して、必要な⽂献が迅
速かつ利⽤者負担⾦なく⼊⼿できるよう学習・研究活動の⽀援強化を図った。 
 
④他の⼤学の図書館等との協⼒ 

世⽥⾕キャンパス図書館は、⾸都圏の理⼯系 13 ⼤学で組織する私⼯⼤懇話会図書館
連絡会や地域を基盤とした世⽥⾕ 6 ⼤学コンソーシアムに加盟している。各々定期的
に会合を持ち、図書館サービスにおける協⼒体制を推進している。現在は資料の閲覧
利⽤、図書貸出等の相互協⼒を実施している。 
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８．⼊学者選抜の概要 
(1)⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッションポリシー） 

本学では、以下のように⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッションポリシー）を定めている。 
東京都市⼤学は、持続可能な社会発展をもたらすための⼈材育成を⽬的とし、その
⽬的を達成するための学術研究の領域ごとに学部を設置しています。各学部では、
それぞれ定めた「⼈材養成および教育研究上の⽬的」に基づき、以下のような能⼒・
意欲・⽬標を持つ⼈を求めます。 
１．⼤学教育に求められる「知識・技能」「思考⼒・判断⼒・表現⼒」「主体性・多

様性・協働性」を持つ⼈ 
２．当該学部学科の学術研究領域に対する強い関⼼と意欲に基づき、⾃ら学ぶ姿勢

を持つ⼈ 
３．教育研究を通じて⾝につけた幅広い視野と専⾨的学識により、持続可能な社会

発展に寄与する⼈材となることを⽬標とする⼈ 
 
上記の「⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッションポリシー）」を受けて、以下のように理⼯

学部としてのアドミッションポリシーを定めている。 
【⼈材養成および教育研究上の⽬的】 
科学技術の根幹をなす“ものつくり”を⽀える⼯学と、⾃然科学における真理の探求を
⽬指す理学を融合した理⼯学部では、「理論と実践」という教育理念に基づき、理⼯
学分野の基礎および専⾨知識を⾝に付けるとともに、科学的根拠に基づく実践によ
って社会の要請に応えることができる先進的な技術⼒や論理的な思考⼒を備えた⼈
材を養成することを⽬的とする。 
【求める⼈物像】 
・⾼等学校で学習する内容をよく理解して、専⾨分野を学ぶために必要な基礎学⼒

を備えている⼈ 
・⾃然科学および科学技術に強い関⼼を持ち、未知の課題に取り組む意欲がある⼈ 
・理⼯学部で学び、専⾨知識と実践する⼒を⾝に付けることを⽬指す⼈ 
・多⾯的な思考⼒と幅広い視野を持って⾃らの考えを述べることができ、社会の持

続的発展や⼈類の福祉に貢献する志を持つ⼈ 
【⾼校での学習について】 
理⼯学部での学修を無理なく進めるために、⾼等学校では次の科⽬を履修している
ことが望まれます。 
 数学（数学Ｉ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ） 
 理科（物理基礎、化学基礎、⽣物基礎、物理、化学、⽣物） 
 コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、コミュニケーション

英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ 
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(2)⼊試制度の主旨と判定⽅法 

本学および理⼯学部のアドミッションポリシーを受けて、理⼯学部では、⾼等学校で学
習する教科の学⼒のほかに、専⾨分野に対する関⼼、学習意欲、個性や態度、⾼等学校に
おける経験などを評価する以下の⼊試⽅式によって⼊学者選抜を⾏い、多様な学⽣を受け
⼊れる。⼊試制度の主旨に応じて、「調査書」「志望理由」「⼩論⽂」「⾯接」「科⽬試
験」などを組み合わせ、学⼒の3要素である「知能・技能」「思考⼒・判断⼒・表現⼒」
「主体性・多様性・協働性」について総合的に評価して選抜する。 

⼊試⽅式は、以下の通りである。 
■AO 型⼊試 
■指定校推薦⼊学考査 
■公募推薦⼊試 
■付属進学制度 
■外国⼈留学⽣⼊試 
■社会⼈特別⼊試 
■帰国⽣徒特別⼊試 
■国際バカロレア特別⼊試 
■センター利⽤⼊試（前期３教科型・５教科型） 
■⼀般⼊試（前期・中期・後期） 
■センター利⽤⼊試（後期３教科型） 

なお、推薦⼊試の募集⼈員は、附属⾼等学校⻑からの推薦に係るものも含め、募集単位
である学科ごとの⼊学定員の５割を超えない範囲とする。 

 
(3)科⽬等履修⽣等の正規の学⽣以外の者の受け⼊れ 
 科⽬等履修⽣等の正規の学⽣以外の者の受け⼊れは、希望があり正規の学⽣の履修の妨
げにはならない範囲、すなわち若⼲名を受け⼊れることがある。 
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９．資格取得 
理⼯学部⾃然科学科では、中学校教諭１種免許状（数学）、⾼等学校教諭１種免許状（数

学）、中学校教諭１種免許状（理科）、⾼等学校教諭１種免許状（理科）を取得できるよう
に、教職課程認定申請中である。また、学芸員資格の国家資格を取得することができる。
ただし、取得は卒業要件ではない。 
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１０．企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合
の具体的計画 

理⼯学部で理⼯学基礎科⽬・総合系科⽬群に、「インターンシップ(1)」（1 単位）」、「イン
ターンシップ(2)」（1 単位）」を開講する。 

本実習は、実社会での労働体験を通じて、学⽣の今後の学習および進路について考える
機会を提供することを⽬的として、実習は原則として⻑期休暇の期間に⾏う。インターン
シップ(2)はインターンシップ(1)を単位認定された者だけが受講でき、インターンシップ
(1)と同内容の実習はインターンシップ(2)の単位としては認められない。 

１〜３週間程度、実習先の企業の指導の下で仕事の補助や、作業や⾏程などの分析・改
善を⾏い、実社会における仕事とはどういうものかを体得する。運営は、本学科にインタ
ーンシップ担当を置き、担当者を実習受⼊企業との窓⼝とする。単位の認定は、実習先企
業からの評価結果、実習報告書、実習状況（⽋勤、遅刻の有無なども含む）、⾒廻り教員の
所⾒、実習成果報告会などにより⾏う。 
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１１．編⼊学定員を設定する場合の具体的計画 
理⼯学部⾃然科学科では、編⼊学定員を設定せずに定員の範囲内で編⼊学を認めること

とする。 
編⼊学⽣の既修得単位については、出⾝⼤学等のシラバスの内容が本学と同等であるこ

とを確認のうえ、それぞれ個別に単位認定を⾏う。 
⼊学後にガイダンスや個別指導を教務委員やクラス担任が中⼼となって実施する。既修

得単位の単位認定状況により、個別に履修指導を⾏う体制を整備している。なお、編⼊学
⽣と在学⽣の履修指導を原則として区別しないことから、編⼊学⽣のみを対象とした履修
モデルは作成していない。 

編⼊学⽣が早期に本学の環境に適応し、適切な履修計画をたてることができるよう、履
修指導を⾏う体制を整備している。  



― 23 ― 
 

１２．管理運営 
学部の公務を掌り、所属職員を統督する者として、理⼯学部に学部⻑を置いている。ま

た、学部⻑を議⻑とし、本学部に教授会を置いている。教授会は、学部⻑候補者を 3 名推
薦し、学⻑が学部⻑を選出する。教授会は、教授をもって構成し、准教授及び講師を加え
ることができるものとする。 

教授会は、以下の事項について、学⻑が決定を⾏うにあたり審議し、意⾒を述べる。 
(ア) 当該学部における学⽣の⼊学、卒業及び学位授与に関すること 
(イ) 当該学部における教育研究に関する重要な事項 
(ウ) 教育課程の編成および授業に関すること 
(エ) 教授及び准教授の資格認定に関すること 

 教授会は原則として⽉ 1 回開催する。なお、学部⻑が必要と認めたとき、⼜は教授会の
構成員の 3 分の 1 以上の要請があったときは、臨時教授会を開催するものとする。 

本学部が属する世⽥⾕キャンパスには、建築都市デザイン学部及び情報⼯学部があり、3
学部共通の事項を審議するために、3 学部の合同教授会を置く。また、本学部を含めた複数
の学部に関わる事項で、本学部教授会と他学部教授会との間で調整が困難である事項につ
いては、⼤学協議会で審議を⾏う。 

また、主任教授に関する規程に基づき、⾃然科学科に主任教授を置く。主任教授は所属
学科を統括するとともに⼤学の学事・⾏事等において学科を代表し、教員会議その他必要
な会合を主宰するほか、学科に関わる事務及び必要な事項を取り扱う。 

学部⻑は、各学科主任教授を構成員とする主任教授等会議を主宰し、学部における学事・
⾏事等の事項につき諮問する。  
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１３．⾃⼰点検・評価 
 本学では、東京都市⼤学学則第 1 条の 2 において、教育研究⽔準の向上を図り、学則第 1
条に掲げる⽬的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について⾃ら点検
及び評価を⾏い、その結果を公表する旨を定めている。 
 また、学則同条項に則り、本学の理念・⽬的に基づく教育・研究⽬標及び各種⽅針を実
現するために「東京都市⼤学内部質保証⽅針」を策定し、この⽅針の中で⾃⼰点検・評価
の実施⽅法、⾃⼰点検・評価活動における責任主体、評価項⽬、結果の活⽤等について基
本的な考えを明らかにしている。 

 
(1) 実施体制 
 学則第 1 条の 2 及び内部質保証⽅針に基づき、⼤学全体の⾃⼰点検・評価活動の責任主
体として「東京都市⼤学 ⼤学評価室」を設置している。⼤学評価室は、従前の「東京都市
⼤学⾃⼰評価・教員業績評価委員会」の役割の明確化と権限の強化を図り、平成 29 年 10
⽉に、学⻑、副学⻑、事務局⻑で構成する「東京都市⼤学学⻑会議」の下に設置した組織
である。⼤学評価室では、学⻑から任命された室⻑及び室員が次の業務を⾏っている。 

① 全学的観点から実施する⾃⼰点検・評価に関する業務 
② 各学部等が⾏う⾃⼰点検・評価の把握、調整、指導及び⽀援に関する業務 
③ 認証評価に関する業務 
④ 内部質保証に関する調査研究並びに企画・⽴案 
⑤ その他、内部質保証の推進のために必要となる業務 

 このように、全学的な観点で実施する⾃⼰点検・評価に加えて、各学部・研究科が主体
となって実施する⾃⼰点検・評価に対しても、⼤学全体での共通の考えに沿って恒常的な
活動となるようにしている。 
 
(2) 実施⽅法 

平成 30 年度の⾃⼰点検・評価から、評価項⽬を新たに設定したことに伴い、実施⽅法を
⾒直した。⾒直し後の実施⽅法では、⼤学評価室において当該年度の⾃⼰点検・評価の実
施要項を策定した後、学⻑会議での決定を経て、全学レベルの⾃⼰点検・評価については
各種活動の責任主体（所管組織）、各学部・研究科レベルについては各学部⻑・研究科⻑に
対して⾃組織での⾃⼰点検・評価の実施と、報告書の提出を要請している。その上で、所
管組織及び各学部が⾃⼰点検・評価を⾏い、その状況を踏まえて次年度の⾃⼰点検・評価
に向けた具体的な取組も明らかにしながら報告書をまとめ、⼤学評価室に提出する。その
後、⼤学評価室では全学レベルと学部等レベルの内容精査を⾏うとともに、全学レベルで
は⼤学として⼀つの「⾃⼰点検・評価報告書」にまとめる。その過程の中で改善が必要と
判断される事項については所管組織⼜は学部・研究科に対する所⾒を付し、改善等に向け
た提⾔を添えて学⻑会議に結果を提出することとしている。学⻑会議で総括した後は「⼤
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学協議会」に提出して所管組織及び各学部・研究科に結果を通知し、改善活動を促すサイ
クルとしている。 
 
(3) 評価項⽬ 

内部質保証⽅針において、公益財団法⼈⼤学基準協会が定める⼤学基準及び点検・評価
項⽬等に準拠して実施する旨を定めている。同⽅針に則って、平成 30 年度からは次の 10
項⽬を評価項⽬として実施している。 

①理念・⽬的 ②内部質保証 ③教育研究組織 ④教育課程・学習成果  
⑤学⽣の受け⼊れ ⑥教員・教員組織 ⑦学⽣⽀援 ⑧教育研究環境等 
⑨社会連携・社会貢献 ⑩⼤学運営・財務 
なお、各学部・研究科では、上記の項⽬のうち①④⑤⑥を⾃⼰点検・評価の対象として

いる。 
 
(4) 結果の活⽤・公表 
 内部質保証⽅針においては、⾃⼰点検・評価の結果、教育・研究を中⼼とした諸活動に
ついて改善が必要と認められた場合は、真摯な姿勢で⾃律的に改善に取り組まなければな
らないこと、全学的な課題等が明らかになった場合は、東京都市⼤学中⻑期計画（アクシ
ョンプラン 2030）や各種の取り組みに適切に反映させることによって本学の改善・改⾰を
着実に推進することを明記している。 

これに則って、⾃⼰点検・評価の結果については、⼤学協議会等を通じて所管組織の責
任者及び各学部・研究科⻑に通知するとともに、学内構成員に対する周知媒体「都市⼤広
報」を通じて⼤学全体で共有し、必要な改善活動に取り組んでいる。また、⾃⼰点検・評
価結果については、従前より本学ウェブページ「⾃⼰点検・評価活動」において学外に公
表している。 
 
(5) 外部による評価 
 本学は、平成 28 年度に公益財団法⼈⼤学基準協会による⼤学評価を受け、その結果、同
協会の定める⼤学基準に「適合」していると認定されている（認定期間は平成 29 年 4 ⽉ 1
⽇から７年間）。 

評価項⽬は平成 30 年度から変更しているが、実施体制、実施⽅法、結果の活⽤・公表に
ついては、本学の⾃⼰点検・評価と同じ考え⽅に⽴脚している。 
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１４．情報の公表 
学⽣、保護者、研究者、受験⽣等の関係者が必要な情報を適切に得られるようにすると

ともに、研究・教育を⾏う公的な機関として、その活動や取り組みについて社会への説明
責任を果たすことを⽬的として、教育及び研究情報の公表を⾏う。 

本学では、全学部で情報の公表に積極的に取り組んでいる。網羅的に情報を公表するた
めに、配布、掲載は主に制約の少ないウェブ上にて公表する。なお、冊⼦等の紙媒体も併
⽤する。 

■東京都市⼤学ウェブページ（https://www.tcu.ac.jp/） 
ウェブページに公表する情報は、関係者の属性や公表する情報の種類に応じて適切に

配置し、訪問者別リンクなどにより容易に到達できるように配慮する。 
具体的な情報の種類とその公表⽅法は、以下の通りである。 
(ア) ⼤学の教育研究上の⽬的に関すること 

・情報公開（各種データ）> 教育研究上の基礎的な情報 > 教育研究上の⽬的 
（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/） 

(イ) 教育研究上の基本組織に関すること 
・情報公開（各種データ）> 修学上の情報 > ⼤学組織図 

（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/） 
(ウ) 教育組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

・情報公開（各種データ）> 修学上の情報 > 教員組織 
（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/） 

・各教員が有する学位及び業績 
研究者情報データベース（http://www.risys.gl.tcu.ac.jp/） 

(エ) ⼊学者に関する受⼊⽅針及び⼊学者の数、収容定員及び在学する学⽣の数、卒業
した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関するこ
と 
・アドミッションポリシー（https://www.tcu.ac.jp/entrance/policy/） 
・⼊学定員・収容定員・⼊学者数（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/number02/） 
・在学者数（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/number/） 
・卒業者数・修了者数・学位授与数 

（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/number04/） 
・就職者数・進学者数（https://www.tcu.ac.jp/recruiting/result/number/） 
・就職実績（https://www.tcu.ac.jp/recruiting/result/） 

(オ) 授業科⽬、授業の⽅法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
・シラバス（教授要⽬）（https://www.tcu.ac.jp/academics/syllabus/） 

(カ) 学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっての基準に関すること 
・学修の成果にかかる評価の基準 
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情報公開（各種データ）>修学上の情報 > 学修評価及び卒業・修了認定基準 
（https://www.tcu.ac.jp/guidance/policies/） 

・卒業の認定にあたっての基準 
各種⽅針> 卒業認定・学位授与に関する⽅針（ディプロマポリシー） 
（https://www.tcu.ac.jp/guidance/policies/） 

(キ) 校地・校舎等の施設及び設備その他の学⽣の教育研究環境に関すること 
・キャンパス紹介（https://www.tcu.ac.jp/campuslife/introduction/） 
・図書館・施設（https://www.tcu.ac.jp/facilities/） 

(ク) 授業料、⼊学料その他の⼤学が徴収する費⽤に関すること 
・受験料・学費（https://www.tcu.ac.jp/entrance/expenses/） 

(ケ) ⼤学が⾏う学⽣の修学、進路選択及び⼼⾝の健康等に係る⽀援に関すること 
・⼤学が⾏う学⽣の修学、進路選択にかかる⽀援 

各種⽅針 > 学⽣の⽀援に関する⽅針（https://www.tcu.ac.jp/guidance/policies/） 
・⼼⾝の健康等に係る⽀援 

⽣活相談・ハラスメント相談 
（https://www.tcu.ac.jp/campuslife/support/consultation/） 

上記ウェブページのほか、キャンパスライフや学⽣⼿帳などの紙媒体でも公表し
ている。 

(コ) その他（教育上の⽬的に応じ学⽣が修得すべき知識及び能⼒に関する情報、学則
等各種規程、設置届出書、設置計画履⾏状況等報告書、⾃⼰点検・評価報告書、
認証評価の結果 等） 
・教育上の⽬的に応じ学⽣が修得すべき知識及び能⼒に関する情報  

情報公開（各種データ）> 教育研究上の基礎的な情報 > 教育研究上の⽬的 
（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/） 

・学則等各種規程 
情報公開（各種データ）> 教育研究上の基礎的な情報 > 教育研究上の⽬的 
＞ ⼤学学則（https://www.tcu.ac.jp/guidance/data/） 

・設置届出書・設置計画履⾏状況等報告書 
学部・⼤学院・研究所 > 設置届出書（https://www.tcu.ac.jp/academics/documents02/） 

・⾃⼰点検・評価報告書、認証評価の結果 
⾃⼰点検・評価活動（https://www.tcu.ac.jp/guidance/programs/selfinspection/） 
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１５．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
本学では、教育開発機構の元に FD 推進室を設け、「全学 FD・SD フォーラム」「新任者

研修」「全学授業公開」等の取り組みを通して、授業の内容及び⽅法の改善を図るための組
織的な研修及び研究を実施している。なお、教育開発機構は平成 28 年度に全学における教
育改⾰を推進するために設置したものであり、各学部・学科等の学内組織と緊密な連携を
図りつつ、戦略的に企画・⽴案を⾏うことにより、教育の質的向上及び発展を実現する体
制を確⽴している。 

下記に⽰す具体的な取り組みは、本学のウェブページ及び「FD News letter」「教育年報」
「FD 専⾨委員会総括集」等の各種刊⾏物を通して、学内外にその内容を広報しており、教
育改善に関する情報共有及び理解の浸透を図るとともに、全学的な取り組みと各学部・学
科等における独⾃の取り組みの相互活性化に繋げている。 

 
■全学 FD・SD フォーラム 

毎年、全専任教職員を対象に「全学 FD・SD フォーラム」を開催しており、3 つの⽅
針、成績評価、学修成果の可視化等、近年の⼤学教育における重要な取り組みをテーマ
として講演や討議を⾏うことで、教職協働での教育改善に取り組んでいる。 

過年度のテーマ： 
・アクティブ・ラーニングの実践と⾃学⾃習⽤施設の活⽤ 
・GPA による成績評価とアセスメントポリシー 
・学修成果のアセスメントとディプロマサプリメント 
・学習者中⼼の教育とは何か〜学⽣実態調査結果等の振り返りとその活⽤について〜 

■新任者研修 
毎年、新任教員を対象として様々な内容の研修を⾏っており、本学の教育理念や育成

する⼈材像について理解を深めることで、授業をはじめとした教育活動の改善に繋げて
いる。また、それぞれの教員が⼤学教育に取り組む中で⽇常的に感じている悩みや難し
さを、参加者同⼠で共有し、学部・学科を越えた教員間のネットワークを形成する機会
を提供することで、各教員が主体的に教育改善に取り組むことができるよう⽀援してい
る。 

特に、年に 1 回⾏っている「FD・SD ワークショップ（研修合宿）」では、新任教員及
び事務職員が合同で参加し、本学の教育⾯での課題や発展の⽅策についてそれぞれの⽴
場から意⾒交換を⾏うことで、教職協働で共通理解の形成に取り組んでいる。 

なお、1 年間の研修を通して蓄積された知⾒や事例は翌年度の新任者研修にも活⽤され
ており、継続的に検証・改善を⾏う体制が確⽴している。 

■全学授業公開 
各教員が相互に授業を⾒学することにより、授業の内容及び⽅法の改善に繋がる気付
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きや発⾒が可能となるよう、原則として全ての開講授業を公開し、⾃由に⾒学できる期
間を設けている。各教員は期間中、他の教員が担当する授業を⾃由に⾒学し、授業後に
は担当教員にフィードバックを⾏うことで、互いの授業に新しい気付きをもたらすこと
を企図している。 

■「学⽣による授業評価アンケート」の実施及び活⽤ 
各学期終了時に、学部と⼤学院の全ての科⽬を対象に「学⽣による授業評価アンケー

ト」を⾏い、学⽣の学修実態等を把握するとともに、授業に対する学⽣の意⾒を取り⼊
れることで授業改善に活⽤している。アンケート結果は各学部・学科での組織的な教育
改善活動や学⽣の修学⾏動等の分析に活⽤するとともに、匿名化したうえで原則として
開⽰し、各学部・学科の Web ページや各授業科⽬のシラバス、教職員と学⽣との協働 FD
懇談会をはじめとしたイベント等を通して、学⽣へのフィードバックを⾏っている。 

また、アンケート結果の優れている教員に対しては顕彰を⾏い、授業改善への意欲向
上を図るとともに、授業公開の取り組みと連携する等、全学的な教育改善にも繋げてい
る。 

■学部 FD セミナー・ICT 活⽤講習会 
全学の教員を対象に、アクティブ・ラーニングや PBL といった教育⼿法の理解を深め、

実践における事例共有や意⾒交換を⾏う学部 FD セミナーを年に数回開催している。また、
LMS（e ラーニングの学習管理システム）や授業収録配信システムをはじめとした、ICT
ツールの活⽤を促進するために ICT 講習会を教員の習熟度別に開催する等、年間を通し
て各教員の課題に応じた教育改善の取り組みを⾏い、知識及び事例の共有、教育改善に
おける教員間のネットワーク形成を推進している。 

なお、各学部・学科等で⾏われる独⾃の教育改善の取り組みについても、FD 推進室で
FD 活動として情報を共有し、FD 活動の活性化に繋げている。 

■協定校との連携 FD 
連携協定校である室蘭⼯業⼤学や⾼知⼯科⼤学との間で、各⼤学の FD プログラムに相

互に教職員を派遣し、教職員間の交流を通じて実践例や成果、課題等を共有することで
教育改善に繋げている。 

 
また、⼤学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に必要な知

識及び技能を習得させ、並びにその能⼒及び資質を向上させるための研修も⾏っている。
全学的には、前述の「全学 FD・SD フォーラム」や「カウンセリング研修会」が該当する。
平成 30 年度に実施したカウンセリング研修会では、「学⽣との関わり⽅のヒント」と題し
て、様々な困難を抱えた学⽣に対する⽀援⽅法についての研修を⾏った。また、事務職員
に限定して資格別研修も⾏っている。 
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１６．社会的・職業的⾃⽴に関する指導等及び体制 
(1)教育課程内の取組について 

社会が⼤きく変化する時代においては、専⾨知識の育成と共に、多種・多様な職業に対
応可能な、社会的・職業的⾃⽴に向けて必要な能⼒の育成が重要となる。このような能⼒
は、実際の職業を体験することから育成することが有効である。また、「グループで特定の
課題に取り組む体験」や「実社会とのつながりを意識した体験」は、社会的・職業的⾃⽴
に向けた能⼒の育成のために重要である。そのため、理⼯学部⾃然科学科では、教育課程
内で以下のような取組を⾏っている。 

実社会とのつながりを意識した科⽬として、理⼯学基礎科⽬・理⼯学教養系科⽬群に 2
年前期必修科⽬「技術者倫理」(2 単位）を開設する。実際に企業で働く社会⼈を講師とし
て招き、社会⼈としての⼼構えや仕事に対する取り組み⽅、⼤学時代に学んでおくべきこ
となどについて講義してもらう。講義の後に⾃⼰分析、コミュニケーション等の実習の時
間を設けることにより、倫理教育のみならず、社会的及び職業的⾃⽴を図るために必要な
能⼒を培う。 

卒業研究や卒業後の学びへつなぐ統合的・学際的な科⽬として、PBL 科⽬として１年次
必修科⽬「SD PBL(1)」(1 単位）を開設する。グループに分かれプロジェクトベースの演
習を⾏うことにより、技術的側⾯の修得とともに、リーダーシップやグループワークの⼤
切さと難しさを学ぶ。さらに、それを発展させる形で 2 年次必修科⽬「SD PBL(2)」(1 単
位）、3 年次必修科⽬「SD PBL(3)」(1 単位）を開設し、系統的に学修する。 

将来のキャリアに関連した実社会での就業体験を⾏うことにより、より具体的に将来の
キャリア展望を描けるよう「インターンシップ(1)」（1 単位）、「インターンシップ(2)」（1
単位）を開設する。 
 
(2)教育課程外の取組について 

教育課程外では、低学年から将来を意識して学びのモチベーションを⾼めることを⽬指
して、⼤学全体で以下のキャリア⽀援に係る取組を⾏っている。 
 
■キャリアデザイン講座の開設 

学⽣がキャリアをデザインする機会を与えるために、低学年から教育課程外での講座
を設けている。 

講座は 1・2 年⽣全員を対象として、各学期始めのオリエンテーションの機会を利⽤し
て合計 4 回実施しており、半期の⽬標を⽴て、省察をし、新たな⽬標を⽴てることによ
り、学⽣⽣活において⾃ら PDCA を回すことを習慣づけている。 

■キャリア情報記録システムの導⼊ 
学⽣が⾃らのキャリア開発に利⽤する「Web キャリアポートフォリオ」を導⼊してい

る。学⽣は⽇々の活動をパソコンやスマートフォンで記録をし、半期ごとに⾏うキャリ
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アデザイン講座で活動を振り返り、当初⽴てた⽬標との差異を確認する。また、就職活
動時にはこれまでの活動を⾒返すことにより、⾃⼰分析や⾃⼰ PR に利⽤できる。 

平成 31 年度からは、「Web キャリアポートフォリオ」を発展させ、⾃⾝の学修や活動
での成果を 6 つの指標で可視化する「ディプロマ・サプリメントシステム」を全学科で
導⼊している。 

■キャリアアセスメントツールによる⾃⼰理解 
キャリアデザインを補助するにあたり、妥当性及び信頼性が確認されているアセスメ

ントテストを全学年で実施し、定量的に基礎⼒を測定している。この結果を利⽤して、
学⽣は⾃らの活動と能⼒開発との相関を意識し、社会で活躍する社会⼈の結果と⾃⾝の
結果を⽐較することにより⾃⼰理解を深め、⾃⾝のキャリアデザインを⾏っている。 

また、アセスメントテストの結果は、前述の「ディプロマ・サプリメントシステム」
の 6 つの指標のうち、2 つの指標に反映されることとなる。 

■キャリア相談体制の確⽴ 
低学年からのキャリア意識の向上やインターンシップへの参加学⽣の増加などにより、

個別相談の件数は増加の⼀途を辿る。そのため、専⾨の資格を保有するキャリアカウン
セラーを多数配置し、学⽣のキャリアに関する相談対応を⾏っている。 

また、カウンセラーの⾯談の質を⾼めるために、随時ケース討論会を含めた研修会を
実施している。 

 
(3)適切な体制の整備について 

学⽣のキャリアを⽀援するために、キャリア委員会と事務局キャリア⽀援センターを設
置している。キャリア委員会は、各学科及び各専攻から選出された就職担当教員と事務局
キャリア⽀援センターの職員により編成されている。就職担当教員は、学科内で実施する
進路希望調査に基づき学科の全学⽣との⾯談を⾏うとともに、学⽣のニーズに応じた求⼈
の開拓を⾏っている。事務局キャリア⽀援センターは、インターンシップや就職に関する
対策講座やキャリアデザイン講座の企画・実施、新規企業の開拓を含めた求⼈票の受付及
びインターネット上での求⼈票の公開、国家資格等を持つ専⾨のキャリアカウンセラーに
よる個別カウンセリングを実施している。 

就職担当教員と事務局キャリア⽀援センターは求⼈情報や学⽣の就職状況を共有し、学
科で把握をした就職未決定者を事務局キャリア⽀援センターに引き継ぎ、カウンセリング
や求⼈紹介などを⾏っている。教職員が連携してきめ細やかな学⽣の⽀援を⾏う体制が確
⽴していることが本学のキャリア⽀援の特徴であり、⽀援を受けた多くの学⽣が希望の企
業から内定を得ることができている。 
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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

理工学部自然科学科の入学定員は、前身の知識工学部自然科学科の入学定員と同

数の 60名に設定した。 

日本私立学校振興・共済事業団によると、理工学部自然科学科を設置する東京都の

志願倍率（志願者数÷入学定員）は上昇傾向であり、今後もこれまで以上の志願者が

見込まれる。また、学部系統別の入学志願動向では、理・工学系学部の志願倍率は上

昇傾向であり、こちらの観点からも志願者の増加が見込まれる。 

本学は、週刊朝日 2019年 3月 15日号に掲載された「志願倍率ランキング」におい

て、全国で 11位、「志願者増加率ランキング」では 15位と上位に位置づけられてい

る（資料１）。また、学研・進学情報 2018年 10月号によると実志願者数を公表した

大学のみを集計した 2018 年度入試私立大学実志願者数ランキングで全国 30 位であ

った（資料２）。これらは、本学の教育及び研究が、高校生やその保護者、高校の進

路指導担当教員等に十分に認知され評価されている証である。 

そして、本学科の前身である知識工学部自然科学科の過去の入試実績では、平成 30

年度においては志願者数、志願倍率ともに急伸した。さらに平成 31年度も平成 30年

度とほぼ同等であった。地域別及び学部系統別の入学志願動向を加味すると、知識工

学部自然科学科と同数の入学定員を長期的かつ安定的に充足することは十分可能で

あると考えた。 
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 イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ⅰ) 地域別の入学志願動向 

理工学部自然科学科を設置する東京都の志願倍率（志願者数÷入学定員）は、日本

私立学校振興・共済事業団によると平成 26年度の 9.74倍から平成 30年度には 10.81

倍に増加している（資料３）。特に平成 27年度以降は一度も志願倍率が減少しておら

ず、入学定員充足の観点では良好に推移していると言える。また、リクルート進学総

研によると、東京都における大学への進学者数は、平成 20 年の 57,131 人から平成

29年の 65,931人と 8,800人増加している。また、大学進学率は、平成 20年の 59.1％

から平成 29年の 63.7％と 4.6ポイント上昇、残留率も平成 20年の 62.2％から平成

29年の 66.0％と 3.8ポイント上昇している（資料４）。これらの値は、入学定員充足

の観点では良好な環境であることを示している。 

また、本学の合格者の 80％以上は、神奈川県、東京都、埼玉県、静岡県に所在する

高校出身である（資料５）。この１都３県から東京都に所在する大学への入学者数の

推移は、文部科学省 学校基本調査によると平成 26 年度から平成 30 年度の間に

89,334 人から 92,839 人へ、増減しながら漸増している（資料６）。変動の幅は毎年

おおむね△１％から＋３％の間で、この４年間では＋4％と、安定して推移しており、

将来的にも本学志願者の多い地域からの志願者が急減することは考えにくく、これ

まで通り安定した志願状況が続くと考えられる。 

ⅱ) 学部系統別の入学志願動向 

自然科学科を設置する理工学部は理・工学系の学部であり、その志願倍率は、日本

私立学校振興・共済事業団によると平成 26 年度から平成 30 年度の間で 11.00 倍か

ら 11.76倍に増加している（資料７）。また、この期間の志願倍率は一度も減少する

ことなく推移しており、理・工学系学部の志願状況が極めて良好であることを示して

いる。このことから、志願状況は今後とも良好に推移していくと考えられる。 

また、理工学部自然科学科は、文部科学省 学校基本調査において、大分類が理学

系、中分類がその他に分類される学科である（資料８）。同調査によると私立大学に

おける理学系その他の学科の入学志願者は、平成 27年度から平成 30年度にかけて、

38,014人から 41,853人に増加している（資料９）。この間の伸び率は 10.10％と、理

学系学科全体の伸び率 0.30％を大きく上回っており、一度も減少することなく推移

している。理学系学科の中でも、相対的に好調な学問分野であり、また、安定的に志

願者が増加していることから、今後も志願状況は好調に推移していくと考えられる。 

ⅲ) 前身の知識工学部自然科学科の入試実績 

前身の知識工学部自然科学科の過去５年の志願者数は、平成 26年度以降しばらく

減少が続いていたものの、平成 30 年度には平成 26 年度の志願者数を超えるまでに

回復した。この間の平均志願倍率は 13.27 倍と高い水準を維持している（資料 10）。
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さらに平成 31年度の志願者数（速報値）は 948名であったことから、平成 30年度と

同程度の志願者数となっており、今後もこの傾向が続くものと考えている。 

その間も入学定員充足率は 100％を下回ることなく推移しており、志願者数の回復

も相まって、今後も継続して定員を充足するに十分な志願者を確保できると考えら

れる。 
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 ウ．学生納付金の設定の考え方 

理工学部自然科学科は、知識工学部自然科学科を前身とする学科であることや、施

設・設備については既存の校舎を活用するなどを勘案し、理工学部各学科と同額の学

生納付金【入学金 240,000円、授業料 1,380,000円（各年次同額）、4年間合計 5,760,000

円】を設定する。 

 

この金額は、理学系同系統学科を擁する近隣競合大学と比較すると低水準であり、

学生募集の観点で問題はないものと考えている。 

  

理学系同系統学科を擁する近隣競合大学における学納金比較 （単位：円）

大学 学部 学科 入学金 授業料 その他 初年度合計 4年間合計

青山学院大学 理工学部 化学・生命科学科 160,000 1,161,000 450,000 1,771,000 6,640,000

中央大学 理工学部 生命科学科 240,000 1,175,700 377,300 1,793,000 6,452,000

法政大学 理工学部 創生科学科 240,000 1,144,000 399,000 1,783,000 6,412,000

東京電機大学 理工学部 理学系 250,000 907,000 454,000 1,611,000 5,898,000

日本大学 文理学部 地球科学科 260,000 1,100,000 300,000 1,660,000 5,860,000

出所　各大学のWebサイトより引用

青山学院 https://cdn.aoyama.ac.2xx.jp/wp-content/uploads/2018/03/battel_undergraduate.pdf

中央 http://www.chuo-u.ac.jp/admission/fees/faculties/new_student/

法政 http://www.hosei.ac.jp/campuslife/gakuhi/gakubu.html

東京電機 https://www.dendai.ac.jp/about/campuslife/expenses/undergraduate.html

日本 https://www.chs.nihon-u.ac.jp/kaikei/fees/
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学では、以下の通り学生確保に向けた取り組みを行っている。 

■入試データの分析 

本学と他大学の比較、入試制度の検証、入学後の成績状況、関係法令との整合性

など、入試周辺情報をデータとして収集して分析し、志願者確保のための施策の展

開に役立てている。 

■アドミッションオフィスとアドミッションオフィサーの設置 

入試実務を行う事務局の「入試センター」とは別に、入学制度やデータを分析す

る全学的な教学組織として教員・職員で構成する「入学センター」を設置している。

また、最新情報を活用した入試施策の検討や、高校との連携を研究するアドミッシ

ョンオフィサーを配置している。 

■オープンキャンパス 

高校生や保護者向けに、大学見学日を「オープンキャンパス」として開催してい

る。理工学部自然科学科が位置する世田谷キャンパスにおける平成 30年度の参加

者数（保護者等は除く）は、延べ 2,937名であった（資料 11）。 

■見学フリーパス制度 

前述のオープンキャンパスの他、毎日いつでも見学希望者の都合に合わせて、大

学内を見学できる制度で、興味のある施設や、研究室、クラブの部室などを気軽に

探訪できる。 

■進学相談会 

全国各地で開催する「進学相談会」に参加し、受験生や保護者からの、大学概要・

学科概要・入試・学生生活・就職のことなどの相談に対応している。例年約 100件

の実施がある。 

■高校での進学説明会・出張授業 

高等学校に出向いて、大学の説明や、学部系統別のガイダンスなどを行うもので、

例年約 200件の実施がある。また、教員の出張授業も年間 100件を超える。 

■高校教員向け説明会 

高等学校の教員を大学に招いて、施設見学や入試説明を行っている。平成 30年

度は 102校約 110名の参加があった。 

 

■高校訪問 

定期的に高校を訪問し、相互の最新情報を共有している。例年約 500校の実績が

ある。  
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２．人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

理工学部では、「人材養成および教育研究上の目的」を以下のように規定している。 

「理論と実践」という教育理念に基づき，現実に即した発想のもとに理論的裏付け

を持った実践によって，社会の要請に対応できる技術的能力を備えた人材を養成す

ることを目的とする。 

さらに、理工学部自然科学科では、「人材養成および教育研究上の目的」を以下の

ように規定している。 

物理学・化学・生物学・地球科学・天文学及び数学といった自然科学に関する幅広

い知識の涵養により，総合的な見識と健全な判断力を醸成し，自然科学における

様々な現象を理学的視点により探究できる人材や広範な理学分野の学術的発展に

寄与する調査分析能力を身につけた人材を育成することで，複雑化および多様化す

る社会に柔軟に対応できる人材や科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な

進歩や福祉に貢献する人材を養成することを目的とする。 
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② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠  

本学は、建学の精神である「公正、自由、自治」の下、実践的な専門性を重視した

教育理念を掲げ、社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえ、その要請に応えるべく

教育・研究の改革を継続的に実行してきた。 

その結果、東洋経済 ONLINE（2018 年 7 月 14 日）『最新版！｢本当に就職に強い大

学｣ランキング』によると、卒業生 1000人以上の大学を対象とした実就職率ランキン

グにおいて全国で 14位（資料 12）と就職に強い大学として上位に位置づけられてい

る。また、東洋経済 ONLINE（2018年 9月 14日）『｢有名企業への就職率｣が高い大学

ランキング』によると、有名企業 400社への実就職率が高い大学ランキングにおいて

全国で 41 位、全国の私立大学で 19 位（資料 13）と上位に位置づけられている。こ

れらは、本学が社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえた人材を養成してきたこと

の証左であろう。 

上記①で説明した人材養成および教育研究上の目的が、当該養成しようとする人

材に関する社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることについて、前

身の知識工学部自然科学科の卒業生の進路実績等のデータを用いて説明する。 

ⅰ) 前身の知識工学部自然科学科の求人件数の状況 

前身の知識工学部自然科学科の過去５年間の求人件数の平均と求人倍率は、

9,315件・423.4倍となっている。 

この数値からも就職希望者に対して、十分な求人数を確保できているといえ

る。このように、多数の求人件数を得ていることは、人材養成および教育研究上

の目的が、社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることを示し

ているものであり、就職先の確保については十分に見込めるものと考える（資料

14）。 

ⅱ) 前身の知識工学部自然科学科の就職率などの状況 

前身の知識工学部自然科学科の最近５年間の就職率などの実績は、平成 25年

度は就職希望者 17人に対して就職者数 16人で就職率は 94.1％、平成 26年度は

就職希望者 16 人に対して就職者数 16 人で就職率は 100％、平成 27 年度は就職

希望者 26人に対して就職者数 24人で就職率は 92.3％、平成 28年度は就職希望

者 31人に対して就職者数 31人で就職率は 100％、平成 29年度は就職希望者 22

人に対して就職者数 20人で就職率は 90.9％となっている（資料 14）。 

高い就職率で推移しており、このことは人材の養成に関する目的その他の教

育研究上の目的が、社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであるこ

との裏付けとなるものであり、新たに理工学部自然科学科を設置した場合にお

いても、卒業後の進路については十分に見込めるものと考える。 

また、業種別就職実績は、多くの学生が専門性を生かした関連の業種に就職し
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ている（資料 15）。教員志望の学生も毎年一定数おり、教育関連への就職につな

がっている。これも前述の「①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目

的」と合致したものとなっている。 

なお、本学では、進路未決定者に対しても既卒向けの求人情報の提供や就職相

談など、無償の就職支援を行っている。就職率が 100％に達していない年度があ

る理由として、教員や公務員、特定の技術者など、独自の採用形態を有する職種

を希望しているために、卒業時に決定していないことが挙げられる。このような

学生も含め進路未決定者に対する支援は、卒業後も引き続き行っていくことと

している。 
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2. 地域別の動向（大学・学校別）（P.11を抜粋）

資料４ リクルート進学総研マーケットリポート vol.61 2019 年 1月号 18 歳人口予測、大学・短期

大学・専門学校進学率、地元残留率の動向南関東版（P.10を抜粋） 

資料５ 平成 30年度 出身高等学校の所在地別 本学合格者数 

資料６ 所在地が東京都にある大学における出身高等学校の所在地県別 入学者数の推移 

資料７ 日本私立学校振興・共済事業団 平成 30（2018）年度 私立大学・短期大学等入学志願動向 

4. 学部系統別の動向（大学）

資料８ 文部科学省 学校基本調査－平成 30年度付属資料 高等教育機関 ２ 学科系統分類表 

（P.2を抜粋） 

資料９ 私立大学の分野別入学志願者数の推移（理学全体・その他の分野） 

資料 10 東京都市大学知識工学部自然科学科 2014～2018年度入試動向 

資料 11 平成 30年度東京都市大学オープンキャンパス参加者数 

資料 12 東洋経済 ONLINE（2018年 7月 14日）『最新版！｢本当に就職に強い大学｣ランキング』 

資料 13 東洋経済 ONLINE（2018年 9月 14日）『｢有名企業への就職率｣が高い大学ランキング』 

資料 14 東京都市大学知識工学部自然科学科 求人件数及び就職率の推移 

資料 15 東京都市大学知識工学部自然科学科 平成 29年度 業種別就職実績 



１．書類等の題名 

【資料１】 

週刊朝日 2019 年 3 月 15 日号 pp.118-119 

『文高理低にかげり理系の「東芝電工」に人気』より抜粋 

 

２．出典 

株式会社 朝日新聞出版 

 

３．引用範囲 

週刊朝日 2019 年 3 月 15 日号 pp.118-119 

『文高理低にかげり理系の「東芝電工」に人気』 

志願倍率ランキング及び志願者増加率ランキングの表のみを引用 

 

４．その他の説明 

資料番号を記載 

  



１．書類等の題名 

【資料２】 

学研・進学情報 2018 年 10 月号 kindle 版 p.391 

『特集●実志願者数から見た私大入試結果－併願制度の充実により延べ数と実数にギ

ャップ』より抜粋 

 

２．出典 

学研進学情報編集部 

 

３．引用範囲 

学研・進学情報 2018 年 10 月号 kindle 版 p.391 

『特集●実志願者数から見た私大入試結果－併願制度の充実により延べ数と実数にギ

ャップ』 

図表１ ２０１８年度入試 私立大学実志願者数と延べ志願者数（一部） のみを引用 

 

４．その他の説明 

資料番号を記載 

  



東京 神奈川

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 校 数 113 113 113 113 114 学 校 数 24 25 25 25 24
志願倍率 9.74 9.70 9.85 10.31 10.81 志願倍率 5.88 5.88 5.82 5.99 6.56
充 足 率 109.53 109.98 109.03 107.33 103.66 充 足 率 104.79 104.89 104.05 105.46 104.10

甲信越 北陸

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 校 数 20 21 21 20 20 学 校 数 11 11 11 12 12
志願倍率 2.37 2.36 2.37 2.66 2.51 志願倍率 4.78 4.85 4.64 4.89 5.07
充 足 率 93.22 100.97 97.93 97.17 97.25 充 足 率 102.66 102.22 100.57 102.16 103.28

東海(愛知を除く) 愛知

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 校 数 20 20 20 20 20 学 校 数 42 42 42 43 43
志願倍率 4.53 4.39 4.18 4.42 4.44 志願倍率 7.53 8.00 7.96 8.43 8.95
充 足 率 95.84 96.13 95.11 98.65 102.02 充 足 率 103.53 106.17 104.86 105.60 103.87
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１．書類等の題名 

【資料４】 

リクルート進学総研マーケットリポート vol.61 2019 年 1 月号 

18 歳人口予測、大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向南関東版 

（P.10 を抜粋） 

 

２．出典 

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ リクルート進学総研 

 

３．引用範囲 

リクルート進学総研マーケットリポート vol.61 2019 年 1 月号 p.10 

18 歳人口予測、大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向南関東版 

『南関東エリア概要（現役：都県別）』 東京都・神奈川県を引用 

http://souken.shingakunet.com/research/201901_minamikantou_souken_report.pdf 

 

４．その他の説明 

資料番号を記載 

  



資料５ 

平成 30年度 出身高等学校の所在地別 本学合格者数（本学調べ） 

 

合格者数順位 都道府県 合格者数 合格者数（累積） 合格者率（累積） 

1 神奈川県 2,902 2,902 38.36% 

2 東京都 2,467 5,369 70.97% 

3 埼玉県 429 5,798 76.64% 

4 静岡県 319 6,117 80.86% 

5 千葉県 214 6,331 83.69% 

6 栃木県 158 6,489 85.78% 

7 茨城県 153 6,642 87.80% 

8 群馬県 136 6,778 89.60% 

  その他 787 7,565 100.00% 

  合計 7,565 7,565 100.00% 

 

  



資料６ 

所在地が東京都にある大学における出身高等学校の所在地県別 入学者数の推移 

 

年度 埼玉 東京 神奈川 静岡 4 都県計 前年比 平成 26 年度比 

平成 30 年度 17,060 50,296 22,086 3,397 92,839 -1.19% 3.92% 

平成 29 年度 17,661 50,871 21,900 3,527 93,959 2.22% 5.18% 

平成 28 年度 17,008 49,926 21,526 3,461 91,921 -0.09% 2.90% 

平成 27 年度 16,923 49,949 21,550 3,578 92,000 2.98% 2.98% 

平成 26 年度 16,346 48,550 20,986 3,452 89,334 

  

 

文部科学省 学校基本調査＞高等教育機関＞学校調査＞大学・大学院＞16 出身高校の所在地県別 入

学者数より大学の所在地が東京の行を平成２６年度から平成３０年度にかけて集計。 

  



過去５ヵ年における学部系統別の学部数、志願倍率、入学定員充足率を下表に示した。

医学 歯学

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 部 数 29 29 30 31 31 学 部 数 17 17 17 17 17
志願倍率 30.11 29.89 29.29 28.64 28.89 志願倍率 3.89 4.80 4.68 4.50 4.52
充 足 率 101.85 101.13 100.99 100.80 100.83 充 足 率 85.07 89.19 85.70 81.77 81.29

薬学 保健系

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 部 数 57 57 57 57 57 学 部 数 175 192 198 209 220
志願倍率 10.61 10.07 9.13 8.78 8.38 志願倍率 6.09 5.88 5.67 5.48 5.40
充 足 率 106.44 102.18 98.75 99.70 95.62 充 足 率 107.85 107.61 104.14 102.16 101.06

理・工学系 農学系

年　　度 26 27 28 29 30 年　　度 26 27 28 29 30
学 部 数 146 147 146 149 150 学 部 数 17 18 18 18 21
志願倍率 11.00 11.11 11.24 11.27 11.76 志願倍率 11.81 11.34 11.12 11.03 10.04
充 足 率 108.70 108.73 105.80 105.04 101.55 充 足 率 111.91 112.99 111.99 105.59 99.36
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資料９ 

 

私立大学の分野別入学志願者数の推移（理学全体・その他の分野） 

 

分野 年度 入学志願者数 前年比 平成 27 年度比 

理学（全体） 

平成 30 年度 130,915 1.26% 0.30% 

平成 29 年度 129,286 0.04% -0.94% 

平成 28 年度 129,238 -0.98% -0.98% 

平成 27 年度 130,518   

その他 

平成 30 年度 41,853 3.88% 10.10% 

平成 29 年度 40,291 5.30% 5.99% 

平成 28 年度 38,264 0.66% 0.66% 

平成 27 年度 38,014   

 

文部科学省 学校基本調査＞高等教育機関＞学校調査＞大学・大学院＞15 関係学科別大学入学状況（3-

1）より私立大学の値を平成２７年度から平成３０年度にかけて集計。 

  



資料 10 

 

東京都市大学知識工学部自然科学科 2014～2018年度入試動向（本学調べ） 

 

 平成 26 年度 

2014 年度 

平成 27 年度 

2015 年度 

平成 28 年度 

2016 年度 

平成 29 年度 

2017 年度 

平成 30 年度 

2018 年度 

過去５年間 

の平均 

平均志願 

倍率 

志願者 450 名 348 名 386 名 411 名 992 名 517.4 名 

13.27 倍 

受験者 444 名 341 名 377 名 404 名 972 名 507.6 名 

合格者 137 名 123 名 119 名 231 名 383 名 198.6 名 

入学者Ａ 32 名 32 名 26 名 65 名 67 名 44.4 名 

入学定員Ｂ 25 名 25 名 25 名 60 名 60 名 39.0 名 

定員超過率 

Ａ／Ｂ 
1.28 倍 1.28 倍 1.04 倍 1.08 倍 1.12 倍 1.14 倍 

 

  



資料 11 

 

平成 30（2018）年度東京都市大学オープンキャンパス参加者数（本学調べ） 

 

実施日 

参加者数（保護者等除く） 

世田谷 

キャンパス 

横浜 

キャンパス 

等々力 

キャンパス 

6／ 9（土） ―― 137名 ―― 

6／10（日） ―― 183名 ―― 

6／16（土） ―― ―― 165名 

6／17（日） 585名 ―― 210名 

8／ 3（金） 1,236名 454名 372名 

8／ 4（土） 1,116名 423名 393名 

8／25（土） ―― 371名 ―― 

10／27（土） ―― 76名 ―― 

 

  



１．書類等の題名 

【資料 12】 

最新版！｢本当に就職に強い大学｣ランキング | 本当に強い大学 | 東洋経済オンライ

ン 

 

２．出典 

東洋経済新報社 

 

３．引用範囲 

東洋経済 ONLINE 

最新版！｢本当に就職に強い大学｣ランキング 

－卒業 1000 人以上の大学対象に実就職率で算出 

https://toyokeizai.net/articles/print/229469 

表「大学別実就職率（2018 年卒、卒業者数 1000 人以上）1～50 位」のみを引用 

 

４．その他の説明 

資料番号を記載 

  



１．書類等の題名 

【資料 13】 

「有名企業への就職率」が高い大学ランキング | 本当に強い大学 | 東洋経済オンライ

ン 

 

２．出典 

東洋経済新報社 

 

３．引用範囲 

東洋経済 ONLINE 

「有名企業への就職率」が高い大学ランキング 

－メガバンク縮小で上位に工科系、沈む女子大 

https://toyokeizai.net/articles/print/237539 

表「有名企業 400 社への実就職率が高い大学（2018 年卒、1～50 位）」のみを引用 

 

４．その他の説明 

資料番号を記載 

 



資料 14 

東京都市大学知識工学部自然科学科 求人件数及び就職率の推移（本学調べ） 

 

 

  

年度
就職希望者数

(a)

求人件数

(b)

求人倍率

(b/a)

就職決定者数

（ｃ)

就職率

（ｃ/a)

平成29年度 (2017年度） 22 14,012 636.9 20 90.9%

平成28年度 (2016年度） 31 13,250 427.4 31 100.0%

平成27年度 (2015年度） 26 12,339 474.6 24 92.3%

平成26年度 (2014年度） 16 3,675 229.7 16 100.0%

平成25年度 (2013年度） 17 3,298 194.0 16 94.1%

平均 22 9,315 423.4 21 95.5%

※2015年度より求人システムを変更



資料 15 

東京都市大学知識工学部自然科学科 平成 29年度 業種別就職実績（本学調べ） 

 

 

業種 人数 比率

情報サービス業 3 15%

運輸に附帯するサービス業 2 10%

教育，学習支援業 2 10%

専門サービス業 2 10%

総合工事業 1 5%

食料品製造業 1 5%

化学工業 1 5%

プラスチック製品製造業 1 5%

精密機械器具製造業 1 5%

電気業 1 5%

飲食料品卸売業 1 5%

不動産取引業 1 5%

学校教育 1 5%

その他の事業サービス業 1 5%

地方公務 1 5%



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長

ミキ　チトシ

三木　千壽

＜平成27年1月＞

工学博士
東京都市大学 学長

（平成27.1～令和2.12）

現　職

（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格A4縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書

番号
役職名 年齢

保有

学位等

月額基本給

（千円）



 別記様式第3号（その2の1）
（用紙　日本工業規格A4縦型）　

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

ｲｲｼﾞﾏ　ﾏｻﾉﾘ 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 東京都市大学

1 専 教授 飯島　正徳 理学博士 力学 1前 2 1 知識工学部 5日

(主任教授) ＜令和2年4月＞ 力学演習 1前 1 1 教授

波動・熱力学 1後 2 1 （平13.4）

電磁気学　※ 2前 1 1

分子物性論　※ 2後 1 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾊｼﾓﾄ　ﾖｼﾀｹ 線形代数学(1) 1前 2 1 東京都市大学

2 専 教授 橋本　義武 理学博士 線形代数学(2) 2前 2 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ フーリエ解析学 2後 2 1 教授

自然と数理　※ 2後 0.6 1 （平21.4）

特別講義(1) 1･2･3･4 2 1

極限と位相　※ 3前 1.9 1

幾何学(1) 2前 2 1

関数解析学 3後 2 1

現代代数学　※ 3前 0.1 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾌﾐ 化学実験 1前･後 2 1 東京都市大学

3 専 教授 吉田　真史 博士(学術) 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 現代科学論 2後 2 1 教授

分子構造論 2前 2 1 （平9.4）

生命の化学 2後 2 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾌｸﾀﾞ　ﾀﾂﾔ 生物学(1) 1前 2 1 東京都市大学

4 専 教授 福田　達哉 博士(理学) 生物学(2) 1後 2 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 生物学実験　※ 1前･後 1 1 教授

自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.4 1 （平29.4）

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1

特別講義(2) 1･2･3･4 2 1

進化論　※ 2前 1 1

植物学 2後 2 1

生命と物質 3前 2 1

微生物学　※ 3後 1 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ｵｻﾀﾞ　ﾀｹｼ 物理学(1) 1前 2 1 東京都市大学

5 専 教授 長田　剛 博士(理学) 物理学(2) 1前 2 1 共通教育部 5日

＜令和2年4月＞ 相対論入門 2後 2 1 教授

事例研究(1) 3前 4 1 （平15.4）

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ｽﾄﾞｳ　ｾｲｲﾁ SD PBL(1) 1前 1 1 東京都市大学

6 専 教授 須藤　誠一 博士(理学) 電磁気学基礎 2前 2 1 共通教育部 5日

＜令和2年4月＞ 事例研究(1) 3前 4 1 教授

事例研究(2) 3後 2 1 （平19.4）

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1
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ﾅｶｲ　ﾋﾛﾌﾐ 微分積分学(1) 1前 2 1 東京都市大学

7 専 准教授 中井　洋史 博士(理学) 微分積分学(2) 1後 2 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 微分方程式論 2前 2 1 准教授

自然と数理　※ 2後 0.4 1 （平18.9）

集合と論理 2前 2 1

幾何学(3) 2後 2 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾊｷﾞﾔ　ﾋﾛｼ ※ 地学(1) 1前 2 1 東京都市大学

8 専 准教授 萩谷　宏 修士(理学) 地学(2) 1後 2 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 地学実験 1前･後 2 1 准教授

自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.4 1 （平15.4）

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1

博物館学(1) 2前 2 1

博物館学(2)　※ 2後 0.3 1

映像表現論 2後 2 1

博物館学実習(1) 3前 1 1

特別講義(2) 1･2･3･4 2 1

地球変動論 2前 2 1

惑星科学 3前 2 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾎﾘｺｼ　ｱﾂｼ 教養ゼミナール(2) 1前･後 2 1 東京都市大学

9 専 准教授 堀越　篤史 博士(理学) 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 自然と数理　※ 2後 0.4 1 准教授

計算物理学 3後 2 1 （平19.4）

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾊｯﾄﾘ　ｼﾝ SD PBL(1) 1前 1 1 東京都市大学

10 専 准教授 服部　新 博士 SD PBL(3) 3後 1 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ (数理科学) ベクトル解析学 2前 2 1 准教授

自然と数理　※ 2後 0.6 1 （平30.4）

極限と位相　※ 3前 0.1 1

関数論 2後 2 1

幾何学(2) 2後 2 1

現代代数学　※ 3前 1.9 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1
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ﾅｶｼﾞﾏ　ﾔｽﾋｻ SD PBL(2) 2前 1 1 東京都市大学

11 専 准教授 中島　保寿 博士(理学) 生物学実験　※ 1前･後 1 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 地学実験 1前･後 2 1 准教授

自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.4 1 （平30.4）

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1

博物館学(3)　※ 3前 0.1 1

博物館学実習(2) 3後 2 1

特別講義(2) 1･2･3･4 2 1

特別講義(3) 1･2･3･4 2 1

進化論　※ 2前 1 1

動物学 2後 2 1

古生物学 3前 2 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾆｼﾑﾗ　ﾀﾞｲｷ SD PBL(1) 1前 1 1 東京都市大学

12 専 准教授 西村　太樹 博士(理学) 情報リテラシー演習　※ 1前 0.5 1 共通教育部 5日

＜令和2年4月＞ 事例研究(1) 3前 4 1 准教授

事例研究(2) 3後 2 1 （平29.4）

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾂﾑﾗ　ｺｳｼﾞ SD PBL(1) 1前 1 1 東京都市大学

13 専 准教授 津村　耕司 博士(理学) 技術者倫理 2前･後 2 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 准教授

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 （平31.4）

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ｶﾄﾞﾀ　ｹﾝｲﾁ 物理学実験 1前･後 2 1 東京都市大学

14 専 講師 門多　顕司 博士(理学) 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 電磁気学　※ 2前 1 1 講師

宇宙科学 2後 2 1 （平13.4）

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾀｶｷﾞ　ｼﾝｻｸ ボランティア(1) 1･2･3･4 1 1 東京都市大学

15 専 講師 高木　晋作 博士(工学) ボランティア(2) 1･2･3･4 1 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 化学(1) 1前 2 1 講師

化学(2) 1後 2 1 （平16.4）

化学実験 1前･後 2 1

インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 1

インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 1

自然科学科実験及び演習　※ 2前 1 1

分子物性論　※ 2後 1 1

分子の運動 3前 2 1

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾆｲﾊﾗ　ｷﾇｺ 化学実験 1前･後 2 1 東京都市大学

16 専 講師 﨡原　絹子 薬学士 自然科学科実験及び演習　※ 2前 0.9 1 知識工学部 5日

＜令和2年4月＞ 野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 講師

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1 （昭58.4）

事例研究(1) 3前 4 1

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1
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ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻﾄ 物理学(3) 1後 2 1 東京都市大学

17 専 講師 中村　正人 博士(理学) 物理学(4) 1後 2 1 共通教育部 5日

＜令和2年4月＞ 量子力学入門 2後 2 1 講師

事例研究(1) 3前 4 1 （平4.4）

事例研究(2) 3後 2 1

卒業研究(1) 4前 3 1

卒業研究(2) 4後 3 1

ﾜﾀﾋｷ　ﾀｶﾌﾐ SD PBL(1) 1前 1 1 東京都市大学

18 専 講師 綿引　隆文 博士(学術) 事例研究(1) 3前 4 1 共通教育部 3日

＜令和2年4月＞ 事例研究(2) 3後 2 1 講師

（平31.4）



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 １人 ２人 ３人 人 人 ６人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４人 ２人 人 人 人 ６人

修 士 人 人 人 １人 人 人 人 １人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 ２人 １人 人 １人 ４人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 １人 人 人 １人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ５人 ６人 ４人 人 １人 １６人

修 士 人 人 人 １人 人 人 人 １人

学 士 人 人 人 人 １人 人 人 １人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専 任 教 員 の 年 齢 構 成 ・ 学 位 保 有 状 況

教 授

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計




